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七
年
間
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
藤
田
前
理
事
長
の
あ
と
を
受
け
、
こ
の
た

び
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
は
農
業
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
地
域
の

視
点
か
ら
独
自
に
研
究
し
、
Ｊ
Ａ
や
行
政
の
地
域
振
興
策
の
樹
立
と
実
践
を

積
極
的
に
支
援
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今
年
で
二
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
全
道
各
地
の
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
が
取
り
組
む
地
域
農
業
振
興
計
画

の
策
定
支
援
は
も
と
よ
り
、
数
多
く
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
北
海
道
農
業
・
農
村
の
持
つ
多

面
的
機
能
一
兆
二
、
五
八
一
億
円
が
損
な
わ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

数
値
（
本
道
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
一
兆
二
、
五
八
一
億
円
）
は
、
北

海
道
農
政
部
の
委
託
を
受
け
て
当
研
究
所
が
評

価
、
定
量
を
行
っ
た
額
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
年
三
月
に
は
『
新
北
海
道
農
業
発
達
史
』
を

発
刊
し
ま
し
た
。
一
九
六
一
年
の
農
業
基
本
法

制
定
以
降
の
北
海
道
農
業
の
展
開
の
軌
跡
を
論

述
し
、
そ
の
間
の
北
海
道
農
業
の
発
展
の
ベ
ク

ト
ル
を
検
証
し
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
先
行
き
不
透
明
な
情
勢
の
中
、

今
後
の
本
道
農
業
の
方
向
性
や
食
料
供
給
に
果
た
す
本
道
農
業
の
役
割
の
可

能
性
を
示
唆
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
派
を
含
め
、
多
く

の
方
々
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
い
た
だ
き
た
い
本
で
あ
り
ま
す
。

農
業
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
地

域
農
業
の
歴
史
と
実
態
を
踏
ま
え
た
北
海
道
農
業
発
展
の
道
筋
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
研
究
所
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役

割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

藤
田
前
理
事
長
は
退
任
に
あ
た
り
、
後
任
に
は
、
知
力
、
体
力
、
腕
力
の

あ
る
方
に
お
願
い
し
た
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
体
力
と
健
康
に
は
自
信
が
あ

り
ま
す
。
知
力
に
つ
い
て
は
、
当
研
究
所
の
特
色
で
あ
る
産
官
学
各
界
の

方
々
の
素
晴
ら
し
い
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
研
究
所
の
か

じ
取
り
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
明
る
く
、
元
気
に
、
が

私
の
目
指
す
方
向
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
地
方
・
地
域
の
時
代
で
す
。
ど
う
か
、
地
域
が
明
る
く
元
気

に
な
る
よ
う
に
当
研
究
所
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

理
事
長

長
谷
川

幸

男

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究
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ののののののののののののののののののののののの
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
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ににににににににににににににににににににににに
あああああああああああああああああああああああ
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っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててて
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平
成
二
五
年
五
月
の
第
二
三
回
（
平
成
二
五
年
度
）
通
常
総
会
に
て
役
員
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
第
三
回
理
事
会
に
て
理
事
長
、
副
理
事
長

並
び
に
常
勤
理
事
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
新
理
事
長
に
副
理
事
長
の
長
谷
川
幸
男
が
、
新
し
い
副
理
事
長
に
小
野
寺
仁
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
藤

田
久
雄
前
理
事
長
は
顧
問
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

理

事

長

長
谷
川

幸

男
（
新
任
）

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

副
会
長

副
理
事
長

小
野
寺

仁
（
新
任
）

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
副
会
長

副
理
事
長

黒

河

功

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

所
長
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

専
務
理
事

大

坂

雅

博

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

専
務
理
事

常
務
理
事

入

江

千

晴

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

常
務
理
事

理

事

坂

下

明

彦

北
海
道
大
学

大
学
院
農
学
研
究
院

教
授

理

事

岩

崎

徹

札
幌
大
学

経
済
学
部

教
授

理

事

勝

浦

昇

北
海
道
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

経
営
管
理
委
員
会
副
会
長

理

事

西

一

司

北
海
道
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
副
会
長

理

事

青

山

哲

己

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
北
海
道
本
部

本
部
長

理

事

北

良

治

北
海
道
町
村
会
理
事
、
奈
井
江
町
長

理

事

大

野

稔

彦

公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
業
公
社

常
務
理
事

理

事

麻

田

信

二

生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

理
事
会
常
任
議
長

理

事

東

俊

明
（
新
任
）

農
林
中
央
金
庫

札
幌
支
店
長

理

事

望

月

健
太
郎

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

北
海
道
・
東
北
地
区
担
当
部
長

理

事

石

川

治

徳
（
新
任
）

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
専
務

代
表
監
事

佐
々
木

環

北
海
道
農
業
共
済
組
合
連
合
会

会
長
理
事

監

事

鈴

木

雅

博

十
勝
池
田
町
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

新
し
い
役
員
体
制
の
発
足
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１

明
確
な
「
脱
原
発
」
方
針
、
主
役
は
農
業
・
農
村

３
・
１１
以
降
、
日
本
国
内
で
は
「
脱
原
発
」
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な

論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
利
害
関
係
者
が
た
く
さ
ん
い
る

た
め
に
再
稼
働
だ
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
世
界

の
先
進
国
で
は
脱
原
発
の
方
向
が
明
白
で
あ
る
。

と
く
に
ド
イ
ツ
政
府
は
原
発
政
策
を
一
八
〇
度
転
換
さ
せ
た
。
福
島
原
発

事
故
以
後
、
わ
ず
か
半
年
前
に
決
定
し
た
原
発
稼
働
延
長
の
方
針
を
撤
回
し
、

原
発
ゼ
ロ
を
決
定
し
た
。
物
理
学
者
で
あ
り
、
か
つ
て
原
発
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
確
信
を
表
明
し
て
い
た
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、「
以
前
の
自
分
の
考
え

は
間
違
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
た
と
え
ど
ん
な
に
事
故
の
確
率
が
低
く
と
も
、

そ
れ
が
ゼ
ロ
で
な
い
以
上
、
ド
イ
ツ
に
原
発
は
い
ら
な
い
と
宣
言
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
に
原
発
は
一
七
基
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
八
基
は
す

で
に
停
止
し
て
廃
炉
手
続
き

に
入
っ
て
お
り
、
残
り
の
九

基
も
二
〇
二
二
年
ま
で
に
段

階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
替
わ
っ
て
発
電
の

主
力
に
な
る
の
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
量
は
二
〇
一
一
年
の
時
点

で
一
、
〇
二
〇
億
Ｋ
ｗ
ｈ
に

達
し
、
一
九
八
八
年
に
全
体

の
四
・
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

顧
問

太
田
原

高

昭

み

る

観

察

「
脱
原
発
」
を
ド
イ
ツ
に
見
る

ドイツ最大のグントレミンゲン原発
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た
の
が
、
二
〇
・
三
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
風
力
発

電
が
三
五
・
九
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
三
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
増
大
は
、
二
〇
〇
〇
年

の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
の
制
定
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
買

い
取
り
価
格
が
発
電
方
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
だ
っ
た
の
を
、
発
電

方
法
の
違
い
に
よ
る
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る
方
式
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
二
〇
〇
四
年
に
は
買
い
取
り
の
規
模
上
限
が
撤
廃
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
戦
略
は
以
前
か
ら
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

風
力
に
せ
よ
バ
イ
オ
マ
ス
に
せ
よ
、
そ
の
立
地
は
農
村
地
帯
と
な
る
。
そ

れ
は
結
果
的
に
そ
う
な
る
の
で
は
な
く
、
と
く
に
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま
る
世
界
同
時
不
況
の
下
で
、
農
業
・
農
村
の
振
興
策
と

意
識
的
に
か
ら
ま
せ
る
か
た
ち
で
推
進
さ
れ
て
き
た
。
農
業
・
農
村
が
食
糧

生
産
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
潜
在
能
力
を
も
つ
こ
と
が
強
く
意

識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２

電
力
自
給
率
四
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
村
を
訪
ね
て

私
は
、
春
ま
だ
浅
い
四
月
中
旬
に
、
愛
媛
大
学
の
村
田
武
教
授
の
率
い
る

ス
タ
デ
イ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
グ
ロ
ス
バ
ー
ル
ド
ル
フ
村

を
訪
ね
た
。「
美
し
い
村
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
農
村
景
観
を
磨
い
て
き
た
ド
イ

ツ
の
農
村
は
、
い
ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
力
を
競
い
あ
い
、
電
力

自
給
率
一
〇
〇
％
を
超
す
村
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ス
バ
ー
ル

ド
ル
フ
村
は
二

五
〇
戸
、
人
口

九
五
〇
人
と
い

う
小
さ
な
村
だ

が
、
電
力
自
給

率
四
七
五
％
と

い
う
驚
く
べ
き

実
績
を
挙
げ
て

い
る
モ
デ
ル
村

な
の
で
あ
る
。

久
し
ぶ
り
に

訪
れ
た
ド
イ
ツ

の
農
村
は
相
変

わ
ら
ず
美
し

か
っ
た
。
集
落

の
家
並
み
や

ゆ
っ
た
り
と
ひ
ろ
が
る
農
地
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
森
林
も
道
路

か
ら
見
え
る
限
り
の
奥
深
く
ま
で
刈
り
込
ま
れ
て
公
園
の
よ
う
に
美
し
い
。

そ
し
て
ど
の
農
家
の
敷
地
に
も
、
森
の
手
入
れ
の
収
穫
物
の
薪
の
山
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
農
家
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
薪
ス
ト
ー
ブ
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
だ
。

ライファイゼン・エネルギー協同組合の人々
「村のお金は村に」のことばを掲げている。
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こ
の
村
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
目
覚
め
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
ス

ペ
イ
ン
の
企
業
が
村
の
立
地
条
件
に
着
目
し
て
、
風
力
発
電
の
た
め
の
借
地

を
申
し
入
れ
て
き
た
た
め
だ
と
い
う
。
買
い
取
り
価
格
が
有
利
で
あ
る
た
め

企
業
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
進
出
し
て
き
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
村
で

は
「
村
の
資
源
は
村
に
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
協
同
組
合
方
式
で
自
力
の
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。

こ
の
組
合
の
名
前
は
「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」
と

い
う
。
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
ド
イ
ツ
農
村
信
用
組
合
を

作
り
上
げ
た
「
農
協
の
父
」
で
あ
り
、「
村
の
資
源
は
村
へ
」
と
い
う
合
い

言
葉
は
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
信
用
組
合
の
「
村
の
お
金
は
村
へ
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
由
来
し
て
い
る
と
、
説
明
し
て
く
れ
た
組
合
役
員
は
こ
と
ば
に

力
を
込
め
た
。

３

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
の
村
づ
く
り

村
に
入
る
と
家
々
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
南

向
き
の
傾
斜
地
に
は
メ
ガ
・
ソ
ー
ラ
ー
の
団
地
が
あ
る
。
い
ち
ば
ん
大
き
な

団
地
は
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
と
い
う
。
村
の
倉
庫
や
村
営
サ
ッ
カ
ー
場
の

屋
根
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
風
通
し
の
よ
い
丘
に
は
風
車
が
並
ん
で
い
る
。

企
業
が
行
う
風
力
発
電
で
は
低
周
波
ノ
イ
ズ
の
問
題
が
出
た
り
す
る
が
、
協

同
組
合
方
式
の
た
め
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
一
切
な
い
そ
う
だ
。

村
は
ず
れ
に
は
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
農
家

四
一
経
営
が
そ
れ
ぞ
れ
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
持
ち
寄
り
、

牛
糞
や
豚
糞
と
共
に
発
酵
さ
せ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電

し
て
い
る
。
ガ
ス
発
生
後
の
残
滓
は
液
肥
と
し
て
農
地
に
還
元
さ
れ
、
ガ
ス

を
燃
や
し
た
余
熱
は
市
街
地
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
パ
イ
プ
を
通
っ
て
地
域
暖

房
と
な
る
。
徹
底
し
た
循
環
型
資
源
利
用
で
あ
る
。

グロスバールドルフ村のバイオマス発電施設
右から時計回りに発酵槽、発電装置、デントコーンのトレンチ・サイロ
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地
域
暖
房
は
工
場
誘
致
の
武
器
と
も
な
っ
て
お
り
、
最
近
誘
致
し
た
自
動

車
部
品
工
場
（
一
四
〇
人
雇
用
）
で
は
暖
房
費
が
年
に
七
、
五
〇
〇
ユ
ー
ロ

の
節
約
に
な
る
と
い
う
。
組
合
に
は
誘
致
企
業
も
含
め
て
村
民
全
員
が
参
加

し
、
八
〜
九
％
と
い
う
高
率
の
配
当
を
受
け
取
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

は
発
電
だ
け
で
な
く
村
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
村
人

の
生
活
は
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
は
全
国
で
六
〇
〇
組
合
設
立
さ
れ
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
主
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
バ
イ
エ
ル
ン

州
の
四
〇
組
合
が
「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ァ
イ

ゼ
ン
の
協
同
思
想
は
こ
う
い
う
か
た
ち
で
確
実
に
現
代
に
う
け
つ
が
れ
て
い

る
の
だ
。

４

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
脱
原
発
と
循
環
社
会
を
目
指
す

わ
が
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
二
〇
一
二
年
の
第
二
六
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
に

お
い
て
「
将
来
的
な
脱
原
発
に
向
け
た
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。
原
発
事
故
で
広
い
範
囲
で
農
漁
業
に
甚
大
な
被
害
が

お
よ
び
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

Ｊ
Ａ
が
脱
原
発
の
方
針
を
掲
げ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
の
庄
條
徳
一
会
長
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
現
実
を
考

え
れ
ば
、
浜
通
地
方
の
数
町
村
に
お
い
て
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
匹
敵
す

る
よ
う
に
数
十
年
は
お
そ
ら
く
故
郷
に
は
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

し
、
大
地
の
中
で
農
作
物
を
作
り
、
働
く
喜
び
、
収
穫
の
喜
び
、
生
き
る
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
が
ほ
ど
遠
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
原
子
力
発
電
所
と
い
う
も
の
を
安
価
な
電
力
料
金
と
い
う
だ
け
で
割
り
切

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」（
参
考
文
献
�
）
こ
の
よ
う
に
原
発
は
そ
も
そ
も

農
業
の
営
み
と
は
両
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
農
業
・
農
村
を
食
糧
生
産
だ
け
で
な
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
の
場
と
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
無
限
の
可
能
性
が
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
は
わ
が
国
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
と
く
に
北
海
道
は
、
以

前
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
の
宝
庫
と
目
さ
れ
て
き
た
し
、
そ
れ
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
全
国
に
先
駆
け
て
食
の
安
全
・
安
心
に
取
り

組
ん
で
き
た
実
績
を
も
と
に
「
脱
原
発
」
へ
の
力
強
い
足
取
り
を
進
め
た
い

も
の
で
あ
る
。（
写
真
提
供
・
村
田
武
）

【
参
考
文
献
】

�

石
田
正
昭
編
著
『
な
ぜ
Ｊ
Ａ
は
将
来
的
な
脱
原
発
を
め
ざ
す
の
か
』、

二
〇
一
三
、
家
の
光
協
会

�

村
田
武
・
渡
部
信
夫
編
『
脱
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ふ
る

さ
と
再
生
』、
二
〇
一
二
、
筑
波
書
房
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ご

挨

拶

特
別
講
演
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
何
か
と
お
忙
し
い
中
、
研
修
会
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
春

先
か
ら
天
候
不
順
、
低
温
、
日
照
不
足

が
続
い
て
お
り
ま
し
て
、
特
に
玉
ね
ぎ
、

て
ん
菜
、
春
ま
き
小
麦
等
々
の
農
作
業

や
生
育
に
非
常
に
記
録
的
な
遅
れ
が
出

て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
出
来
秋

が
大
変
心
配
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
昨

日
今
日
あ
た
り
は
こ
の
よ
う
に
ず
っ
と

暖
か
い
わ
け
で
し
て
、
今
後
の
天
候
回

復
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
当
研
究
所
は
設
立
か
ら
二
三
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々

な
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
地
域
農
業
振

興
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
共
同
研
究
が
三
件
、
北
農
中
央
会
、
各
連
合

会
、
行
政
、
関
係
団
体
か
ら
委
託
を
受
け
ま
し
た
受
託
研
究
が
一
三
課
題
、

そ
し
て
自
主
研
究
が
三
課
題
、
合
計
一
九
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
自
主
研
究
で
は
約
四
年
間
に
渡
っ
て
多
く
の
先
生
方

の
協
力
を
得
ま
し
て
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
、「
新
北
海
道
農
業

発
達
史
」
が
本
年
三
月
に
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
六
年
度

の
農
業
基
本
法
制
定
以
来
の
北
海
道
農
業
の
展
開
の
軌
跡
を
論
述
し
、
そ

の
間
の
北
海
道
農
業
の
発
展
の
ベ
ク
ト
ル
を
検
証
す
る
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
、
先
行
き
不
透
明
な
情
勢
の
中
、
今

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

副
理
事
長
・
所
長

黒

河

功

集特

平
成
２５
年
度
（
第
２３
回
）
通
常
総
会

特
別
講
演
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後
も
北
海
道
農
業
の
方
向
性
や
、
食
料
供
給
に
果
た
す
北
海
道
農
業
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
示
唆
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

一
読
い
た
だ
き
た
く
お
勧
め
を
申
し
上
げ
ま
す
。
見
本
を
持
っ
て
き
て
参

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
構
重
た
い
も
の
で
、
読
み
で
が
ご
ざ
い
ま
す
。

原
価
割
れ
し
て
お
り
ま
し
て
、
格
安
で
お
譲
り
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

研
修
を
お
聴
き
に
な
っ
た
後
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
購
入
申

込
書
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
農
業
情
勢
に
対
応
し
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
調
査
研
究
に
取
り

組
み
、
会
員
並
び
に
関
係
機
関
の
負
託
に
応
え
る
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
日
の
特
別
講
演
会
に
は
講
師
と
し
て
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
東

京
大
学
教
授
の
鈴
木
宣
弘
先
生
を
お
招
き
し
て
お
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
の

ご
略
歴
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
の
資
料
に
示
し
て
い
る
通
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
鈴
木
先
生
は
、
一
貫
し
て
そ
の
危

険
性
と
参
加
反
対
を
訴
え
続
け
て
こ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
般
、

全
国
八
九
〇
名
の
大
学
教
員
に
よ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
脱
退
大
学
教
員
の

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
鈴
木
先
生
は
そ
の
一
七
人
の
呼
び

か
け
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
衆
参
農

林
水
産
委
員
会
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
決
議
を
英
訳
し
て
ア
メ
リ
カ
の

議
会
議
員
に
送
付
す
る
な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
お
忙
し
い
中
ご
来
道
い
た
だ
き
、
鈴
木
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
と
今
後
の
展
開
」
と
題
し

て
、
鈴
木
先
生
か
ら
日
本
の
国
益
を
損
な
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
本
質
や
、
日

米
政
府
間
で
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
並
行
協
議
の
危
険
性
、
そ
し
て

ど
う
す
れ
ば
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
で
き
る
の
か
、
そ
の
展
望
に
つ
い
て

核
心
を
突
い
た
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
こ
の
研
修
会
の
た
め
に
ご
来
道
い
た
だ

き
ま
し
た
鈴
木
先
生
に
は
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
も
感
謝
を
申
し

上
げ
て
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
鈴
木
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
ご
挨
拶
に
ご
ざ
い
ま
し
た
通
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
大
変
な
協
定

が
日
本
に
ど
ん
ど
ん
迫
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
こ
の
協
定
を

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
何
と
か
こ
れ
を
ど
こ
か
で
空

中
分
解
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
北
海
道
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
共
に
こ
の
問
題
を
な
ん
と
か
食

い
止
め
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
の
資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
よ
り
は
大
分
短
く
な
り
ま
し

た
が
、
例
に
よ
り
ま
し
て
二
〇
ペ
ー
ジ
く
ら
い
の
非
常
に
長
い
資
料
を
お

配
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
ま
し
て
、
じ
っ
く
り
と
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
じ
っ
く
り
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
明
日
の
朝
ま
で
か
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

一
時
間
少
々
く
ら
い
の
お
時
間
で
今
日
は
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
な
り
細
か
い
字
で
相
当
な

分
量
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
た

じ
っ
く
り
と
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特
に
眠
れ
な
い
夜
に

読
ん
で
い
た
だ
く
と
大
変
効
果
が
ご
ざ
い
ま
す
。（
笑
）

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
院

教

授

鈴

木

宣

弘

特特
別別
講講
演演

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
と
今
後
の
展
開
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■
驚
く
べ
き
展
開

最
初
の
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
驚
く
べ
き
展
開
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
通
り
、
ま
さ
に
こ
れ
は
驚
く
べ
き
展
開
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
何
度
も
見
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
。
後
ろ

の
方
は
見
辛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
の
政
党
が
選
挙
の
時
に
こ
れ

で
戦
い
ま
し
た
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」「
嘘
つ
か
な
い
」「
ぶ
れ
な
い
」

と
。「
ぶ
れ
ま
し
た
」「
嘘
つ
き
ま
し
た
」
で
す
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

二
七
〇
人
も
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
議
員
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
声
を
受
け
て
北
海

道
か
ら
も
全
国
か
ら
も
当
選
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
方
々
が
今
、
一
部

の
官
僚
と
官
邸
の
暴
走
を
何
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
完
全
に
国
民
に
対
す
る
、
北
海
道

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
詐
欺
で
あ
り
ま
す
。
公
約
違
反
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
賛
成
か
反
対
か
」
以
前
の
問
題
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
政
治
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
許
し
て
良
い
の
か
と
い
う
こ
と

が
、
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
日
米
で
確
認
さ
れ
た

た
だ
、「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
い
」「
聖
域
を
守
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
参
加
表
明
し
た
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
真
赤
な
嘘
で
す
。
聖
域
を
守
れ
る
わ
け
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
二

鈴 木 宣 弘（すずき のぶひろ）氏

１９５８年 三重県生まれ
１９８２年 東京大学農学部卒業、農林水産省入省
１９９８年 九州大学農学部農政経済学科助教授
２００４年 九州大学大学院農学研究院教授
１９９８年から２００５年 米国コーネル大学客員助教授・教授
２００６年より現職 専門は農業経済学、国際貿易論
・日韓、日チリ、日モンゴル、日中韓、日コロンビア FTA産
官学共同研究会委員
・食料・農業・農村政策審議会委員（会長代理、企画部会長、
畜産部会長、農業共済部会長）を歴任
・財務省関税・外国為替等審議会委員
・経済産業省産業構造審議会委員
・日本農業経済学会副会長
・JC総研所長、農協共済総研客員研究員も兼務

＜主 著＞
『ここが間違っている！日本の農業問題』（共著、家の光協会、２０１３年）
『よくわかるTPP４８のまちがい』（共著、農文協、２０１２年）
『震災復興とTPPを語る－再生のための対案』（共著、筑波書房、２０１１年）
『TPPと日本の国益』（共著、大成出版、２０１１年）
『食料を読む』（共著、日経文庫、２０１０年）
『現代の食料・農業問題－誤解から打開へ』（創森社、２００８年）
『農のミッション－WTOを超えて』（全国農業会議所、２００６年）等
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月
に
出
た
共
同
声
明
の
一
段
落
目
に
書
い
て
あ
っ
た
の
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
全
て
の
品
目
を
高
い
レ
ベ
ル
で
交
渉
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
」。
そ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
は
「
全
て
の
関
税

を
撤
廃
す
る
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
「
日
本
が
全
て
の

農
産
物
の
関
税
を
撤
廃
す
る
と
認
め
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
す

ぐ
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
、
は
っ
き
り
と
そ
の
通
り
農
業
関
係
の
皆
さ
ん
に

も
説
明
会
を
開
い
て
、「
日
本
が
農
産
物
関
税
を
全
て
撤
廃
す
る
と
認
め

た
か
ら
喜
ん
で
く
れ
」
と
説
明
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
こ
の
間

日
本
の
訪
米
団
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
、
国
会
議
員
、

業
界
の
皆
さ
ん
も
、
日
本
は
全
て
関
税
撤
廃
す
る
と
言
っ
た
よ
な
と
、
皆

信
じ
て
疑
わ
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
日
本
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
、
国
民
に
は
「
聖
域
は
守
ら
れ
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
嘘
を
つ
い

た
わ
け
で
す
。
完
全
な
二
枚
舌
で
す
。
だ
け
ど
そ
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
、

例
の
共
同
声
明
で
い
う
と
二
段
落
目
に
書
い
て
あ
っ
た
「
最
初
か
ら
、
始

ま
る
前
か
ら
全
て
何
で
も
や
る
と
言
わ
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
味
不

明
な
文
章
で
し
た
。
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
る
一
日
前
に
、
こ
の
文
章
を

入
れ
て
も
ら
う
事
を
知
っ
た
Ｋ
省
は
（
関
係
の
方
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
す

み
ま
せ
ん
け
ど
も
）、「
俺
た
ち
の
勝
ち
だ
」
と
既
に
祝
杯
を
上
げ
て
い
た

と
。「
こ
れ
で
国
民
を
誤
魔
化
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
で
き
る
と
い
う
根
拠

が
で
き
た
の
だ
」、
皆
で
祝
杯
を
上
げ
て
い
た
と
い
う
情
報
が
入
り
ま
し

た
の
で
、
直
ぐ
に
Ｎ
省
に
電
話
を
し
て
確
認
し
ま
し
た
ら
、「
知
ら
ん
」

と
言
う
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
Ｎ
省
は
既
に
官
邸
か
ら
排
除
さ
れ
て
し

ま
っ
て
、
農
産
物
云
々
の
文
言
が
入
る
よ
う
な
共
同
声
明
で
あ
っ
て
も

我
々
に
は
何
の
相
談
も
し
て
も
ら
え
な
い
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で
、
大
変

憤
慨
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
決
ま
り
ま
し
た
。
今
日
、

私
は
Ｇ
省
や
Ｋ
省
の
こ
と
を
悪
く
言
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う

聞
え
ま
し
た
ら
「
そ
う
で
は
な
い
ん
だ
」
と
い
う
つ
も
り
で
聞
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
例
外
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い

そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
最
初
か
ら
例
外
な
し
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
始

め
て
い
る
わ
け
で
す
。
ご
案
内
の
通
り
、
こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
に
四
ヵ
国

で
で
き
た
小
さ
な
協
定
で
す
。
小
さ
な
四
ヵ
国
か
ら
一
つ
の
国
の
よ
う
に

し
て
、
ル
ー
ル
を
一
緒
に
し
、
関
税
も
撤
廃
し
、
一
国
の
よ
う
に
振
る
舞

う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
し
た
人
た
ち
が
い
る
。
ま
さ
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業
だ
と
。
格
差
社
会
デ
モ
が
起
き
て

来
て
、
世
界
的
に
も
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
と
。
こ
れ
で
規
制
緩
和
を

徹
底
す
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。「
ル
ー
ル
壊
し
」
を
も
っ
と
拡
げ
る

に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
も
っ
と
上
手
く
使
え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に

ア
メ
リ
カ
が
乗
っ
か
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
と
も
か
く
基
本
的
に
日
本
の
関
税
や
ル
ー
ル
な
ん
て
い
う
も
の
は

最
初
か
ら
認
め
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
で
す
。
二
〇
〇
六
年
の
Ｐ
４
協
定
で
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も
、
宗
教
的
な
理
由
で
極
わ
ず
か
一
％
未
満
の
関
税
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
基
本
的
に
七
年
か
ら
一
年
の
猶
予
期
間
は
認
め
る
が
、
全
て

の
関
税
は
撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

表
１
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
日
本
が
関
税
撤
廃
し
た
こ
と
が
な
い

＝

「
聖
域
」。
こ
れ
は
八
三
四
品
目
関
税
分
類
で
あ
っ
て
、
九
、
〇
〇
〇

品
目
の
う
ち
の
一
割
近
く
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
一
割
の
品
目

が
関
税
撤
廃
の
例
外
に
な
る
、
除
外
さ
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
最
初
か
ら
あ

り
得
な
い
。
誰
か
ら
み
て
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ん
な

話
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

■
理
不
尽
な
入
場
料
を
飲
ま
さ
れ
る

ま
た
問
題
な
の
は
共
同
声
明
の
第
三
段
落
目
、
最
後
の
段
落
で
「
入
場

料
の
支
払
い
に
つ
い
て
確
約
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
問
題
で
す
。
入
場
料

の
交
渉
は
、
も
う
二
年
も
前
か
ら
や
っ
て
い
た
け
ど
、
国
民
に
隠
し
て
秘

密
交
渉
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
公
然
の
秘
密
に
な
り
ま
し
た
。
二

年
前
に
野
田
総
理
が
ハ
ワ
イ
で
「
参
加
し
た
い
」
と
言
っ
た
時
か
ら
ア
メ

リ
カ
が
つ
け
こ
ん
で
、「
日
本
の
参
加
を
承
認
し
て
や
る
に
は
、
今
ま
で

ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
対
し
て
、
ま
だ
足
り
な
い
と
、
規
制
緩
和
を
し
ろ
と

い
っ
ぱ
い
言
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
こ
れ
を
入
場
料
と
し
て
払
え
。
そ
し
た
ら
入
れ
て
や
っ
て
も
い
い

ぞ
」
と
、
い
ち
ゃ
も
ん
の
よ
う
な
要
求
を
突
き
付
け
て
来
ま
し
た
。
自
動

車
の
規
制
緩
和
の
問
題
や
、
簡
保
生
命
が
新
し
い
商
品
に
入
っ
て
こ
な
い

表１ 我が国が既存の FTAにおいて関

税撤廃したことのない品目＝聖域

タリフライン数

５１

１０９

５８

３

１６

８１

５０

１８８

４９

９１

３４

１０４

８３４

９，０１８

※１：農産品については、五十音順。各品目には、加工品・調製品
を含む。

※２：繭・生糸、鶏肉、食肉調製品、パイナップル・トマト等調製
品、植物性油脂等を含む。

※３：鉱工業品を含む９桁ベース（HS２００７）のタリフライン数。
資料：農林水産省

品目名※１

牛肉

小麦・大麦

コメ

こんにゃく

雑豆

砂糖

でん粉

乳製品

豚肉

水産品

合板

その他農水産品※２

農林水産品計

全品目計※３
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と
か
で
す
ね
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
問
題
や
食
品
の
安
全
基
準
、
農
薬
や
食
品
添
加

物
、
そ
の
他
の
非
関
税
措
置
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
飲
め
と
。

そ
れ
で
、「
入
場
料
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
は
払
う
」
と
い
う
事
が
四
月
一

二
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
前
協
議
が
決
着
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
入
場
料
だ
け
で
は
済
ま
な
く
て
、
今
ア
メ
リ
カ
の
議
会
で
九
〇
日

間
か
け
て
日
本
の
参
加
を
承
認
す
る
過
程
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
の
議
員
は
、
ま
た
足
許
を
見
て
つ
け
込
ん
で
き
ま
し

た
。
入
場
料
の
吊
り
上
げ
で
す
。「
九
〇
日
間
の
議
論
で
、
も
し
か
し
た

ら
承
認
し
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
だ
ぞ
。
こ
の
期
間
に
も
う
ち
ょ
っ
と

払
え
」
と
、
そ
う
や
っ
て
脅
し
て
き
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
四
月
一
二
日
に

明
ら
か
に
な
っ
た
事
は
、
こ
の
九
〇
日
間
の
議
論
が
終
っ
て
日
本
の
参
加

が
め
で
た
く
承
認
さ
れ
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
な
ん
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
条
文
の
交
渉
と
は
別
に
、
日
米
の
二
国
間

で
並
行
交
渉
を
や
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
や
り
足
り
な
い
部
分
、
積
み
残
し
の
も

の
は
全
部
や
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
確
約
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
動
車
に
つ
い
て
も
簡
保
生
命
に
つ
い
て
も
ま
だ
足
り
な
い
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

の
問
題
は
大
分
決
着
し
た
け
れ
ど
も
、
農
業
分
野
で
は
さ
っ
き
言
っ
た
食

の
安
全
基
準
に
つ
い
て
ま
だ
全
然
や
っ
て
い
な
い
。
今
ま
で
ア
メ
リ
カ
が

長
年
日
本
に
要
求
し
て
来
た
こ
と
を
全
部
や
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
明
文
化
し
て
約
束
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
我
々
は

言
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
「
条
文
に
出
て
来
な
い
か
ら
大

丈
夫
だ
」
と
い
う
議
論
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
。
例
え
ば
、「
国
民
健
康
保
険

や
食
料
の
安
全
基
準
が
、
条
文
の
交
渉
で
は
出
て
来
な
い
」
と
ア
メ
リ
カ

が
言
っ
て
い
る
か
ら
、「
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
、
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ
て
い

る
推
進
派
の
皆
さ
ん
は
お
か
し
い
。「
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
て
、
こ

れ
ま
で
日
本
が
言
う
事
を
聞
か
な
か
っ
た
部
分
を
加
速
し
て
全
部
や
ら
せ
、

と
ど
め
を
刺
す
た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
す
る
の
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
取

引
条
件
と
し
て
必
ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
セ
ッ
ト
で
や
ら
せ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
」

と
言
っ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

ま
さ
に
、
こ
の
並
行
交
渉
で
「
何
で
も
や
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
文
化
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
項
目
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
項
目
の
最
後
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。「
こ
こ
に
出
て
い

な
い
項
目
も
、
ア
メ
リ
カ
が
や
り
た
い
と
言
え
ば
全
て
交
渉
す
る
事
項
に

入
る
」。
だ
か
ら
も
う
何
で
も
か
ん
で
も
そ
の
中
で
や
ら
さ
れ
る
、
ま
さ

に
身
ぐ
る
み
剥
が
さ
れ
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
は
明
文
化
し
て
約

束
さ
せ
ら
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
が
妥
結
す
る
頃
に
は
、
全
て
身
ぐ
る
み

剥
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
約
束
し
た
の
に
、
日
本
の
聖
域
に
つ
い
て
は

何
一
つ
約
束
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

逆
に
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
の
関
税
に
つ
い
て
は

「
下
げ
て
や
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
長
く
、
長
く
そ
の

猶
予
期
間
を
取
る
の
だ
と
い
う
事
を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
。
あ
る
テ
レ
ビ
番

組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
時
に
、
彼
は
「
日

本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
攻
め
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
や
ら
さ
れ
る
。
で
も
日
本

も
ア
メ
リ
カ
に
要
求
し
て
い
ろ
い
ろ
取
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
デ
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メ
リ
ッ
ト
と
メ
リ
ッ
ト
両
方
を
並
べ
て
視
聴
者
に
示
し
た
い
。
フ
リ
ッ
プ

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
メ
リ
ッ
ト
の
部
分
を
挙
げ
よ
う
と
思
っ

た
ら
何
も
出
て
来
な
い
。
せ
め
て
自
動
車
の
関
税
が
下
が
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
か
と
思
っ
た
ら
、
こ
れ
も
や
っ
て
く
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

じ
ゃ
あ
日
本
は
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」「
そ
ん
な
こ
と
は

二
年
も
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
、
何
で
今
頃
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

ん
だ
」。
早
く
放
送
し
た
方
が
良
い
よ
と
言
う
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
隠
さ
れ
て
き
た
裏
交
渉
が
「
公
然
の
秘
密
」
に

「
公
然
の
秘
密
」
に
な
り
ま
し
た
裏
交
渉
、
政
府
は
、
や
っ
て
い
る
と

絶
対
に
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
年
半
前
に
ハ
ワ
イ
で
野
田
総
理
が
表
明

し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
は
最
初
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
何
と
言
っ
て
き
た
で

し
ょ
う
か
。
日
本
の
ゼ
ロ
関
税
の
自
動
車
市
場
だ
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

の
車
が
売
れ
な
い
の
が
け
し
か
ら
ん
か
ら
、
最
低
輸
入
台
数
を
決
め
て
そ

こ
ま
で
輸
入
し
た
ら
許
し
て
や
る
。
ア
メ
リ
カ
の
車
は
性
能
が
悪
く
て
す

ぐ
に
壊
れ
る
か
ら
皆
買
わ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
「
無
理
や
り
台
数

を
決
め
て
輸
入
し
ろ
」
と
、
こ
ん
な
も
の
自
由
貿
易
で
も
何
で
も
な
い
で

す
。
こ
ん
な
こ
と
で
国
民
的
議
論
を
し
た
ら
日
本
国
民
は
怒
っ
ち
ゃ
っ
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
の
で
、
Ｋ
省
の
幹
部
が
、「
そ
ん
な
こ

と
は
国
民
に
は
言
え
な
い
。
だ
か
ら
私
が
内
緒
で
ア
メ
リ
カ
に
飛
ん
で
、

二
〇
万
台
は
無
理
だ
け
ど
一
〇
万
台
ま
で
な
ら
後
で
な
ん
と
か
す
る
か
ら
、

こ
れ
で
許
し
て
く
れ
。
こ
れ
以
上
騒
い
だ
ら
国
民
が
怒
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
上

手
く
い
か
な
く
な
る
よ
、
そ
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
も
困
る
で
し
ょ
う
」
と
い

う
裏
交
渉
を
や
っ
て
来
た
。
そ
う
い
う
方
々
が
自
分
の
懸
案
事
項
に
つ
い

て
、
各
省
庁
で
必
死
に
「
頭
金
は
こ
れ
で
許
し
て
く
れ
」
と
い
う
交
渉
を

や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
野
田
総
理
が
一
回
「
入
り
た
い
」
と

言
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
あ
と
は
ア
メ
リ
カ
が
「
い
い
よ
」
と
言
え
ば
終
り

な
わ
け
で
す
。
日
本
の
参
加
の
既
成
事
実
化
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
一

部
の
役
所
の
方
々
が
必
死
に
裏
交
渉
を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
国
を
売

り
と
ば
す
準
備
を
着
々
と
進
め
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
側
の
ニ
ュ
ー
ス
で
時
々
「
何
か
や
っ
て
い
る
」

と
漏
れ
て
き
ま
す
。
国
会
議
員
の
先
生
方
も
怒
っ
て
、
議
員
会
館
に
五
〇

人
位
集
ま
っ
て
「
説
明
し
ろ
」
と
い
う
会
を
や
り
ま
し
た
。
政
府
か
ら
内

閣
府
、
Ｇ
省
、
Ｋ
省
を
中
心
に
一
〇
人
出
て
き
た
け
れ
ど
も
、
紙
一
枚
す

ら
持
っ
て
こ
な
い
。
そ
し
て
、「
説
明
出
来
る
こ
と
は
一
つ
も
な
い
」、
こ

の
一
点
ば
り
で
す
ね
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る
会
」
で
が
ん
ば
っ
て

お
ら
れ
る
山
田
正
彦
先
生
が
、「
我
々
に
は
国
政
調
査
権
が
あ
る
ん
だ
、

何
故
言
わ
な
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
も
、「
説
明
出
来
る
こ
と
は
一
つ
も
な

い
」
の
一
点
ば
り
で
、
一
時
間
そ
の
押
し
問
答
。
一
つ
も
出
さ
な
い
。
こ

れ
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
は
一
部
始
終
撮
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
上
波
で
そ
れ

を
放
送
し
た
と
こ
ろ
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
放
送
し
た

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
お
か
し
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
が
バ
レ
て
し
ま
い
ま
す
か
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ら
。
大
手
マ
ス
コ
ミ
は
グ
ル
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
を
出
す
わ
け
が
な

い
。
こ
の
様
な
押
し
問
答
の
会
議
を
、
な
ん
と
四
四
回
も
や
り
ま
し
た
。

全
然
説
明
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
国
民
生
活
を
根
底
か
ら
脅
か
す
よ
う
な

こ
れ
だ
け
の
内
容
の
協
定
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
秘

密
交
渉
に
つ
い
て
も
、
国
民
に
も
そ
の
民
意
を
代
表
し
て
い
る
は
ず
の
政

治
家
に
も
一
切
説
明
し
な
い
で
、
裏
で
国
を
売
り
と
ば
す
準
備
を
着
々
と

や
っ
て
き
た
人
た
ち
が
い
る
。「
我
々
は
あ
な
た
方
に
そ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
い
と
許
し
た
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
進
ん
で
き
た
。
去
年
一
年
間
に
国
際
会
議

で
、
何
回
か
「
日
本
が
決
意
表
明
し
、
参
加
承
認
の
儀
式
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
全
部
流
れ
た
。
最
後
は
十
一
月
の
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
野
田
総
理
が
も
う
辞
め
る
直
前
で
し
た
が
、
あ

の
時
に
は
Ｋ
省
、
Ｇ
省
が
野
田
総
理
を
取
り
囲
ん
で
、「
あ
ん
た
も
こ
れ

で
終
り
な
ん
だ
か
ら
、
イ
タ
チ
の
最
後
っ
屁
で
最
後
に
歴
史
に
名
を
残
す

凄
い
事
を
言
っ
て
終
り
に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
迫
り
ま
し
た
が
、
表
明
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
野
田
総
理
が
「
嫌
だ
」
と
言
っ
た
か
ら
で
は
な

か
っ
た
。「
自
動
車
の
頭
金
は
、
こ
の
く
ら
い
で
妥
協
し
て
く
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
い
、
大
統
領
選
挙
も
終
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
確
認
し
て

み
た
ら
、「
ま
だ
足
り
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。「
こ
れ
は
い
か
ん
。
今
日

本
が
表
明
し
て
も
承
認
の
儀
式
に
な
ら
な
い
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
延
ば

せ
」
と
。
も
う
ち
ょ
っ
と
詰
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
必
死
で
入
場
料

の
水
準
を
詰
め
て
き
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
政
権
が
変
わ
り
、
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今
度
は
安
倍
総
理
に
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
煮
詰
ま
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。「
そ
ろ
そ
ろ
行
け
る
、
こ
こ
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
状
態

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
て
を
操
っ
て
国
を
売
り
と
ば
す
準
備
を

し
て
き
た
、
何
人
か
の
悪
い
奴
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
具
体

的
に
言
う
と
、
今
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
チ
ー
ム
の
Ｎ
省
以
外
の
人
々
の
名
前
を

見
れ
ば
、
だ
い
た
い
こ
れ
ま
で
暗
躍
し
て
来
た
人
の
名
前
は
分
か
る
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
で
進
ん
で
き
た
と
い
う
の
が
実

態
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で
き
て
も
、
本
当
に
政
治
家

が
最
後
に
覚
悟
を
も
っ
て
「
そ
れ
は
許
さ
ん
」
と
言
え
ば
済
む
わ
け
で
す

が
、
実
際
に
は
誰
も
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ

が
ま
た
大
変
不
思
議
な
話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
今
言
わ
れ
て
い
る
の
は
「
こ
れ
か
ら
が
交
渉
だ
」「
交
渉
で
が

ん
ば
れ
ば
良
い
ん
だ
」
と
ま
だ
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
も
の
は
何

も
交
渉
力
が
な
い
と
言
う
か
、
権
利
も
時
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
は
後
か
ら
入
る
後
発
国
で
す
か
ら
、
カ
ナ
ダ
が
認
め
さ
せ
ら
れ
た
よ

う
に
屈
辱
的
な
参
加
条
件
を
呑
ん
で
い
る
。
既
に
決
ま
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内

容
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
変
え
る
事
は
出
来
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
決
ま
る

内
容
に
つ
い
て
も
、
先
に
入
っ
て
い
る
九
ヵ
国
が
全
部
Ｏ
Ｋ
す
れ
ば
、
カ

ナ
ダ
が
「
嫌
だ
」
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。「
同
じ
こ
と
を

日
本
も
飲
ん
だ
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、「
い
や
そ
ん
な
も
の
は
飲
ん
で
い

な
い
」
と
日
本
は
言
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
嘘
だ
っ
た
。
三
月
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
会
合
で
、
ア
メ
リ
カ
の
交
渉
官
が
他
の
国

に
バ
ラ
し
ち
ゃ
っ
た
。「
日
本
は
同
じ
条
件
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
、
日
本

が
騒
い
だ
っ
て
日
本
の
言
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
権
利
は
も
う
な
い
ん

だ
」、
し
か
も
「
実
質
的
に
日
本
が
参
加
で
き
る
の
は
九
月
か
ら
だ
」。
今

は
「
七
月
に
一
日
で
も
二
日
で
も
形
だ
け
で
も
交
渉
し
た
こ
と
に
」
と

言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
が
最
初
か
ら
言
っ
て
い
た
の
は

「
日
本
は
実
質
的
に
、
九
月
に
や
っ
と
参
加
で
き
る
ん
だ
」「
年
内
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
決
着
を
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
日

本
が
騒
い
だ
っ
て
、
で
き
た
も
の
に
署
名
す
る
だ
け
だ
か
ら
心
配
す
る

な
」
と
、
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
三
月
十
二
日
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
四
千
人

集
会
を
や
っ
た
と
き
に
、
こ
う
い
う
こ
と
を
既
に
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
私
が
「
こ
れ
は
国
民
に
対
す
る
詐
欺
だ
。
こ
ん
な
こ
と
ま
で
し
て
政

治
家
と
し
て
生
き
長
ら
え
て
も
、
そ
ん
な
人
生
楽
し
い
の
か
。
人
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
」、
と
言
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
自
民
党
の
幹

部
の
方
は
、
そ
の
後
の
発
言
で
ち
ゃ
ん
と
答
え
ま
し
た
。「
聖
域
は
守
る
、

国
益
は
守
る
、
皆
さ
ん
と
の
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
か
、
私
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
信
じ
て
く
れ
」
と
、
こ
こ
ま
で

言
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
三
月
三
一
日
の
日
曜
討
論
で
は
、
あ
る
大
臣

が
私
の
質
問
に
答
え
て
、「
国
益
が
守
れ
な
い
な
ら
ば
、
途
中
で
席
を

立
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
最
終
的
に
署
名
し
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
、
こ

こ
ま
で
言
い
ま
し
た
。
こ
の
発
言
は
非
常
に
重
い
は
ず
で
す
が
、
本
当
に

こ
う
い
う
事
を
や
る
と
思
い
ま
す
か
。
や
る
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た

－ 17 －－ 17 －

特集



嘘
を
つ
く
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
ま
で
嘘
を
つ
い
て
も
こ
れ

ぐ
ら
い
の
抵
抗
で
収
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
二
重
三
重
の
上
塗
り
の
嘘

を
つ
い
て
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
。「
七
月
の
参
議
院
選
挙
ま
で
何
と
か

な
る
」
と
強
い
事
を
言
っ
て
お
い
て
、
後
は
ま
た
「
何
の
事
で
し
た
か
ね
、

と
言
え
ば
い
い
ん
だ
」
と
い
う
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
我
々
は
、
こ
こ
ま
で
の
事
を
さ

れ
て
、
二
重
三
重
の
嘘
を
こ
れ
以
上
つ
か
れ
て
、
こ
の
ま
ま
こ
の
よ
う
な

政
治
を
許
す
の
か
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
そ
の
ま
ま
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ぜ
ひ
北
海
道
の
力

で
こ
の
流
れ
を
止
め
て
い
た
だ
く
よ
う
な
形
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質

さ
て
、
釈
迦
に
説
法
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
先
ほ
ど
も

申
し
上
げ
た
通
り
二
〇
〇
六
年
の
Ｐ
４
協
定
を
、
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業

が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
企
業
利
益
の
邪
魔
に
な
る
ル
ー

ル
や
仕
組
み
は
全
部
止
め
ろ
、
あ
る
い
は
都
合
の
良
い
も
の
に
変
え
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
す
る
も
の
だ
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
教
授
が
、「
一
％
の
一
％
に
よ
る

一
％
の
た
め
の
協
定
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
一
％
の
人

口
し
か
占
め
な
い
の
に
資
金
の
四
〇
％
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
し
て
い
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
条
文
を
見
て
議
論

で
き
る
の
は
、
六
〇
〇
社
の
企
業
顧
問
だ
と
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
と
繋
が

り
が
な
い
と
、
国
会
議
員
で
も
条
文
す
ら
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
テ
ィ
グ

リ
ッ
ツ
教
授
は
最
近
来
日
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
米
両
国
国
民
は
全
然
利
益

に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
儲
か
る
ん
で
す
」
と
、
記

者
会
見
で
は
っ
き
り
言
い
ま
し
た
。
私
が
言
っ
て
も
信
用
さ
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
非
常

に
重
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
で
、「
関
税
撤
廃
に
例
外
な
し
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
「
例
外
・
除
外
の
定
義
を
勝
手

に
変
え
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
に
つ
い
て
は
一
〇
年
の
猶
予
期

間
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
・
緊
急
輸
入
制
限
が
つ
い
た
。「
勝
っ
た
ぞ
。
こ
れ

で
聖
域
が
守
ら
れ
た
」
と
誤
魔
化
そ
う
と
し
ま
す
。
そ
ん
な
事
は
例
外

じ
ゃ
な
い
と
い
う
事
を
我
々
は
百
も
承
知
で
は
な
い
で
す
か
。
例
え
ば
、

米
で
い
え
ば
北
海
道
で
も
一
俵
作
る
の
に
一
万
四
千
円
く
ら
い
か
か
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
二
千
円
で
で
き
る
と
。「
北
海
道
が
一
〇
年
間
が

ん
ば
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
か
ら
二
千
円
で
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
て
、
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
こ
こ
ま
で
強
く

な
っ
た
北
海
道
で
も
、
一
〇
年
後
に
二
千
円
で
米
を
作
れ
ま
す
か
。
酪
農

だ
っ
て
そ
う
で
す
ね
。
北
海
道
の
酪
農
は
が
ん
ば
っ
て
お
り
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
凌
ぐ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
一
�
の
牛
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乳
を
作
る
の
に
七
〇
円
く
ら
い
か
か
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
一
五
円
か
ら
二
〇
円
で
で
き
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
七

年
後
、
一
〇
年
後
に
関
税
ゼ
ロ
で
戦
う
事
が
ど
れ
だ
け
現
実
的
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
猶
予
期
間
を
も
っ
て
例
外
だ
と
言

う
議
論
を
出
し
て
く
る
こ
と
に
誤
魔
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け

な
い
。

ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
に
関
し
て
も
う
一
つ
言
っ
て
い
る
事
は
、「
ア
メ
リ

カ
も
自
動
車
の
関
税
に
つ
い
て
猶
予
期
間
を
認
め
て
も
ら
っ
た
」、
だ
け

ど
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で
猶
予
期
間
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、「
ア
メ
リ
カ
が

自
動
車
に
つ
い
て
関
税
は
撤
廃
す
る
と
言
っ
た
。
だ
か
ら
日
本
も
い
つ
か

は
農
産
物
を
全
て
撤
廃
す
る
ん
だ
。
一
〇
年
後
に
は
撤
廃
す
る
ん
だ
」
と
。

こ
れ
が
取
引
条
件
と
い
う
か
、
当
た
り
前
で
し
ょ
う
と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

■
国
民
生
活
を
守
る
制
度
・
仕
組
み
は
参
入
障
壁

国
民
生
活
を
守
る
制
度
・
仕
組
み
が
全
部
ガ
タ
ガ
タ
に
さ
れ
る
。
市
場

に
任
せ
て
殴
り
合
い
の
け
ん
か
を
し
た
だ
け
で
は
人
々
が
苦
し
む
か
ら
、

日
本
は
長
い
歴
史
の
中
で
助
け
合
い
支
え
合
う
た
め
に
仕
組
み
を
作
っ
て

き
た
。
ま
さ
に
そ
れ
が
政
策
で
す
が
、
そ
れ
は
一
％
の
人
々
の
利
益
を
拡

大
す
る
た
め
に
は
邪
魔
で
あ
る
。
助
け
合
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
だ
か

ら
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
競
争
条
件
の
平
準
化
の
基
に
全
部
止
め
る
。
非

常
に
判
り
や
す
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
保
険
会
社
か
ら
見
れ
ば
、

「
日
本
の
国
民
健
康
保
険
は
邪
魔
」
に
決
ま
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
こ
う

い
う
も
の
は
止
め
ろ
。「
先
端
医
療
保
険
市
場
の
拡
大
に
は
混
合
診
療
を

解
禁
し
な
け
れ
ば
ダ
メ
」。
相
互
扶
助
だ
と
言
っ
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
や
ナ
ン

ト
カ
共
済
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
る
け
ど
も
、
あ
れ
は
競
争
条
件
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
。
組
織
で
持
っ
て
い
て
、
税
制
上
も
優
遇
措
置
が
あ
る
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
の
保
険
会
社
に
は
不
利
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
も
の

は
組
織
か
ら
切
り
離
し
て
優
遇
税
制
を
止
め
ろ
。
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

製
薬
会
社
の
利
益
拡
大
に
は
、「
薬
の
値
段
を
低
く
抑
え
る
委
員
会
が
け

し
か
ら
ん
」、「
こ
れ
を
止
め
て
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
自
由
に
薬
の
値
段
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ろ
」。
そ
れ
か
ら
「
薬
の
特
許
が
切
れ
て
、
安
く

癌
や
エ
イ
ズ
の
治
療
が
で
き
る
の
が
け
し
か
ら
ん
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
こ
れ
を
強

化
す
る
」。
無
茶
苦
茶
で
す
よ
ね
。
自
動
車
に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
の
区

分
が
悪
い
。「
こ
れ
で
税
金
が
安
く
な
っ
て
い
る
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
車
が

売
れ
な
い
。
こ
ん
な
も
の
止
め
ろ
」。
こ
の
部
分
は
ま
だ
頭
金
で
は
払
え

と
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
ず
二
国
間
の
並
行
交
渉
で
や
ら
さ
れ
る
に

決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
、
学
校
給
食
に
地
元
の
食
材
を
使
う
よ
う
に
奨
励
を
し

た
ら
、
こ
れ
も
「
参
入
障
壁
だ
。
止
め
ろ
、
差
別
す
る
な
」「
日
本
の
食

品
の
安
全
基
準
が
高
い
の
が
邪
魔
だ
」
こ
と
ご
と
く
こ
う
い
う
事
で
全
て

日
本
の
ル
ー
ル
を
止
め
さ
せ
る
か
都
合
が
良
い
よ
う
に
変
え
て
や
る
、
そ

れ
で
も
止
め
な
か
っ
た
ら
国
際
裁
判
所
に
訴
え
て
損
害
賠
償
さ
せ
て
潰
す
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と
い
う
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
の
「
切
り
札
」
で
す
。「
こ
れ
で
も
や
る
の
か
」
と
、

脅
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
で
す
。

■
国
家
主
権
の
侵
害

さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
医
療
の
問
題
も
深
刻
で
し
て
、
食
料

と
医
療
は
ま
さ
に
人
の
命
に
直
結
す
る
一
番
の
公
共
財
で
す
か
ら
、
こ
れ

が
崩
れ
る
と
い
う
事
は
大
変
深
刻
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
「
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
問
題
に
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」
な
ん
て
嘘
を

つ
き
ま
し
た
。
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
で
ア
フ
ラ
ッ
ク
が
提
訴
を
す
れ
ば
潰
さ

れ
ま
す
。
北
米
自
由
貿
易
協
定
で
は
、
メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
は
こ
の
Ｉ
Ｓ

Ｄ
条
項
を
使
わ
れ
て
、
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
命
を
守
る
安
全
基

準
や
環
境
基
準
ま
で
潰
さ
れ
た
。
企
業
の
自
由
な
活
動
を
邪
魔
す
る
物
と

し
て
、
こ
ん
な
も
の
ま
で
何
で
潰
さ
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

国
際
裁
判
所
と
言
う
の
が
実
は
ア
メ
リ
カ
の
傘
下
に
あ
り
ま
し
て
、
ア
メ

リ
カ
に
有
利
な
判
決
ば
か
り
出
る
。
Ｋ
省
と
Ｇ
省
が
出
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
北
米
自
由
貿
易
協
定
で
、
ど
こ
の
企
業
が
勝

訴
し
た
か
を
見
て
み
る
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
の
裁
判
で
勝
っ
た
の
は
ア
メ
リ

カ
の
企
業
だ
け
で
す
ね
。
和
解
で
実
質
的
に
勝
っ
た
の
も
ア
メ
リ
カ
の
企

業
だ
け
、
他
は
全
部
負
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
薬
の
値
段
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ

は
言
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
は
影
響
を
受
け
な
い
と
言

う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
日
本
で
薬
の
値
段
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
た
ら
、

国
民
健
康
保
険
の
財
源
が
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
崩
さ
れ
る
。
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
医
療
が
日
本
の
医
療
に
な
る
。
皆
さ
ん
「
シ
ッ

コ
」
と
い
う
映
画
を
見
ら
れ
ま
し
た
か
。
大
変
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
指

を
二
本
切
り
落
し
た
人
が
病
院
に
駆
け
込
み
、
指
を
つ
け
て
く
れ
と
言
っ

た
ら
、「
あ
な
た
の
保
険
で
は
二
本
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
一
本
選
べ
」
と

言
わ
れ
、
彼
は
安
く
つ
け
て
も
ら
え
る
一
本
だ
け
つ
け
て
も
ら
い
、
も
う

一
本
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
。
で
も
、
一
本
つ
け
ら
れ
た
彼
は
ま
だ
い
い
方

で
、
普
通
は
保
険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
瀕
死
の
血
ま
み
れ
の
状
態
で
病

院
に
担
ぎ
込
ま
れ
て
も
病
院
は
本
当
に
放
り
出
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
ま

ず
救
急
車
が
乗
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
保
険
に
入
っ
て
い
て
も
、
契
約
関
係

が
厳
し
い
か
ら
、
契
約
の
病
院
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
手
遅
れ
に
な
っ
た

と
、
こ
ん
な
映
像
ば
か
り
出
て
来
ま
す
ね
。
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
国
民
健
康
保
険
の
よ
う
な
も
の
が
衰
退
し
て
、
民
間

の
医
療
保
険
だ
け
に
な
っ
た
ら
料
金
が
吊
り
上
っ
ち
ゃ
っ
て
、
入
れ
な
い

人
が
三
億
人
弱
の
人
口
で
五
千
万
人
も
い
る
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
ア
メ
リ
カ
に
二
年
間
ほ
ど
住
ん
で
い
ま
し
た
の

で
、
住
ま
れ
て
い
た
方
は
経
験
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
当
時
「
歯
を

一
本
抜
い
た
ら
一
〇
〇
万
円
か
か
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
て
震
え
上
が
り
ま

し
た
。
私
は
二
年
間
毎
朝
ま
ず
歯
が
痛
く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
祈
り
を
し

て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
出
か
け
ら
れ
な
い
。
本
当
に
歯
が
痛
く
な
っ
た
人
は
、

飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本
に
帰
り
、
治
し
て
ま
た
飛
行
機
に
乗
っ
て
戻
る
。
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飛
行
機
代
を
払
っ
た
ほ
う
が
安
い
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
話
は
冗
談
じ
ゃ

な
い
で
す
ね
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
医
療
の
実
態
で
す
。
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
い
た

時
に
は
、
教
授
陣
と
食
事
会
を
や
る
と
話
題
は
ほ
と
ん
ど
医
療
で
し
た
。

二
言
目
に
出
る
の
は
医
療
の
話
題
で
、「
鈴
木
さ
ん
、
日
本
の
国
民
健
康

保
険
を
教
え
て
く
れ
。
こ
う
い
う
保
険
に
ア
メ
リ
カ
で
は
入
れ
な
い
か
ら

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」。
ア
メ
リ
カ
の
国
民
も
そ
う
言
っ
て
い
る

の
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
や
っ
た
ら
ア
メ
リ
カ
の
保
険
会
社
と
製
薬
会
社
の
儲
け

の
た
め
に
、
日
本
も
同
じ
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
で
も
ゾ
ッ
と
す
る
話
で
す
。

そ
れ
か
ら
学
校
給
食
に
地
元
の
食
材
も
駄
目
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

自
民
党
の
幹
部
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
で
学
校
給
食
に
国
産
の
食
材
を
義
務
付
け

る
な
ん
て
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
こ
れ
が
「
一
番
ア
ウ
ト
」
と
言
わ
れ
る
政
策

で
す
ね
。
要
す
る
に
学
校
給
食
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
。
全
て
そ
う
で
す
。

日
本
の
県
で
も
北
海
道
で
も
、
そ
れ
か
ら
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
そ
う
で
す

が
、
地
元
の
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
し
ま
す
け
ど
、

そ
れ
は
全
部
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
全
て
「
差
別
だ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
は
全
部
否
定
さ
れ
ま
す
。「
止
め
な

い
な
ら
ば
提
訴
す
る
ぞ
、
そ
れ
で
も
い
い
の
か
」
と
言
わ
れ
て
止
め
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

五
〇
州
の
州
政
府
が
、「
こ
ん
な
も
の
を
や
っ
た
ら
州
の
意
味
が
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、

反
対
の
書
簡
を
出
し
て
き
て
い
ま
す
か
ら
深
刻
で
す
ね
。
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

結
ん
だ
韓
国
で
こ
の
間
起
き
た
話
で
す
が
、
自
動
車
に
つ
い
て
低
炭
素
車

制
度
を
入
れ
よ
う
と
し
た
ら
、「
そ
れ
は
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
違
反
だ
。
や
る
な

ら
ば
提
訴
す
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
て
、
結
局
韓
国
は
引
込
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
う
や
っ
て
脅
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
何
も
で
き
な
い
よ
う
に
、
国

の
政
策
も
道
の
政
策
も
市
町
村
の
政
策
も
ど
ん
ど
ん
制
約
さ
れ
る
。
だ
か

ら
、
条
文
に
書
い
て
あ
る
か
ど
う
か
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
考
え

方
に
反
し
て
い
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
言
っ
て
く
る
。

そ
し
て
や
め
な
け
れ
ば
提
訴
す
る
と
脅
し
て
実
質
的
に
で
き
な
い
よ
う
に

し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
大
変
な
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
進
む
。

■
誰
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
？

そ
れ
か
ら
、「
誰
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
？
」
と
言
う
議
論
で
多
く
言
わ

れ
た
「
農
業
対
国
益
」
と
い
う
議
論
で
す
ね
。
こ
れ
も
、
意
図
さ
れ
た
農

業
攻
撃
。
農
業
を
悪
者
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
儲
か
る
人
が
、
こ
れ
ま
で

も
貿
易
自
由
化
の
問
題
に
な
る
と
必
ず
農
業
を
悪
者
に
し
よ
う
と
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
も
一
次
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
・
五
％
し
か
占
め
な
い
。
こ

ん
な
も
の
を
守
る
た
め
に
九
八
・
五
％
を
犠
牲
に
し
て
い
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
某
先
生
が
お
り
ま
し
た
。
本
当
に
け
し
か
ら
ん
話

で
し
た
が
、
こ
れ
を
言
う
な
ら
ば
、
一
％
の
巨
大
企
業
の
利
益
を
守
る
た
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め
に
九
九
％
の
国
民
を
犠
牲
に
す
る
の
か
と
い
う
の
が
ま
さ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。

一
次
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
直
接
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

だ
け
ど
皆
さ
ん
が
一
番
実
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
海
道
は
一
番
そ
う

で
す
よ
ね
。
ま
さ
に
そ
の
一
次
産
業
が
こ
こ
に
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
地
域

の
食
、
日
本
の
食
を
守
っ
て
、
そ
し
て
地
域
の
関
連
産
業
を
生
み
出
し
て
、

地
域
の
商
店
街
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
ど

れ
だ
け
の
シ
ェ
ア
を
金
額
換
算
し
た
ら
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
こ
れ
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
無
視
し
た
理
論
は
成
り
立
た
な
い
し
、

「
で
は
残
り
九
八
・
五
％
が
儲
か
る
の
か
」
と
何
度
も
問
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。「
誰
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
儲
か
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
輸
出
が
伸
び
る
か
と
言
っ
た
ら
伸
び
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
仮
に
伸

び
た
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
十
一
〜
十
二
％
。「
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
内
需
国

な
の
に
、
貿
易
立
国
だ
」
な
ん
て
言
う
ん
で
す
。
本
当
に
嘘
八
百
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
次
に
、「
最
も
雇
用
を
失
う
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て
皆
さ
ん
具
体
的
に
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
誰
も
言
っ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
間
、
某
Ｋ
省
が
「
も

う
一
度
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
を
計
算
し
直
す
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
三
月
一

五
日
に
内
閣
の
試
算
と
か
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
あ
わ
せ
て
計
算
し

直
し
た
そ
う
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
出
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

何
ん
と
い
う
か
と
思
っ
た
ら
、「
そ
れ
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
バ
ラ
色
の
未
来
が

あ
る
か
の
よ
う
に
言
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。
何
故
な
ら
ば
、「
原

発
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
失
敗
し
、
国
内
の
景
気
対
策
も
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
。
そ
の
責
任
を
我
々
に
問
わ
れ
た
ら
嫌
な
の
で
、
国
民
の
目
を
そ

ら
す
た
め
に
は
、
国
際
的
視
野
の
中
に
バ
ラ
色
の
未
来
が
あ
る
か
の
よ
う

に
見
せ
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
」
と
言
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
聞
い
た
良
識
あ
る
役
所
の
方
が
、
嘆
い
て
私
の
所
に
飛
ん
で

き
ま
し
た
。
国
の
将
来
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
間
が
「
国
の
一
〇

年
後
が
ど
う
な
っ
た
っ
て
も
知
ら
ん
。
自
分
の
目
先
の
方
針
と
責
任
転
嫁

が
で
き
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
何
と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
く

ら
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
は
誰
も
言
え
な
い
。
そ
れ
で
、
言
う
に
事
欠
い

て
出
て
き
た
の
が
例
の
「
ベ
ト
ナ
ム
い
じ
め
論
」。
こ
れ
か
ら
は
海
外
直

接
投
資
が
完
全
に
自
由
化
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ベ
ト
ナ

ム
の
人
に
働
い
て
も
ら
う
の
も
基
本
的
に
制
約
が
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
賃
金
の
高
い
日
本
の
方
に
働
い
て
も
ら
う
よ
り
も
、
ベ
ト
ナ
ム

の
方
に
働
い
て
も
ら
う
ほ
う
が
い
い
。
だ
か
ら
も
う
こ
れ
か
ら
は
、
企
業

は
皆
ベ
ト
ナ
ム
に
出
て
行
っ
て
操
業
す
れ
ば
よ
い
。
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
人
が
来
て
も
ら
え
ば
い
い
。
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
徹
底
す
る
の

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
一
番
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
日
本
国
民
の

仕
事
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
番
能
天

気
な
の
は
、
日
本
の
連
合
で
す
。
連
合
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
賛
成
」
な
ん
て
言
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
い
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
猛

反
対
し
て
い
ま
す
よ
。
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■
一
％
の
利
益
と
結
び
つ
く
政
治
家
、
官
僚
、

マ
ス
コ
ミ
、
研
究
者
の
暴
走

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
世
論
調
査
を
し
た
ら
、
半
年
く
ら
い
前
ま
で

は
六
九
％
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
前
、
山
田
正
彦
先
生
が
行
っ
た

時
に
は
国
民
の
七
八
％
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
、
も
う
止
め
て
く
れ
」

と
言
っ
て
い
る
。
何
故
か
と
い
う
と
、「
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
言
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
民
も
そ
う
思
っ
て
い
る
の
に
、
じ
ゃ
あ

何
で
ア
メ
リ
カ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
ど
ん
ど
ん
進
め
よ
う
と
す
る
の
か
。
そ

れ
は
要
す
る
に
、
一
％
の
人
達
だ
け
れ
ど
も
資
金
の
四
割
を
持
っ
て
い
る
。

大
統
領
も
こ
の
資
金
が
な
か
っ
た
ら
選
挙
で
戦
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら

役
所
も
そ
う
い
う
企
業
と
結
び
付
い
て
い
る
。
人
事
交
流
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
「
天
下
り
」
と
言
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
回
転
ド
ア
」

と
言
う
ん
で
す
。
種
子
の
モ
ン
サ
ン
ト
の
社
長
と
、
そ
れ
を
認
可
す
る
役

人
で
あ
る
食
品
医
薬
品
局
の
長
官
は
、
長
官
が
社
長
に
な
っ
た
り
社
長
が

長
官
に
な
っ
た
り
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
回
転
ド
ア
と

言
う
訳
で
す
。
東
電
の
事
故
の
前
、
私
が
某
Ｋ
省
の
バ
イ
オ
燃
料
の
審
議

会
の
座
長
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、
電
力
会
社
と
石
油
会
社
を
批
判
す
る

発
言
を
し
ま
し
た
ら
、
Ｋ
省
の
課
長
レ
ベ
ル
の
方
が
震
え
上
が
っ
た
ん
で

す
。「
座
長
が
あ
ん
な
こ
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
許
し
て
下
さ
い
」
と
、

ペ
コ
ペ
コ
謝
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
態
で
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
関

係
が
ど
う
し
て
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
マ
ス
コ
ミ
も
わ
か
り
や
す
い
で
す
ね
。
大
手
マ
ス
コ
ミ
は
、

テ
レ
ビ
を
見
る
人
や
新
聞
を
読
む
人
が
減
っ
て
き
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
力
は

絶
大
で
す
か
ら
、
大
手
ス
ポ
ン
サ
ー
の
意
に
沿
わ
な
い
事
は
絶
対
に
言
え

な
い
。
だ
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
陣
と
し
て
も
正
義
も
良
心
も
へ
っ
た
く
れ
も

あ
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
研

究
者
も
結
構
危
な
い
で
す
よ
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
モ
ン
サ
ン
ト
さ

ん
か
ら
の
研
究
資
金
が
な
い
と
生
き
て
行
け
な
い
研
究
者
も
お
り
ま
す
。

自
然
科
学
の
研
究
成
果
だ
か
ら
、
正
確
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
都
合
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
出
し
て
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
言
っ

て
い
る
方
も
い
る
わ
け
で
す
。
私
が
驚
い
た
こ
と
に
、
二
〇
年
く
ら
い
前

に
酪
農
の
ｒ
ｂ
Ｓ
Ｔ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
の
牛
成
長
ホ
ル
モ
ン
）
を
ア
メ

リ
カ
に
調
べ
に
行
き
、
そ
れ
を
開
発
し
た
モ
ン
サ
ン
ト
社
と
食
品
薬
品
局
、

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
農
務
省
と
、
開
発
者
で
あ
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
バ
ー
マ
ン
教
授

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
、
全
員
ま
っ
た
く
同
じ
テ
ー
プ
を
聞
い
て
い
る

よ
う
に
「
こ
れ
こ
れ
こ
れ
だ
か
ら
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
、
同
じ
こ
と
を

言
う
ん
で
す
よ
。
も
う
ほ
と
ん
ど
ナ
ン
ト
カ
村
と
一
緒
の
よ
う
に
思
え
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
研
究
者
の
一
部
の
方
も
結
び

つ
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ご
く
一
％
の
利
益
だ
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
一
部
の
政
治
、
一
部
の
官
僚
、
一
部
の
マ
ス
コ

ミ
、
一
部
の
研
究
者
が
「
国
民
の
九
九
％
が
ど
う
な
っ
た
っ
て
知
る
か
。

騙
し
て
や
っ
て
し
ま
え
」
と
言
っ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
こ
れ

は
日
本
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
求
を
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受
け
て
、
小
泉
さ
ん
の
改
革
の
時
か
ら
、
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
立
場
に

あ
る
方
々
が
「
規
制
緩
和
、
規
制
緩
和
。
規
制
緩
和
す
れ
ば
上
手
く
行

く
」
と
言
っ
て
、
さ
ん
ざ
ん
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
何
が
起
こ
っ
た
か
。

大
店
法
を
撤
廃
し
て
、
イ
オ
ン
は
儲
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
各
駅
前
の
商
店

街
は
随
分
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
派
遣
労
働
の
緩
和
で
、

今
度
は
首
切
り
も
自
由
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
人
に

働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
日
本
の
人
の
首
を
切
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん

で
す
。
そ
う
や
っ
て
若
者
の
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う

い
う
こ
と
を
既
に
や
っ
て
、
三
年
半
前
に
「
Ｎ
ｏ
」
を
突
き
付
け
ら
れ
て

新
し
い
民
主
党
政
権
が
出
来
た
は
ず
な
の
に
、
政
権
に
戻
っ
た
と
思
っ
た

ら
「
日
本
を
取
り
戻
す
」
と
言
っ
て
、
昔
出
て
い
た
Ｔ
さ
ん
や
Ｏ
さ
ん
が

ま
た
出
て
来
ち
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
だ
と
か
産
業
競

争
力
会
議
み
た
い
な
の
を
復
活
さ
せ
て
、
い
い
意
味
で
は
も
う
す
ぐ
わ
か

り
ま
す
よ
ね
。
巨
大
企
業
の
社
長
さ
ん
と
、
そ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
経
済
学
者
し
か
入
っ
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
。
ま
さ
に
日
本
も
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
の
利
益
を
さ
ら
に
増
や
す
。
円
安
誘
導
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
だ
っ

て
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僅
か
な
人
の
儲
け
を
さ
ら
に
儲
け
さ
せ
て
、

他
の
人
な
ん
か
ど
う
だ
っ
て
い
い
。
そ
の
た
め
の
政
治
を
こ
れ
以
上
強
化

し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の
極
め
つ
け
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
わ
け
で
す
か
ら
、

酷
い
話
で
す
。
私
は
Ｔ
さ
ん
や
Ｏ
さ
ん
と
も
テ
レ
ビ
で
時
々
会
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
と
に
か
く
「
政
策
な
ん
か
一
つ
も
い

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
政
策
を
研
究
し
て
い
る
政
策
学
者
が

政
策
を
い
ら
な
い
と
言
っ
た
ら
、
あ
ん
た
も
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
う
い
う
馬
鹿
な
こ
と
を
言
う
な
。
こ
う
い
う
極
論
を
排
除
し

な
い
と
現
実
の
議
論
は
で
き
な
い
。

■
失
う
も
の
が
最
大
で
得
る
も
の
が

最
小
の
史
上
最
悪
の
選
択
肢

そ
れ
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
を
も
っ
と
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
こ
れ
だ

け
社
会
を
ガ
タ
ガ
タ
に
す
れ
ば
失
う
も
の
は
過
去
最
大
、
だ
け
ど
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
得
ら
れ
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
は
内
閣
府
の
計
算
で
も
非
常
に
少
な
い
。

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
〇
・
五
％
、
二
兆
七
千
億
円
し
か
増
え
な
い
と
。
日
中

二
ヵ
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
少
な
い
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
ヵ
国
プ
ラ
ス
日
中
韓

な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
倍
く
ら
い
の
利
益
が
あ
る
。
三
月
一
五
日
の
新
計
算
で

は
〇
・
六
六
％
、
三
・
二
兆
円
だ
と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
や
っ
と
日

中
二
国
と
同
じ
で
す
よ
。
日
本
が
入
っ
て
一
二
ヵ
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
、
日
中

二
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
同
じ
利
益
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
自
由
貿
易
の
方
が
、
日
本
に
と
っ
て
い
か
に
利
益
が
あ
る
か
っ

て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
考
え
て
み
た
ら
当
り
前
の
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
冷

静
に
考
え
て
、
失
う
も
の
が
過
去
最
大
で
、
得
ら
れ
る
利
益
が
ど
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
と
較
べ
て
も
一
番
少
な
い
、
こ
れ
は
選
ん
で
は
い
け
な
い
。
何
で
も
っ

と
日
本
に
と
っ
て
利
益
の
あ
る
ア
ジ
ア
中
心
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
、
本
当
の
意
味

で
の
ア
ジ
ア
中
心
で
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
進
め
な
い
の
か
。
こ
れ
は
農
業
だ
か
ら
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反
対
、
医
療
だ
か
ら
反
対
、
製
造
業
だ
か
ら
賛
成
と
言
う
レ
ベ
ル
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
二
・
七
兆
円
と
か
三

・
二
兆
円
と
か
言
い
ま
す
け
ど
も
、
我
々
が
こ
の
間
も
計
算
し
直
し
た
ら
、

本
当
は
二
千
七
百
億
円
で
し
た
。
一
〇
分
の
一
で
す
よ
。
本
当
に
関
税
撤

廃
で
得
ら
れ
る
直
接
利
益
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
少
な
い
わ
け
で
す
。

一
年
で
二
千
七
百
億
円
で
し
か
な
い
と
。
じ
ゃ
あ
何
故
三
兆
二
千
億
円
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
競
争
が
促
進
さ
れ
る
、
つ
ま
り

輸
入
が
入
っ
て
き
て
価
格
が
下
が
る
。
価
格
が
三
割
下
が
っ
た
ら
、
生
産

性
が
三
割
上
が
り
、
生
産
コ
ス
ト
が
三
割
下
が
る
」
と
、
こ
う
い
う
仮
定

を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
価
格
が
半
分
に
な
っ
た
ら
生
産
コ
ス
ト
も
半
分

に
な
る
、
が
ん
ば
れ
ば
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
を
勝
手
に
置
い
て
、
そ
れ

で
利
益
が
二
兆
円
出
る
と
い
う
計
算
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
か
な

り
恣
意
的
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
く
ら
で
も
数
字

は
増
や
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
数
字
が
合
わ
な
い
時
は
簡
単

で
す
。
ち
ょ
っ
と
鉛
筆
舐
め
れ
ば
良
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。
モ
デ
ル
の

場
合
は
そ
う
や
っ
て
仮
定
を
変
え
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の

分
野
を
専
門
に
し
て
い
る
私
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
か
ら
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
数
字
は
狭
い
意
味
で
の
ゼ
ニ
金
だ
け
だ

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
多
面
的
機
能
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
な
い
。
北
海
道
に

農
業
が
あ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
多
面
的
な
機
能
を
生
み
出
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

北
海
道
の
水
田
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
田
ん
ぼ
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で
考
え
て
言
う
な
ら
ば
、
田
ん
ぼ
が
崩
壊
す
れ
ば
洪
水
が
頻
発
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
ダ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
全
国
の
田
ん

ぼ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
崩
壊
し
た
ら
、
ダ
ム
を
作
る
の
に
三
兆
七
千
億
円
か
か
る

と
Ｎ
省
が
最
初
に
計
算
し
ま
し
た
。
そ
の
分
の
コ
ス
ト
を
引
い
た
ら
利
益

な
ん
か
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
だ
け
取
っ
て
見
て
も
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
か
ら
、
国
民
無
視
の
ポ
チ
外
交
が
ど
こ
ま
で
暴
走
を
続
け
る
の
か
。

政
権
が
変
っ
て
も
酷
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ポ
チ
外
交
な
ん
て
い
う
の
は

犬
に
も
失
礼
な
く
ら
い
で
す
が
、
北
海
道
は
勿
論
、
道
を
挙
げ
て
反
対
さ

れ
て
い
る
し
、
全
国
都
道
府
県
知
事
で
賛
成
と
言
っ
て
い
る
の
は
六
人
し

か
い
な
い
。
都
道
府
県
議
会
で
九
割
以
上
が
何
回
も
何
回
も
反
対
の
決
議

を
し
て
き
た
。
こ
ん
な
中
で
、
情
報
は
出
さ
ず
に
勝
手
に
や
っ
て
し
ま
え

と
い
う
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
主
主
義
国
家
と
は
言
え

な
い
。
た
だ
情
報
操
作
の
中
で
一
つ
だ
け
出
し
て
い
い
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
で
す
ね
。
農
業
関
係
の
皆
さ
ん
が
一
番
懸
念
を
表
明
し
た
か
ら
、

こ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
「
農
業
が
悪
い
ん
だ
っ
た
ら
農
業
を
改
革
す
る
か

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
れ
」
と
い
う
議
論
を
盛
り
上
げ
て
、
他
の
問
題
を
隠
す
。

私
が
結
構
テ
レ
ビ
に
も
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
も
上
手
く
使
わ

れ
て
い
た
側
面
も
あ
る
わ
け
で
す
。
私
は
食
料
・
農
業
の
話
題
が
中
心
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
の
に
時
間
を
と
っ
て
、
他
の
問
題
を
隠
せ
る
と
い
う
わ

け
で
す
ね
。

■
こ
れ
ま
で
の
経
緯－

国
民
無
視
の

「
ポ
チ
外
交
」
の
暴
走
を
許
す
の
か

大
分
前
で
す
が
、
私
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生
番
組
で
暴
露
し
た
と
問
題
に
な
っ

た
の
は
、
三
月
十
一
日
の
大
震
災
の
二
週
間
後
に
内
閣
官
房
の
参
事
官
が

私
の
所
に
飛
ん
で
き
て
、「
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
ら
何
と
か
し
て
く

れ
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
の
事
か
と
思
っ
た
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
っ
た
。

「
震
災
の
お
陰
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
情
報
も
出
さ
ず
に
議
論
も
せ
ず
に
、
野
田

さ
ん
が
ハ
ワ
イ
に
行
く
一
ヵ
月
前
く
ら
い
に
急
浮
上
さ
せ
て
、
滑
り
込
み

参
加
表
明
で
強
行
突
破
で
き
る
と
言
っ
て
、
内
閣
官
房
の
皆
が
喜
ん
で
い

る
」。
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
Ｇ
省
、
Ｋ
省
中
心
の
出

向
組
で
す
。
だ
か
ら
「
何
と
か
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
方

と
共
に
必
死
で
議
論
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
力
は

あ
る
意
味
本
当
に
凄
い
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
流
れ
を
無
理
や
り
作
っ
て
こ

こ
ま
で
来
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
や
っ
て
今
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
時
か
ら
、
も
う
こ
の
路
線
は
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
そ
う
い
う
方
も
含
め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
や
っ
た

ら
日
本
が
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
ふ
う
に

勝
手
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
一
〇
年
後
の
日
本
が
本
当
に
大
変

な
こ
と
に
な
っ
た
時
は
、「
責
任
を
取
ら
な
く
て
も
良
い
」
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
日
本
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
い
か
。
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■
深
刻
な
一
連
の
情
報
操
作

放
射
能
だ
っ
て
原
発
だ
っ
て
そ
う
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
だ

け
の
放
射
能
が
飛
ん
だ
と
い
う
事
を
直
ぐ
に
外
国
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
日

本
も
同
じ
情
報
を
持
っ
て
い
な
が
ら
二
ヵ
月
も
隠
し
て
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
や
大
人
が
被
爆
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
殺
人
罪
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
け
ど
も
そ
う
い
う
人
た
ち
は
罪
に
問
わ
れ
て
い
な
い
。
原
発
だ
っ

て
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
国
も
企
業
も
マ
ス
コ
ミ
も
研
究
者
も
「
大
丈

夫
、
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
事
を
わ
か
っ
て
い
る
人
た

ち
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
起
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
け
ど
も
「
自
分
た
ち

は
悪
く
な
い
」。
せ
め
て
謝
っ
て
一
生
か
け
て
償
う
な
ら
わ
か
り
ま
す
が
、

「
自
分
た
ち
は
悪
く
な
い
」「
想
定
外
だ
」
と
言
っ
て
、
同
じ
人
た
ち
が

ま
た
次
の
計
画
に
携
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
犯
人
が
自
分
で
自
分
を
裁
い

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
ま
と
も
な
話
が
出
て
来
る
わ
け
は
な
い
。

「
原
発
は
必
要
だ
」「
津
波
が
来
た
ら
逃
げ
れ
ば
い
い
」
と
、
自
分
た
ち

を
正
当
化
す
る
よ
う
な
こ
と
し
か
言
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
形

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
「
ど
う
せ
自
分
は
責
任
を
逃
れ
ら
れ
る
」
と
。
と
り
あ
え
ず

自
分
の
保
身
と
目
先
の
利
益
だ
け
を
追
求
し
て
お
け
ば
い
い
ん
だ
と
。
そ

れ
と
、
大
き
な
お
金
が
動
い
て
い
ま
す
か
ら
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
問

題
に
な
り
ま
す
。
う
ち
の
原
子
力
の
先
生
も
、
六
億
円
を
も
ら
っ
て
「
大

丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
者
に
と
っ

て
六
億
円
と
い
う
金
額
は
結
構
大
き
な
金
額
で
す
の
で
、
私
も
六
億
円
く

だ
さ
る
と
い
う
な
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
う
ん
」
っ
て
考
え
ま
す
ね
。
考
え
た
ん

で
す
け
ど
も
、
六
億
円
は
も
ら
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
も
ら
っ
た
上

で
、「
や
っ
ぱ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
駄
目
だ
」
と
言
え
ば
丸
儲
け
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
で
も
本
当
に
世
論
を
汚
い
形
で
誘
導
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
は
、

手
段
を
選
ば
ず
た
く
さ
ん
の
金
を
裏
で
使
う
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
金
が
流

れ
て
い
ま
す
け
ど
、
別
に
そ
う
や
っ
て
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
我
々
も
正
攻
法
だ
け
で
は
な
く
て
、

「
目
に
は
目
を
、
金
に
は
金
を
」
で
、
集
中
す
べ
き
と
こ
ろ
は
お
金
を
集

中
し
て
、
こ
れ
か
ら
二
ヵ
月
、
主
要
な
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
あ
る
部
分
を
買

い
取
っ
て
、
本
当
の
情
報
を
、
北
海
道
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
現
場
の
真
の

姿
を
徹
底
的
に
伝
え
る
。
こ
れ
を
北
海
道
内
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
放
送

で
や
る
と
い
う
、
こ
の
く
ら
い
徹
底
し
た
事
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
農
業
関
係
だ
け
見
た
っ
て
、
全
国
組
織
で

考
え
れ
ば
十
分
お
金
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
例
え
ば
、
あ
ま
り
個
別
名

称
を
言
う
の
は
何
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
全
共
連
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

の
農
林
中
金
の
お
金
を
集
め
れ
ば
二
〇
〇
兆
円
あ
る
」
と
私
が
言
い
ま
し

た
ら
、「
そ
ん
な
に
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
一
五
〇
兆
円
く
ら
い

だ
」
と
。
十
分
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
二
兆
円
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
こ
れ
を
表
に
は
出
て
来
な
い
形
で
上
手
く
使
っ
て
世
論
形
成
す
る
。

「
と
に
か
く
集
中
す
べ
き
と
こ
ろ
に
お
金
を
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
が
や

は
り
重
要
だ
」
と
い
う
話
を
、
だ
い
ぶ
前
に
北
海
道
の
某
所
で
私
が
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
わ
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
明
日
鈴
木
さ
ん
に
五
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億
円
持
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
で
何
と
か
し
て
く
れ
る
か
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
が
お
り
ま
し
た
。
私
も
五
億
円
に
目
が
く
ら
み
ま
し
て

「
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
一
ヵ
月
で
何
と
か
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
勢
い
よ
く
答
え
た
の
で
す
が
、
既
に
そ
の
時
皆
ベ
ロ
ン
ベ
ロ
ン
に

酔
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
次
の
日
以
降
そ
の
話
を
し
て
く
れ
た
方
は
一
人

も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
笑
）

■
Ｐ
４
協
定
を
な
ぜ
説
明
し
な
い
か

話
は
そ
れ
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
操
作
に
つ
い
て
二
つ
話

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
「
Ｐ
４
協
定
を
隠
し
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
こ
れ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
協
定
な
の
に
、
目
に
ふ
れ
な

い
よ
う
に
翻
訳
も
出
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
き

た
例
の
公
共
事
業
で
す
ね
。
三
〇
分
の
一
の
小
さ
な
金
額
の
公
共
事
業
も

こ
れ
か
ら
は
英
文
で
印
刷
に
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
さ
か
ア
メ
リ

カ
の
業
者
が
関
連
の
雇
用
も
含
め
て
落
札
し
て
、
地
元
の
病
院
や
小
学
校

を
作
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
そ
う
は
い

か
な
い
。
し
か
も
入
札
で
地
元
の
業
者
さ
ん
に
特
典
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
方
式
は
も
う
ア
ウ
ト
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
と
に
か
く
安

さ
だ
け
で
ア
メ
リ
カ
が
ど
ん
な
粗
悪
な
設
備
を
作
ろ
う
が
、
安
さ
で
落
札

し
た
人
の
勝
ち
で
す
。
お
金
だ
け
の
、
安
さ
だ
け
の
世
界
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
か
ら
、
内
国
民
待
遇
の
徹
底
。
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
す
ね
。
看
護

師
さ
ん
弁
護
士
さ
ん
お
医
者
さ
ん
等
の
資
格
免
許
の
相
互
承
認
を
徹
底
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、「
ベ
ト
ナ
ム
で
資
格
を
取
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で

資
格
を
取
れ
ば
日
本
で
基
本
的
に
働
け
る
」
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
世
界
を
広
げ
て
い
く
と
。

■
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
説
明
し
な
い
よ
う
に
指
示

そ
れ
か
ら
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
隠
し
ま
し
た
。
実

は
も
う
二
年
以
上
前
に
ア
メ
リ
カ
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
は
秘
密
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
内
容
を
見
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
か
ら
こ
れ
を

見
て
お
け
よ
」
と
日
本
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
政
府
は
「
い
か
ん
」
と
、

震
え
あ
が
り
ま
し
た
。「
で
き
る
だ
け
国
民
に
触
れ
な
い
よ
う
に
隠
せ
」

と
、
大
箝
口
令
が
敷
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
も
良
識
あ
る
役
所
の
方
が

「
俺
は
嫌
だ
」
と
、
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
問
題
に
な
る
条
文
を
書
い
て
私
の
所

に
持
っ
て
来
た
。
で
も
「
俺
も
政
府
の
一
員
な
の
で
こ
れ
を
大
々
的
に
言

う
事
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
を
鈴
木
さ
ん
に
托
す
か
ら
、
鈴
木
さ
ん

は
ブ
ス
ブ
ス
に
刺
さ
れ
て
も
こ
れ
を
皆
に
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
ん
だ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
私
の
略
歴
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
配
付
資
料

に
、「
よ
く
わ
か
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ
ト
（
４８
）
の
ま
ち
が
い
」

と
い
う
最
近
の
本
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
と
は
別
に
関

係
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
の
後
ろ
に
は
付
録
と
し
て
韓
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
条
文
や
そ
の
問
題
点
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
作
っ
た
の
で
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は
な
く
て
、
こ
の
良
識
あ
る
役
所
の
方
が
必
死
の
思
い
で
届
け
て
来
て
く

れ
た
、
そ
う
い
う
形
で
連
携
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

ま
で
の
段
階
で
随
分
裏
話
の
よ
う
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
言
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
私
が
妄
想
で
話
し
た
の
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
逐
次

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
入
れ
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
る
、

そ
う
い
う
良
識
の
あ
る
役
所
の
方
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
で
す
が
、
韓
国
で
も
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い

て
国
民
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
国
会
で
批
准
す
る
最
終
段
階
で
言
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
、
韓
国
中
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
こ
ん
な
不
平
等
条
約

は
結
べ
な
い
と
い
う
こ
と
で
二
〇
万
人
デ
モ
に
膨
れ
上
が
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
、
韓
国
の
与
党
が
そ
の
前
日
に
催
涙
弾
を
投
げ
込
ま
れ

て
も
与
党
単
独
で
強
行
採
決
し
て
批
准
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
も
こ
う
い
う
段
階
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
書
い
て
あ
る
内
容
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
が

全
部
入
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
お
化
け
が
、
根
拠
の
な
い
噂

で
人
々
を
不
安
に
陥
れ
る
と
い
う
の
は
け
し
か
ら
ん
と
散
々
言
っ
た
方
、

こ
れ
も
某
先
生
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
だ
け
の
根
拠
に
基
づ
い
て
議

論
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
私
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
お
化
け
だ
な
ん
て
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ク
ソ
真
面
目
な
だ
け
が
取
り
柄
の
私
の
顔
が
、
嘘
で

人
を
欺
く
よ
う
に
見
え
ま
す
か
。
余
程
某
先
生
の
ほ
う
が
危
な
い
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
韓
国
が
も
う
一
つ
日
本
に
一
生
懸

命
忠
告
し
て
く
れ
た
の
は
、「
入
場
料
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
終
わ
り

だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
こ
で
譲
歩
し
て
入
れ
て
も
ら
っ
た
ら
も
う

抜
け
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
止
め
ろ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

韓
国
は
す
で
に
入
場
料
と
し
て
三
つ
払
っ
て
い
る
ん
で
す
。
主
な
も
の
は

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
を
し
な
い
、
国
民
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
営
利
病
院
を
六
ヵ
所
つ
く
る
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
輸
入
条
件
を
緩
和
す
る
。

こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
「
日
本
も
頭
金
を
払
っ

ち
ゃ
ダ
メ
よ
、
こ
こ
で
止
め
ろ
」
と
あ
ん
な
に
韓
国
が
言
っ
て
く
れ
た
の

に
、
日
本
政
府
は
国
民
を
騙
し
て
入
場
料
を
払
っ
て
い
る
ん
で
す
。「
入

れ
て
く
れ
」
っ
て
や
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
入
れ
て
も
ら
っ
て
も
、

何
も
交
渉
す
る
権
利
も
時
間
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
震
災
復
興
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

そ
れ
か
ら
、
震
災
復
興
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
な
が
る
流
れ
の
中
で
、
一
つ

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
食
料
の
位
置
付
け
で
す
。
我
々
が
原
発
の
事
故

で
何
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
か
。
目
先
の
コ
ス
ト
の
安
さ
に
目
が
眩
ん
で
、

い
ざ
と
い
う
時
の
準
備
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
、
払
い
切
れ
な
い
コ
ス
ト
を
払
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
北
海

道
が
頑
張
っ
て
、
日
本
の
食
料
基
地
と
し
て
生
産
し
て
く
れ
て
い
て
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
た
ら
や
は
り
高
い
。「
止
め
て
く

れ
、
輸
入
す
れ
ば
よ
い
ん
だ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
〇
〇
八
年
の

食
料
危
機
の
よ
う
に
輸
出
規
制
が
起
こ
っ
て
、
米
さ
え
も
お
金
を
出
し
て
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も
買
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
国
民
は
生
き
て
い

け
る
の
か
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
北
海
道
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
も
少
々
高
い
か
も
知

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
実
は

長
期
的
に
は
コ
ス
ト
は
安
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
の
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
何
な
の
と
。

し
か
も
、
こ
の
小
麦
の
畑
の
写
真
。
こ
れ
は
北
海
道
の
畑
作
が
正
に
ゼ

ロ
関
税
で
競
争
す
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
で
す
。
こ
ち
ら
は
目
の

前
一
区
画
が
畔
な
し
で
二
〇
〇
ha
あ
っ
て
、
全
部
で
五
、
八
〇
〇
ha
を
一

戸
で
経
営
し
て
い
て

も
、
地
域
の
経
営
よ

り
ち
ょ
っ
と
大
き
い
。

こ
う
い
う
所
と
、
い

か
に
北
海
道
が
強
い

と
い
っ
て
も
ま
と
も

に
ゼ
ロ
関
税
で
競
争

し
て
輸
出
産
業
に
な

れ
ば
い
い
な
ん
て
い

う
議
論
に
は
な
ら
な

い
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
。

こ
う
い
う
中
で
既

に
野
菜
の
関
税
が
三
％
、
花
の
関
税
が
〇
％
、
九
割
の
農
産
物
関
税
は
低

く
て
、
一
割
だ
け
が
高
い
関
税
で
残
っ
て
い
る
と
い
う
健
気
な
姿
で
す
。

農
業
鎖
国
だ
な
ん
て
バ
カ
な
こ
と
を
言
う
人
が
ま
だ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

日
本
は
世
界
で
最
も
開
放
さ
れ
て
い
る
。
食
料
自
給
率
三
九
％
、
皆
さ
ん

の
体
の
六
一
％
が
海
外
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
原
産
国
ル
ー

ル
で
い
え
ば
皆
さ
ん
の
体
は
も
う
国
産
で
は
な
い
で
す
。
半
分
ア
メ
リ
カ

産
で
半
分
中
国
産
に
近
づ
い
て
き
た
。
こ
ん
な
体
に
誰
が
し
た
の
か
と
い

う
ぐ
ら
い
開
放
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
日
本
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
重
要

品
目
、
北
海
道
が
作
っ
て
い
る
全
品
目
を
ゼ
ロ
関
税
に
し
た
ら
、
も
う
日

本
の
農
業
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
先
ず
一
番
強
い
北
海
道
の
農
業
が
立
ち

行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
日
本
国
民
の
命
も
、
そ
し
て
北
海
道
の
地
域
経
済
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
全
部
崩
壊
し
て
、
北
海
道
に
人
が
住
め
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
正
に
領
土
問
題
に
な
り
ま
す
。
沖
縄
県
で
砂
糖
が
ゼ
ロ
関
税
に

な
っ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
作
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
全
部
尖
閣
諸
島
に
な
っ
て

し
ま
う
。
今
沖
縄
は
基
地
の
問
題
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
怒
り
心
頭
で
す
。

沖
縄
は
も
う
独
立
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
運
動
が
興
っ
て
き
て
い
る
ん

で
す
。
北
海
道
も
独
立
運
動
を
や
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
ぐ
ら
い
の
覚
悟
を
持
っ
て
や
ら
な
い
と
、
北
海
道
も
日
本
も
立
ち
行
か

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
状
況
で
、
そ
れ
は
正
に
領
土
問
題
で
す
。

山
に
つ
い
て
既
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
ね
。
木
材
の
関
税
を
昭
和
三
〇
年

代
に
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
っ
て
、
二
束
三
文
の
山
を
外
国
の
方
が
高
く
買
っ
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て
く
れ
る
か
ら
有
り
難
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
外
国
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
だ
け
と
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
っ
た
ら
パ

ニ
ッ
ク
で
す
ね
。

■
農
業
の
せ
い
で
従
来
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
の
だ
か
ら
シ
ョ
ッ
ク
療
法
し
か
な
い

日
本
は
本
当
に
脳
天
気
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
点
も
日
本
の
認

識
は
甘
い
で
す
。
農
業
の
せ
い
で
こ
れ
ま
で
自
由
貿
易
協
定
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ク
療
法
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
し
か
な
い
と
い
う
議
論
も
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
嘘
で
す
ね
。
私
は
今
ま
で
の
自
由
貿
易
協
定
の

事
前
交
渉
に
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
実
態
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
す
。
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
言
う
な
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
今
日
は
皆
さ
ん
だ
け
で
す
の
で
そ
っ
と
お
話
し
た
い
、
と

言
い
つ
つ
全
国
ど
こ
で
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
す
の
で
一
緒
で
す
け
れ
ど
も
。

日
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
中
断
し
て
い
る
の
は
農
業
の
せ
い
で
は
な
い
ん
で
す
。
素

材
・
部
品
産
業
が
、
日
本
か
ら
の
輸
出
で
被
害
を
受
け
る
の
が
政
治
問
題

に
な
る
の
で
、
技
術
協
力
に
つ
い
て
一
言
で
も
触
れ
て
く
れ
と
言
っ
た
ん

だ
け
れ
ど
も
、
私
の
隣
の
ほ
う
で
交
渉
し
て
い
た
某
Ｋ
省
と
経
団
連
の
代

表
の
方
は
、「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
し
て
君
ら
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ぶ
つ
も
り
は

最
初
か
ら
さ
ら
さ
ら
な
い
。
う
る
さ
い
、
黙
っ
て
く
れ
」
と
い
う
趣
旨
の

発
言
を
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
韓
国
は
怒
っ
て
し
ま
っ
て
そ
こ
で
中
断
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
記
者
会
見
の
場
で
は
、
同
じ
交
渉
官
が
涼
し
い
顔
を

し
て
「
ま
た
農
業
の
せ
い
で
決
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
説
明
を
す
る
も
の
だ

か
ら
、
新
聞
は
一
斉
に
ま
た
農
業
が
交
渉
を
止
め
た
と
書
く
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
実
際
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
タ
イ
や
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
一
番
先
に
決
ま
っ
た
の
は
農
産
物
で
す
。
最
後
ま
で
揉
め

た
の
が
自
動
車
と
鉄
鋼
で
す
。
そ
れ
が
全
く
逆
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
事
も
含
め
て
、
意
図
的
な
世
論
操
作
が
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
所
得
補
償
す
る
か
ら
ゼ
ロ
関
税
で
も
大
丈
夫
？

そ
れ
か
ら
、
所
得
補
償
を
す
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
議
論
が
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
条
件
闘
争
だ
け
は
止
め
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
六
兆
円
で
黙
ら
せ
た
。
今
度
は
一
年
間
一
兆
円
、

一
〇
年
間
で
一
〇
兆
円
で
少
々
増
や
せ
ば
黙
る
だ
ろ
う
な
ん
て
言
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
「
ま
あ
い
い
か
」
な
ん
て
い
う
話
に
は
絶
対
に

な
ら
な
い
。
差
額
補
て
ん
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
米
だ
け
で
年
間
一
兆
円

以
上
か
か
る
の
だ
か
ら
、
他
の
農
産
物
を
含
め
た
ら
何
兆
円
も
か
か
る
わ

け
で
す
。
そ
ん
な
も
の
出
せ
る
わ
け
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら

今
度
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
全
く
こ
れ
ま
で
と
は
レ
ベ
ル
が
違
う
わ
け
で
す
。
生
易

し
い
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
条
件
闘
争
で
な
ん
と
か
な
る
も
の
で
は
な
い

ん
で
す
。
し
か
も
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
る
ん
だ
か
ら
、
条
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件
う
ん
ぬ
ん
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
。
や
っ
て
し
ま
っ
た
ら
終
わ
り
。

絶
対
に
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

■
食
品
の
安
全
基
準
は
各
国
が
決
め
ら
れ
る
？

そ
れ
に
消
費
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
食
品
の
安
全
性
、
こ
れ
も
深
刻

で
す
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
は
ご
存
じ
の
通
り
、
す
で
に
二
月
一
日
に
二

〇
ヵ
月
齢
の
若
い
牛
し
か
入
れ
な
い
と
言
っ
た
の
に
三
〇
ヵ
月
齢
ま
で
緩

め
て
、
今
度
は
四
八
ヵ
月
で
し
た
か
、
も
う
ほ
と
ん
ど
な
く
し
ち
ゃ
っ
た

ん
で
す
。
こ
れ
を
最
初
に
表
明
し
た
の
は
、
何
と
野
田
総
理
が
ハ
ワ
イ
に

行
く
一
ヵ
月
前
で
す
。
明
ら
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
土
下
座
し
て
言
う
こ
と

を
き
く
た
め
の
お
土
産
と
し
て
出
し
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
後
は
茶
番
劇

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
も
関
係
な
い
ん
で
す
。「
食
品
安
全

委
員
会
が
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
決
め
た
」
な
ん
て
、
平
気
で
よ
く

言
い
ま
す
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
検
査
率
は
一
％
で
、
二
四
ヵ

月
齢
の
牛
か
ら
も
Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
出
ま
し
た
し
、
屠
殺
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な

い
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
危
険
部
位
が
い
っ
ぱ
い
混
じ
っ
て
い
る
ん
で
す
。

国
民
の
命
を
守
る
た
め
に
二
〇
ヵ
月
規
制
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
意
味
が

あ
る
。
食
品
安
全
委
員
会
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
九
割
の
反
対
意

見
が
あ
っ
た
の
に
、
無
理
や
り
に
な
ぜ
や
っ
た
か
。
そ
れ
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
に
言
っ
た
か
ら
や
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
だ

け
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

本
当
に
国
民
に
対
し
て
失
礼
で
す
ね
。

簡
保
生
命
が
が
ん
保
険
を
取
り
扱
う
事
を
認
め
な
い
と
麻
生
大
臣
が

言
っ
た
の
は
四
月
十
二
日
の
事
前
協
議
で
決
ま
っ
た
日
、
あ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
言
っ
て
お
い
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
も
関
係
な
い
。
た
ま
た
ま
今
日
決

め
た
だ
け
だ
」。
こ
う
い
う
こ
と
を
平
気
で
大
臣
に
言
わ
せ
る
役
所
の
神

経
は
、
国
民
を
バ
カ
に
し
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
す
ね
。
役

所
と
い
う
の
は
霞
が
関
の
こ
と
で
す
か
ら
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
。
我
々

は
ど
こ
ま
で
バ
カ
に
さ
れ
る
の
か
。

そ
れ
か
ら
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
が
表
示
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
も
深
刻
で
す
ね
。
遺
伝
子
組
み
換
え
で
あ
る
も
な
い
も
表
示
で
き
な

い
ん
で
す
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
が
認
め
て
大
丈
夫
だ
と

言
っ
て
い
る
も
の
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
消
費
者
を
騙
す
こ
と
に
な
る
か

ら
許
さ
ん
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
何
を
食
べ
て

い
る
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
米
も
小
麦
も
含
め
て
ど
ん
ど
ん
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
が
世
界
中
を
覆
っ
て
し
ま
う
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
、

モ
ン
サ
ン
ト
と
か
カ
ー
ギ
ル
と
か
デ
ュ
ポ
ン
か
ら
種
を
買
わ
な
い
限
り
生

産
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
す
れ
ば
、
モ
ン
サ
ン
ト
に
訴
え
ら
れ
て
、
多
額
の

損
害
賠
償
で
潰
れ
る
。
付
近
一
帯
の
種
を
一
社
で
独
占
す
れ
ば
、
今
度
は

種
を
つ
り
上
げ
て
い
く
。
農
家
で
自
殺
者
が
ど
ん
ど
ん
出
る
と
い
う
こ
と

が
イ
ン
ド
で
お
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
世
界
に
な
っ
て
い
く
ん
で

す
。し

か
も
、
遺
伝
子
組
み
換
え
が
安
全
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
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近
出
た
ネ
ズ
ミ
の
写
真
を
見
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
可
哀
そ
う
な
マ
ウ
ス
の
写
真
で
す
ね
。
モ
ン
サ
ン
ト

の
遺
伝
子
組
み
換
え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
ネ
ズ
ミ
の
一
生
分
食
べ
て
も

ら
っ
た
ら
こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
今
ま
で
は
こ
ん
な
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
三
ヵ
月
し
か
食
べ
さ
せ
な

か
っ
た
ん
で
す
。
三
ヵ
月
だ
と
出
て
こ
な
い
の
に
、
一
生
分
だ
と
こ
ん
な

に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
人
間
は
ま
だ
一
〇
数
年
し
か
食
べ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
八
〇
年
間
食
べ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
や
は
り
心
配
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
せ
め
て
用
心
し
て
、
選
べ
る
よ
う
に
だ
け
で
も
し
て
く
れ
と

言
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
さ

え
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

れ
か
ら
、
防
腐
剤
、
防

か
び
剤
で
す
が
、
収
穫
後
に

振
り
か
け
て
い
る
ポ
ス
ト

ハ
ー
ベ
ス
ト
の
基
準
を
緩
め

て
、
も
っ
と
振
り
か
け
さ
せ

ろ
と
ア
メ
リ
カ
は
言
っ
て
い

ま
す
ね
。
既
に
日
本
は
、
そ

う
い
う
物
を
振
り
か
け
た
物

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
て
、

問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
説
に
よ
る
と
、
日
本
の
方
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
腐
ら
な

い
、
他
の
国
の
方
よ
り
長
持
ち
す
る
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
振
り
か
け
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
大
変
ひ
ど
い
話
で
す
。
で
も
「
こ
う
い
う
事
は
日
本
が
決
め
る
権

利
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」
と
政
府
は
言
い
続
け
て
い
る
訳
で
す
。
ア
メ

リ
カ
は
、「
各
国
が
国
際
基
準
よ
り
も
厳
し
い
基
準
を
勝
手
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
、
そ
れ
自
体
が
お
か
し
い
ん
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
そ
う
で
な
い

よ
う
に
し
て
や
る
」
と
執
念
を
燃
や
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

れ
を
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
で
訴
え
れ
ば
一
巻
の
終
わ
り
で
す
し
、
そ
も
そ
も
言
わ

れ
て
ど
ん
ど
ん
緩
め
て
き
て
い
る
。
食
品
安
全
基
準
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
そ
れ
を
加
速
し
て
と
ど
め
を
刺
す
た
め
に
や
る
の
だ
か

ら
、
こ
こ
で
止
ま
る
わ
け
が
な
い
。
し
か
も
並
行
交
渉
で
全
部
や
ら
さ
れ

る
と
認
め
た
ん
だ
か
ら
、
何
で
も
や
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
状

況
で
す
の
で
、
こ
れ
も
か
な
り
深
刻
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
す
。

■
食
料
に
対
す
る
国
民
の
意
識

そ
し
て
、
食
料
に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
問
題
で
す
。「
高
く
て
も
国

産
を
買
い
ま
す
か
」
と
言
う
と
、
八
九
％
の
方
が
「
は
い
」
と
答
え
る
の

に
、
自
給
率
は
三
九
％
だ
か
ら
、
嘘
つ
き
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
の
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
の
外
に

そ
う
い
う
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
我
々
が
何
と
か
し
な
け
れ
ば

フランスの NGO「遺伝子操作に関する独立情報研究機関」（CRI-

IGEN）が公表した、米アグリビジネス大手モンサント（Mon-

santo）製の遺伝子組み換え（GM）トウモロコシを餌として与

えられ、がんを発生したマウス（撮影日不明）。
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い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
食
料
生
産
に
関
わ
る
人
達
は
、
自
分

達
が
言
っ
て
も
な
か
な
か
聞
い
て
も
ら
え
な
い
か
ら
、
農
業
が
大
変
だ
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
他
の
分
野
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
確
か
に
大
事
な

事
で
す
が
、
一
番
の
問
題
は
自
由
化
で
安
け
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
賛

成
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
私
達
は
本
当
に
安
さ
だ

け
で
よ
い
の
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
食
料
生
産
に
関
わ
っ
て
い
る
関
係

者
が
最
先
端
の
努
力
と
真
の
姿
、
本
物
の
価
値
を
、
北
海
道
は
そ
れ
を

ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
そ
う

い
う
事
が
分
か
る
国
民
を
増
や

し
て
い
く
と
い
う
事
が
、
一
番

の
基
本
で
は
な
い
か
と
い
う
事

を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
わ
け
で
す
。

軍
事
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ぶ

国
家
存
立
の
三
本
柱
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
そ

の
認
識
が
甘
い
。
戦
争
が
好
き

で
困
っ
た
も
の
だ
っ
た
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
だ
っ
て
、
農
業
関

係
の
皆
さ
ん
に
必
ず
お
礼
を

言
っ
て
い
た
。
食
料
自
給
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
だ
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
そ
れ
が
保
た
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
は
な
ん
と
あ
り
が
た
い
こ
と
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、（
ど
こ

の
国
か
わ
か
る
と
思
う
け
れ
ど
も
）、
食
料
自
給
で
き
な
い
国
を
想
像
で

き
る
か
。
そ
れ
は
国
際
的
圧
力
と
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
国
だ
。（
そ

の
よ
う
に
し
た
の
も
我
々
だ
が
、
も
っ
と
も
っ
と
徹
底
し
よ
う
）
と
。

カ
ッ
コ
書
き
の
部
分
は
、
私
が
余
韻
で
付
け
加
え
た
部
分
で
す
。

そ
の
ア
メ
リ
カ
は
、
競
争
力
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。
米
だ
っ
て
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
の
生
産
コ
ス
ト
の
倍
も
す
る
の
に
、
生
産
量
の
半
分
以
上
を

輸
出
し
て
い
る
。
酪
農
だ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
勝
て
る
わ
け
が
な
い
の
に
、
輸
出
国
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
か
、
そ
れ
は
安

く
売
っ
て
生
産
す
る
皆
さ
ん
に
は
生
産
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
戦
略
的

に
補
填
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
と
か
そ
う
い
う
物
だ
け
で
も

一
兆
円
毎
年
使
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
す
ご
い
で
す
ね
。
日
本
は
、
輸

出
の
た
め
の
販
売
促
進
補
助
金
な
ん
て
ゼ
ロ
で
す
よ
。
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は

一
兆
円
使
っ
て
日
本
は
ゼ
ロ
か
と
い
う
と
、
日
本
が
使
う
と
ア
メ
リ
カ
か

ら
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
事
故
米
も
そ
う
だ
っ
た
で
す
ね
。
最
低
輸
入

義
務
な
ん
て
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
の
に
、
日
本
だ
け
が
国
家
貿
易
だ
か

ら
と
い
う
表
向
き
の
理
由
で
、
食
べ
も
し
な
い
お
米
を
全
量
輸
入
し
て
カ

ビ
生
や
さ
せ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
の
理
由
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
前
だ

け
は
や
れ
と
怒
ら
れ
る
か
ら
で
す
ね
。
約
束
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
つ
な
が
る
。

要
す
る
に
「
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
成
り
立
っ
て
い
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る
国
だ
か
ら
、
つ
べ
こ
べ
言
っ
て
は
い
か
ん
」「
こ
の
従
属
関
係
を
完
結

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
日
本
の
将
来
は
な
い
ん
だ
か
ら
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
が
五
一
番
目
の
州
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
晴
れ
て
五
二

番
目
の
州
に
で
も
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
何
と
あ
り
が
た
い
こ
と
か
と
思

え
」
と
い
う
声
が
、
ち
ら
ほ
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
日
本

が
独
立
国
と
し
て
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
非
常
に
問
わ

れ
て
く
る
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
。

■
過
保
護
な
日
本
農
業
に
シ
ョ
ッ
ク
療
法
？

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
日
本
農
業
は
過
保
護
に
守
ら
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
シ
ョ
ッ
ク
療
法
し
か
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
嘘
で

す
ね
。
北
海
道
で
は
確
か
に
畑
作
等
で
の
補
助
金
と
い
う
の
は
か
な
り
あ

り
ま
す
か
ら
、
所
得
に
占
め
る
割
合
と
い
う
の
は
そ
れ
な
り
の
シ
ェ
ア
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
平
均
す
れ
ば
、
日
本
の
農
業
所
得
に

占
め
る
補
助
金
の
割
合
と
い
う
の
は
一
五
・
六
％
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
九
五
％
で
す
よ
。
こ
ん
な
の
が
産
業
か
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
農
地
を
守
り
、
国
土
を
守

り
、
国
境
を
守
る
産
業
は
公
益
事
業
な
ん
で
す
。
国
民
が
こ
れ
を
覚
悟
を

持
っ
て
支
え
る
の
は
当
た
り
前
だ
。
日
本
は
そ
う
い
う
当
た
り
前
の
認
識

が
な
い
か
ら
、
戦
略
も
な
い
。
本
当
に
過
保
護
な
ほ
ど
に
現
場
で
効
果
が

実
感
で
き
る
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
る
政
策
が
も
っ
と
も
っ
と
あ

る
な
ら
ば
、
北
海
道
の
強
い
農
業
が
も
っ
と
強
く
な
っ
て
い
る
筈
で
す
。

特
に
府
県
は
耕
作
放
棄
や
高
齢
化
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
過
保
護

だ
っ
た
ら
も
っ
と
儲
か
っ
て
、
若
い
人
が
継
ぐ
筈
で
す
。
そ
う
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
で
し
ょ
う
と
。
ア
メ
リ
カ
は
競
争
力
が
あ
る
か

ら
輸
出
国
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
競
争
力
が
な
く
て
も
徹
底
し
た

国
家
戦
略
が
あ
れ
ば
、
自
給
一
〇
〇
な
ん
て
当
た
り
前
の
輸
出
国
に
な
る

ん
で
す
。
そ
の
戦
略
の
違
い
だ
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
認
識
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

■
強
い
農
林
水
産
業
の
た
め
の
対
策

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
絡
ん
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
ダ
メ
だ
と
言
う
な
ら
ば
、
日
本
の
農
業
、

北
海
道
農
業
が
さ
ら
に
強
く
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
議
論
に
つ
い
て
、
対
案
を
出
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
か
と
い
う
の
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
北
海
道
の
皆
さ
ん
が
一
番
考
え
て
い
ま

す
よ
。
こ
の
機
会
に
、
周
り
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
よ
う
な
積

極
的
な
議
論
は
も
ち
ろ
ん
や
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
当
然
で
す
が
、
一
番

今
心
配
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
、
規
模
拡
大
し
よ

う
と
、
設
備
投
資
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
辞
め
た
い
と
い

う
方
が
中
核
的
な
方
で
も
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
自
ら

経
営
を
断
っ
て
、
自
ら
の
社
会
的
使
命
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
れ

こ
そ
こ
こ
で
へ
こ
た
れ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
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ん
な
こ
と
で
自
分
が
負
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
本
当
に
推
進
派
の
皆
さ
ん
の

思
う
ツ
ボ
で
す
よ
。
こ
こ
で
我
々
は
積
極
的
な
前
向
き
の
流
れ
を
つ
く
っ

て
い
か
な
か
っ
た
ら
、
本
当
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
は
ど
う
な
る
か
。

自
分
達
の
経
営
だ
け
で
は
な
く
て
、
北
海
道
、
日
本
を
ど
う
や
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
や
は
り
我
々
は
こ
こ
で
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
も
し
皆
さ
ん
の
周
り
に
そ
う
い
う
後
ろ
向
き
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
力
で
そ
う
い
う
方
を
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
農
の
価
値
と
食
の
未
来
を

み
ん
な
で
考
え
る
前
向
き
の
議
論
に

そ
れ
か
ら
、
単
純
に
規
模
拡
大
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
だ
け
が

強
い
農
業
で
は
な
い
。
北
海
道
も
頑
張
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
だ
か
ら
と

言
っ
て
素
手
で
戦
っ
た
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
に
一
ひ
ね
り

で
負
け
て
し
ま
う
。
少
々
高
い
け
れ
ど
も
、
徹
底
的
に
物
が
違
う
か
ら
北

海
道
の
物
し
か
食
べ
た
く
な
い
と
い
う
方
が
、
北
海
道
に
も
全
国
に
も
ア

ジ
ア
に
も
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う
流
れ
を
我
々
は
強
化
し
て

い
く
。
ス
イ
ス
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
か
有
機
と
か
動
物
福

祉
と
か
、
生
物
多
様
性
と
か
美
し
い
景
観
と
か
で
す
が
、
で
き
た
物
も
本

物
で
安
全
で
お
い
し
い
。
ス
イ
ス
国
民
は
外
国
の
物
よ
り
高
く
て
も
こ
れ

が
当
た
り
前
な
ん
だ
。
高
い
の
で
は
な
く
こ
れ
が
当
た
り
前
な
ん
だ
、
こ

う
や
っ
て
支
え
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
き
て
い
る
。
一
個
八
〇

円
も
す
る
国
産
の
卵
の
ほ
う
が
売
れ
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
ぐ
ら
い
の
女

の
子
が
買
っ
て
い
た
の
で
聞
き
ま
し
た
ら
、「
こ
れ
を
買
う
こ
と
で
農
家

の
皆
さ
ん
の
生
活
も
支
え
ら
れ
、
そ
の
お
陰
で
私
達
の
生
活
も
成
り
立
つ

ん
だ
か
ら
当
た
り
前
で
し
ょ
う
」
と
簡
単
に
答
え
た
ん
で
す
。
こ
の
よ
う

な
認
識
が
日
本
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

ス
イ
ス
で
は
生
協
が
、
食
品
流
通
の
七
割
近
く
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
日
本
で
イ
オ
ン
が
安
売
り
を
し
よ
う
と
言
っ
て
も
、

ス
イ
ス
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
日
本
は
無
理
だ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
実
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
か
ら
消
費

に
関
わ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
本
物
の
価
値

を
伝
え
て
い
く
。
固
定
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
超
え
た
努
力
が

あ
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
強
い
農
業
に
な
り
ま
す
。
だ
け
ど
そ
う
い
う

努
力
さ
え
も
根
底
か
ら
覆
し
て
し
ま
う
よ
う
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
、
や

は
り
前
提
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。

■
い
ま
こ
そ
冷
静
な
選
択
を

ア
ジ
ア
主
導
の
柔
軟
で
互
恵
的
な
経
済

連
携
が
世
界
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
な
が
る

そ
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
正
に
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、

世
界
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
自
給
率
が
二
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〇
％
前
後
に
下
が
る
、
命
の
正
念
場
で
す
。
医
療
も
雇
用
も
崩
壊
し
、
得

ら
れ
る
利
益
は
ア
ジ
ア
中
心
の
ど
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
小
さ
い
。

何
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
選
ぶ
の
か
。
日
本
の
ど
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
歴
史
的

に
困
難
な
問
題
を
乗
り
越
え
て
、
共
通
性
の
高
い
ア
ジ
ア
の
国
々
と
柔
軟

で
お
互
い
を
労
わ
り
つ
つ
、
共
に
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
互
恵
的
な
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
進
め
て
、
足
場
を
固
め
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
と
の
対
等
な
交
渉
力

を
持
ち
、
友
好
関
係
に
つ
な
が
る
。
だ
け
ど
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
を
絶
対
に

許
さ
な
い
。
ア
ジ
ア
を
分
断
し
て
そ
の
利
益
を
つ
ま
み
食
い
す
る
ほ
う
が

ア
メ
リ
カ
に
は
都
合
が
よ
い
。
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
ア
ジ
ア
の
成
長
を
取

り
込
む
と
か
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
ル
ー
ル
に
な
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は

な
い
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
方
が
私
の
所
へ
説
明
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
開
口

一
番
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
中
国
包
囲
網
で
す
。
日
本
は
中
国
が
怖
い
ん
だ
か
ら
入

ら
な
き
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
は
入
っ
て
く
る
わ
け

が
な
い
し
、
イ
ン
ド
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
い
る
、
韓
国
も

Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ジ
ア
の
主
要
国
が
入
っ
て
こ
な
い
の
だ

か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
ア
ジ
ア
の
成
長
も
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
ル
ー
ル
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
が
入
る
と
い
う
こ
と
は
大

き
く
流
れ
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
経
済
規
模
を
も
っ
て
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
れ
ば
、
他
の
国
が
浮
足
立
っ
て
入
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
く
る
。
カ
ナ
ダ
は
既
に
そ
う
言
っ
て
も
う
一
度
参
加
表
明
を
し
た
わ
け

だ
し
、
タ
イ
だ
っ
て
そ
う
言
っ
て
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

最
後
に
中
国
だ
け
が
包
囲
さ
れ
て
、
本
当
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
が
、

こ
の
暴
力
的
な
ご
く
一
部
の
利
益
を
最
大
化
し
て
、
他
の
人
は
ど
う
で
も

い
い
よ
う
な
ル
ー
ル
で
設
計
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
世
界
は
終

わ
り
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
日
本
は
本
当
に
重
大
な
最
後
の
砦
に
な
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
偉
い
と
思
う
の
は
、
野
田
総
理
が
ハ
ワ
イ
で
参
加
表
明

し
た
一
ヵ
月
後
に
声
明
を
出
し
ま
し
た
ね
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
ア
ジ
ア
に
影
響

す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ア
ジ
ア
の
将
来
は
な
い
。
だ
か
ら
ア
ジ
ア
に
適

し
た
柔
軟
で
互
恵
的
な
ル
ー
ル
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
提
案
す
る
か
ら
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ん
か
寄
っ
て
く
る
な
。
日
本
は
よ
く
考
え
る
べ
き
だ
。」
こ
れ
を
や

る
べ
き
は
、
本
当
は
日
本
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
の
日
本
が
思
考
停
止
状

態
で
、
た
だ
シ
ッ
ポ
振
っ
て
つ
い
て
い
く
だ
け
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
バ
カ
に
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。「
お
前
何
も
考
え
な

い
で
よ
く
つ
い
て
来
る
な
」
と
。
こ
ん
な
事
を
い
つ
ま
で
続
け
て
い
る
の

か
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
日
中
韓
、
或
い
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と

い
っ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
六
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
も
入
っ
て
い
ま
す
の
で
問
題
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
ア
ジ
ア
の
国
々
が
主
流
で
す
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
考
え
方
は
抑
制
し
て
も
ら
っ
て
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
農
業
、
社

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
提
案

し
て
い
く
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
で
も
日
本
が
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
か
ら
、
そ
う
や
っ
て
世
界
の
均
衡
あ
る
発
展
、
幸
せ
な
社
会
が
つ
く
れ
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表２ 都道府県別のTPP 影響試算額

主な品目の生産減少額（生産額減少率）

乳製品１，１７５億円（４５％）、てん菜１，０３１億円（１００％）、

牛肉６４９億円（７８％）、米５９７億円（５０％）、小麦４７０億円

（９９％）、牛肉、豚肉、ほたて

米３１２億円（５０％）、牛乳２１４億円（１００％）、豚肉１６３億

円（７０％）、サケ・マス５５億円（５７％）、牛肉、鶏肉

米４６９億円（４９％）、豚肉３３８億円（７７％）、牛乳乳製品

１５１億円（１００％）、牛肉７１億円（５８％）、鶏卵、サバ

米４１０億円（５５％）、牛乳・乳製品３１１億円（１００％）、牛肉１６２

億円（８８％）、豚肉１４２億円（６８％）、大麦、小麦

生乳２０６億円（８１％）、豚肉１９０億円（６４％）、米１１０億円

（５９％）、牛肉７９億円（６８％）、鶏

米２４２億円（３２％）、牛乳・乳製品６７億円（７１％）、豚肉

６１億円（７０％）、牛肉３０億円（７５％）

米３６３億円（５０％）、豚肉２７２億円（７８％）、生乳２４０億円

（１００％）、落花生２７億円（４０％）

米２９２億円（９６％）、豚肉４２億円（６８％）、牛乳・乳製品

３８億円（６９％）、鶏卵２２億円（１７％）

米１７８億円（４９％）、牛乳・乳製品２６億円（１００％）、牛

肉２６億円（４５％）

米７１億円（８５％）、温州みかん２６億円（１０％）、中晩み

かん２５億円（５０％）

米７６億円（４９％）、牛乳５７億円（１００％）、豚肉４５億円

（７８％）、鶏肉２１億円（３４％）、牛肉

米１３０億円（５５％）、牛乳乳製品６１億円（１００％）、牛肉

４８億円（７８％）、豚肉２１億円（８６％）、鶏卵、合板

米２１０億円３２％、牛乳・乳製品９３億円９３％、鶏卵３６億円

１７％、牛肉２６億円７６％、合板

米など

米６０億円（５０％）、牛肉４５億円（７４％）、牛乳・乳製品

４１億円（１００％）、豚肉２４億円（８３％）、鶏肉、鶏卵

米６７億円（５０％）、牛乳・乳製品３６億円（１００％）、鶏卵

２１億円（１７％）、豚肉２０億円（７８％）、牛肉、鶏肉

米７０億円（５６％）、生乳２６億円（１００％）、カツオ・マグ

ロ２２億円（２７％）、豚肉１７億円（１００％）、牛肉、かんき

つ類

米、小麦、牛乳・乳製品

米など

牛乳乳製品２６３億円（１００％）、牛肉２１３億円（７０％）、米

２０３億円（５０％）、豚肉１３６億円（７９％）

牛 肉８８億 円（６８％）、米８５億 円（３２％）、豚 肉６０億 円

（７０％）、牛乳・乳製品４０億円（４５％）

豚肉４１９億円（７７％）、牛肉３７１億円（６３％）、鶏肉１６８億

円（３４％）、米１６１億円（６８％）、牛乳・乳製品、

牛肉３４７億円（４４％）、豚肉３３１億円（４５％）、鶏肉１７３億

円（３４％）、サトウキビ１５０億円（１００％）、米

サトウキビ１９７億円（１００％）、牛肉１０６億円（７５％）、豚

肉７９億円（７０％）、カツオ・マグロ６３億円（９０％）、ク

ルマエビ、牛乳・乳製品

資料：北村隆志氏による集計。
注）福岡県は JA福岡中央会、その他は都道府県庁による。新試算にカウントしているのは３月の政府統一試算、旧試算は２０１０年農水省試算にそれぞれ準拠
したもの。

旧
試
算

１

１

１

１

１

５

新
試
算

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１８

関連産業
含む
影響額

１５，８４６

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

８７０

－

－

－

４，４０３

１，４２２

農業の
多面的
機能の
喪失額

－

－

－

－

－

－

－

－

２８８

－

－

６４４

－

４７３

－

－

－

－

－

－

－

２６６

－

－

１６，０００

減
少
率

４７

３７

２６

４０

２９

２２

２５

３８

４０

１３

３２

４６

３１

４８

２０

２３

１３

１４

３８

２７

２３

３８

３２

４９

うち
農業

４，７６２

８９９

１，１１３

１，０８３

８３５

４３３

１，０１９

４１９

２４９

１３５

２１９

２７２

３９３

３４０

１９７

１７０

１２９

３１３

５００

８５４

３０１

１，２２５

１，３３７

４５０

２６，６００

農林水産
業生産
減少率
（％）

３９

３３

２６

４０

２５

１１

２７

３４

２５

４０

１７

１９

１０

３６

２５

１８

３４

２８

５３

２７

農林水産
業生産
減少額
（億円）

５，２４１

１，０１５

１，１７４

１，０８８

１，０６９

１３６

２４６

３２５

４０７

３８１

２１３

１７８

１５８

５８０

８６９

３３２

１，２５４

１，３７２

５８０

３０，０００

北 海 道

岩 手 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

三 重 県

滋 賀 県

和歌山県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

沖 縄 県

全 国
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る
よ
う
な
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
経
済
連
携
協
定
の
青
写
真
を
日
本
が

示
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ん
か
ダ
メ
だ
と
い
う
流
れ
を
、
何
と

か
具
体
的
に
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
今
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
ま
す
と
、
こ
の
ま
ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
の
め
り
込
む
と
い
う

こ
と
は
、
世
界
の
将
来
を
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
な
大
変
大
き
な
選
択
な
ん

だ
。
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
我
々
は
考
え
て
、
何
と
か
こ
の

問
題
を
絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
政
府
が
こ
こ
ま
で
の
め
り
込
ん
で
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
圧
力
も

か
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
み
ん
な
気
を
付
け
な
が
ら
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
研
究
者
に
つ
き

ま
し
て
も
「
君
も
そ
ろ
そ
ろ
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
ほ
う
が
、
将
来
の
事
を

考
え
る
と
身
の
た
め
で
は
な
い
か
」
と
い
う
有
り
難
い
ご
忠
告
も
受
け
ま

す
。
一
番
驚
い
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
の
方
が
「
君
は
Ｃ
Ｉ
Ａ

に
狙
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
金
髪
の
美
し
い
女
性
が
近
寄
っ
て
来
て
仲
良

く
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
あ
り
得
な
い
事
な
ん
だ
か
ら
付
い
て
行
っ

ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」。
こ
こ
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
と
い
う
の

は
超
大
国
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
間
で
、
日
本
が
い
か
に
し
た
た
か
に
政
治

外
交
を
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
、
大
変
難
し
い
問
題
と
も
絡
ん
で
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
関
わ
り
た
く
な
い
部
分
も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
問
題
か
ら

我
々
は
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の
こ

と
を
一
番
よ
く
認
識
さ
れ
て
お
ら
れ
て
、
全
国
の
先
頭
に
立
っ
て
こ
の
問

題
に
対
し
て
真
剣
に
戦
っ
て
お
ら
れ
る
北
海
道
の
方
々
で
す
か
ら
言
わ
ず

も
が
な
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
こ
う
や
っ
て
お
集
ま
り
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
運
の
つ
き
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
覚
悟
も
新
た
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
問
題
を
何
と
か
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

な
か
な
か
厳
し
い
局
面
に
は
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
ず
一
つ
は
こ
の

九
〇
日
間
の
承
認
過
程
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
の
で
す
。
日
本
は
聖
域
は
守

る
と
か
、
医
療
の
問
題
・
食
の
安
全
性
の
問
題
・
自
動
車
の
問
題
、
全
部

国
益
は
守
る
と
い
う
決
議
を
国
会
で
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ

れ
は
重
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
国
会
議
員
は
全
然
こ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
話
を
す
る
と
「
何
だ
」
と
言
う
わ
け
で
す
よ
。

だ
か
ら
私
達
は
そ
れ
を
明
文
化
し
て
、
日
本
は
覚
悟
を
持
っ
て
国
益
は
守

る
ん
だ
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
そ
の
事
を
理
解
し
て

く
れ
と
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
は
怒
っ
て
日
本
の
参
加
を
承
認
し
て

く
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
情
け
な
い
話
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
ア
メ
リ
カ

の
議
会
を
怒
ら
せ
て
、
日
本
の
参
加
承
認
を
回
避
し
よ
う
と
ま
で
せ
ざ
る

を
え
な
い
わ
け
で
す
。
本
当
は
日
本
の
国
会
議
員
が
も
っ
と
覚
悟
を
持
っ

て
止
め
れ
ば
よ
い
だ
け
の
話
な
の
に
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
九
〇
日
間
自
動
的
に
承
認
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
承
認
が
延
び
れ
ば
九
〇
日
以
上
議
論
が
続
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
九
〇
日
で
終
わ
っ
て
、
や
っ
と
七

月
の
最
後
の
数
日
間
、
形
だ
け
で
も
参
加
し
た
と
言
お
う
と
し
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
延
び
れ
ば
ま
た
話
が
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ

の
承
認
過
程
が
終
わ
っ
て
日
本
が
交
渉
に
参
加
し
ま
す
と
、
途
中
で
席
を
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立
っ
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
は
実
際
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
議
会
で
批
准
す

る
段
階
ま
で
仮
に
い
く
と
し
て
、
こ
こ
で
本
当
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
と
言
っ
て

き
た
先
生
方
、
そ
し
て
参
議
院
選
挙
で
反
対
だ
と
覚
悟
を
持
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
阻
止
す
る
と
言
っ
て
当
選
し
た
代
表
者
が
ど
う
い
う
行
動
を
取
る
か
で

す
。
絶
対
に
嘘
を
つ
く
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
嘘
を
つ
け

な
い
状
態
を
つ
く
る
に
は
、
本
当
に
北
海
道
が
、
そ
し
て
日
本
が
、
我
々

が
努
力
を
続
け
る
。
だ
け
ど
努
力
で
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
部
分
、
こ
の

よ
う
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
も
の
は
前
提
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
農
業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
他
の
分
野
で
も
、
こ
れ
は
日
本

に
と
っ
て
絶
対
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
さ
ら
に
国
民
全
体
が
認

識
し
て
、
そ
の
う
ね
り
が
さ
ら
に
大
き
く
な
れ
ば
、
政
治
家
の
皆
さ
ん
も

嘘
は
つ
け
な
い
と
い
う
状
況
が
つ
く
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
北
海
道
が
条
件
闘
争
や
、
或
い
は
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き

た
け
れ
ど
も
難
し
い
か
ら
も
う
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
し

ま
う
と
全
て
総
崩
れ
で
す
の
で
、
先
ず
北
海
道
の
関
係
者
に
こ
の
問
題
に

つ
い
て
絶
対
に
止
め
る
と
い
う
覚
悟
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
、
何
と
か
全

国
の
う
ね
り
を
も
う
一
度
強
化
す
る
た
め
に
、
と
に
か
く
全
力
で
共
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

入

江

鈴
木
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
非
常
に
分
か
り
や
す
く

ス
パ
ッ
と
切
っ
て
い
た
だ
い
て
、
痛
快
な
感

じ
が
い
た
し
ま
し
た
。
若
干
時
間
が
あ
り
ま

す
の
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
が
ご
質
問
や
、
も

う
一
度
こ
の
点
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
い
う

こ
と
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

発
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
、
農
業
団
体
の
代
表
と
し
て
中
央
会
の
長
谷
川
副
会
長
に
お
願
い
し
ま

す
。

長
谷
川

中
央
会
の
長
谷
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
に
は
本
当
に
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
ま
し
て
、
大
変
元
気
が
出
て
お
り
ま
す
。
中
央
会
・
連
合
会
と
し
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
、
そ
し
て
ま
た
、
農
民
に
反
対
の
意
志
を
伝

え
て
い
く
と
い
う
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
交
渉
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
交
渉
だ

と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
政
府
、
総
理
も
そ
う
で

す
が
、
経
済
諮
問
会
議
、
競
争
力
会
議
な
ど
で
も
農
業
所
得
を
倍
増
す
る
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ん
だ
。
輸
出
を
一
〇
倍
増
す
る
ん

だ
と
い
う
よ
う
な
事
を
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ど
ん
な
事
が
話
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴

木

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
所
得
倍
増
、

輸
出
倍
増
の
件
に
つ
い
て
は
情
報

が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
の
感
想
は
皆
さ
ん
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま

さ
に
選
挙
向
け
の
何
の
根
拠
も
な
い
ア
ド
バ
ル
ー
ン
で
本
当
に
ひ
ど
い
。

安
倍
総
理
の
夢
物
語
の
よ
う
な
言
葉
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
、
ハ
イ

テ
ン
シ
ョ
ン
が
極
ま
っ
て
き
た
状
態
は
、
非
常
に
危
険
な
状
況
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
暴

走
し
ま
す
と
本
当
に
日
本
が
と
ん
で
も
な
い
所
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
る
。

早
く
そ
の
状
態
か
ら
落
ち
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
を
救
う
た

め
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

所
得
倍
増
の
根
拠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
す
る
と
言
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
所
得
が
倍
増
す
る
ん
で
す

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
所
得
が
ど
ん
ど
ん
減
る
中
で
、
所
得
が

倍
増
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
し
か
も
輸
出
を
二
倍
に
す
る
か
ら
所
得
倍
増

み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
で
も
輸
出
で
頑
張
っ
て
い

る
方
、
農
協
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
売
り
上
げ
の
数
％
で
す
よ

ね
。
輸
出
と
い
う
の
は
広
告
塔
み
た
い
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
な
農
家
の
方
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
わ
け
で

す
よ
。
そ
れ
が
倍
増
で
き
た
か
ら
所
得
が
倍
に
な
る
と
い
う
机
上
の
空
論

は
甚
だ
し
い
し
、
最
近
よ
く
出
て
く
る
オ
ラ
ン
ダ
型
の
ど
う
の
こ
う
の
と

か
、
株
式
会
社
で
植
物
工
場
み
た
い
な
の
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う

議
論
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
植
物
工
場
だ
っ
て
設
備
が
大
変
で
赤
字
続

き
で
す
。
仮
に
そ
う
い
う
株
式
型
の
農
業
が
地
域
に
僅
か
だ
け
残
っ
て
、

そ
の
所
得
が
仮
に
倍
に
な
っ
た
っ
て
地
域
の
九
九
％
の
農
家
が
潰
れ
て
い

た
ら
、
そ
れ
は
幸
せ
な
社
会
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
僅
か
一
％
の
人

が
残
っ
て
、
そ
の
所
得
が
倍
に
な
っ
た
か
ら
所
得
倍
増
だ
。
で
も
九
九
％

の
農
家
は
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
こ
に
は
伝
統
も
文
化
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
崩
壊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
日
本
の
将
来
像

と
し
て
描
い
て
、
こ
れ
で
所
得
倍
増
が
実
現
し
た
と
い
う
な
ら
、
ま
さ
に

一
％
の
利
益
を
拡
大
し
て
九
九
％
を
犠
牲
に
し
て
も
い
い
ん
だ
、
そ
れ
を

徹
底
し
て
い
る
所
得
倍
増
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
ん
な
も
の

は
我
々
が
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
意
味
で
も
、
こ
う
い

う
議
論
は
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
私
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
議
論
が
さ
れ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
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そ
う
い
う
こ
と
だ
と
ほ
と
ん
ど
根
拠
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本

当
に
分
か
っ
て
い
る
人
が
具
体
的
に
決
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入

江

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
引
き
続
き
ご
質
問
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
発
言
の
際

は
、
お
名
前
と
所
属
等
を
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
中
原
先

生
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中

原

酪
農
学
園
大
学
の
中
原
で
す
。
鈴
木
先
生
、
今
日
は
本
当
に

熱
心
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
や
っ
て
、
カ
ナ

ダ
が
去
年
末
に
入
り
た
い
と
言
っ

た
時
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
取
り
残

し
た
事
が
あ
る
か
ら
と
い
う
ふ
う

に
カ
ナ
ダ
が
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
酪
農
製
品
の
関
税
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

鈴

木

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る

通
り
、
酪
農
の
完
全
撤
廃
を
カ
ナ

ダ
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
取
れ
な
か
っ

た
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
必
ず
や
ら
せ
る
と
い
う
点
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ナ
ダ

に
対
す
る
要
求
の
一
番
大
き
な
も
の
で
は
な
い
か
と
。
カ
ナ
ダ
も
国
民
や

酪
農
家
、
国
内
に
対
し
て
は
必
ず
酪
農
を
守
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
け
ど
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
当
然
の
よ
う
に
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
最
終
的
に
は
国
内
を
騙
し
て
、
酪
農
に
つ
い
て

の
完
全
撤
廃
、
供
給
管
理
制
度
全
体
を
止
め
る
と
い
う
こ
と
を
や
ら
ざ
る

を
え
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
を
、
カ
ナ
ダ
は
ど
ん
な
形
で

国
内
に
対
し
て
最
終
的
に
納
得
し
て
も
ら
う
の
か
、
日
本
と
似
た
よ
う
な

難
し
い
問
題
を
抱
え
て
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入

江

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中

兼

道
庁
の
中
兼
と
言
い
ま

す
。
日
本
人
の
今
の
雰
囲
気
を
見
ま

す
と
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
ア
メ

リ
カ
に
は
つ
い
て
行
か
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
諦
め
み
た

い
な
も
の
を
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の

中
で
鈴
木
先
生
が
こ
の
よ
う
に
激
し

く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
を
さ
れ
て
い
る
原

動
力
は
何
で
す
か
。

特集
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鈴

木

そ
う
言
わ
れ
る
と
な
か
な
か
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
一
つ
は

私
は
農
家
の
一
人
息
子
で
、
三
重
県
の
伊
勢
志
摩
の
出
身
で
す
。
真
珠
の

養
殖
と
海
苔
の
養
殖
と
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
と
カ
キ
の
養
殖
、
そ
れ
か
ら
田
ん

ぼ
も
畑
も
、
小
さ
い
頃
は
全
部
自
分
も
手
伝
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
一
人
息
子
で
す
が
、
そ
れ
を
継
が
な
い
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま

す
。
私
の
田
ん
ぼ
に
は
、
今
松
の
木
が
生
え
て
お
り
ま
す
。
田
舎
に
帰
る

と
石
を
投
げ
ら
れ
ま
す
。
伊
勢
神
宮
で
担
い
手
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
の
を

や
っ
て
私
が
話
を
し
て
い
た
ら
、
近
所
の
方
が
前
に
お
ら
れ
て
怒
ら
れ
ま

し
た
。「
お
前
、
自
分
の
家
の
田
ん
ぼ
に
松
の
木
生
や
し
て
何
が
担
い
手

問
題
だ
」
と
。

で
も
私
は
一
次
産
業
、
農
業
に
対
す
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
継

が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を

守
り
た
い
。
そ
れ
が
日
本
を
守
る

こ
と
だ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
つ
も
り
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。（
拍
手
）

入

江

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
他
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

猪

口

北
海
道
開
発
局
の
猪
口

で
す
。
先
生
に
は
九
州
大
学
の
折
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
非
常
に
交
渉
力
が
あ
っ
て
、
日
本
は
弱
腰
外
交
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
ア
メ
リ
カ
は
交
渉
力
が
強
い
の
か
、
客
観
的
な
分

析
と
言
い
ま
す
か
、
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鈴

木

一
つ
は
軍
事
力
の
問
題
で
す
ね
。
日
本
は
そ
れ
が
な
い
し
ア

メ
リ
カ
は
そ
れ
を
握
っ
て
い
て
、
し
か
も
日
本
は
そ
れ
の
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
と
い
う
立
場
で
す
の
で
、
そ
の
点
の
力
関
係
で
、
最
終
的
に

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
米
の
関

係
に
お
い
て
も
、
そ
こ
が
必
ず
出
て
き
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
日
本
は
独
立

国
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
構
想
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
な
く
し

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
を
語
れ
な
い
。
日
本
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
利
に
な

る
か
ら
そ
れ
を
止
め
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
に

世
話
に
な
る
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
の
だ
と
い
う
議
論
に
対
し
て
、
ど

う
答
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
な
い
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
も
整
理
で

き
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
日
米
同
盟
と
か
日
米
安
保
条
約
で
実
は

日
本
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。
本
当
に
中
国
が
日
本
を
攻
め
て
き
た
時
に
、

ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
見
捨
て
る
。
ア
メ
リ
カ
本
土
を
守
る
た
め
に
日
本
に

基
地
を
置
い
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
将
棋

の
駒
で
あ
っ
て
、
王
様
を
守
る
た
め
の
歩
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ

ば
、
日
米
同
盟
の
意
味
は
全
然
違
っ
て
く
る
。
や
は
り
日
本
は
独
自
の
外

交
で
、
中
国
と
の
距
離
と
か
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
、
ア
メ
リ
カ
と
の
距
離
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を
き
ち
ん
と
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
日
本
の
立
場
は
き
ち
ん
と
保
た
れ

る
よ
う
な
、
外
交
の
あ
り
方
、
経
済
連
携
を
ど
う
や
っ
て
進
め
る
の
か
に

つ
い
て
の
構
想
を
き
ち
ん
と
示
す
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
行
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、
し
か
し
日
本
の
立
場
は
守
る

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
示
す
こ
と

か
ら
、
日
本
の
交
渉
力
は
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

入

江

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
か
ら
で
す
が
、
Ｔ
さ
ん
と
Ｏ
さ
ん
を
ス
パ
ッ
と
き
れ
い
に
切
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ん
に
つ
い
て
も
ス
パ
ッ
と
切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
の
で
す
が
。

鈴

木

Ｙ
さ
ん
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。
私
も
Ｎ
省
の
何
年
か
先
輩

で
ガ
ッ
ト
室
長
を
や
ら
れ
て
、
日
本
の
農
産
物
を
守
る
た
め
に
先
頭
に

な
っ
て
必
死
に
頑
張
っ
て
い
た
方
で
す
ね
。
そ
し
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
問
題
が
出

て
き
た
時
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う
の
は
貿
易
を
歪
め
る
も
の
で
あ
っ
て
け
し

か
ら
ん
か
ら
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
、

私
は
九
州
大
学
か
ら
出
張
し
て
、
Ｎ
省
の
彼
が
主
催
し
て
い
る
委
員
会
で
、

日
銀
の
副
総
裁
と
か
に
も
名
前
が
出
た
東
大
の
Ｉ
教
授
と
い
う
方
と
か
、

マ
ク
ロ
経
済
学
の
大
家
の
Ｙ
教
授
と
か
に
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う
の
は
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
を
発
言
し
て
、
Ｙ
さ
ん
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
同
志
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
今
や
こ
ん
な
形
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

や
は
り
と
て
も
残
念
で
す
。
Ｙ
さ
ん
は
優
秀
な
方
で
あ
る
し
自
分
も
そ
う

思
っ
て
い
た
の
で
、
Ｎ
省
で
も
っ
と
自
分
が
活
躍
し
て
ト
ッ
プ
ま
で
い
く

よ
う
な
人
材
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
Ｎ
省
の
中
で
十

分
な
処
遇
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
負
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
燃
え
上
が
り
ま
し
て
、
こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
せ
っ
か
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
出
ど
こ
ろ
の
悪
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
と

大
変
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
Ｎ
省
も
人
を
ど
う
い
う
配
置
に
す
る
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
ね
。

入

江

も
う
お
一
人
ぐ
ら
い
と
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
で
一

番
最
初
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
た
だ
い
た
東
山
先
生
い
か
が
で

す
か
。
今
日
は
学
生
の
方
も
ご
参
加
頂
い
て
い
ま
す
が
、
何
で
も
結
構
で

す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

東

山

北
海
道
大
学
の
東
山
で
す
。
先
ほ
ど
条
件
闘
争
の
お
話
が
出

ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
も
う
自
動
車
と
い
う
最
後
の
カ
ー
ド
を
切
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
重
要
品
目
八
三
四
品
目
を
取
捨
選
択
し
て
カ
ー

ド
を
切
っ
て
く
し
か
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時

に
条
件
闘
争
し
て
し
ま
う
と
、
重
要
品
目
を
取
捨
選
択
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
輪
作
を
基
本
と
す
る
畑
作
農
業
は
崩
壊
し
、
酪
農
で
は
都
府
県
と
の

特集
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南
北
戦
争
と
い
う
の
が
始
ま
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
水

田
や
畑
作
が
行
き
場
を
失
っ
て
野

菜
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
。

直
ち
に
道
内
で
も
潰
し
合
い
が
始

ま
る
だ
ろ
う
。
我
々
と
し
て
は
、

農
業
者
同
士
の
対
立
を
煽
っ
て
潰

し
合
う
と
い
う
道
を
望
ま
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
条
件
闘
争
と
い

う
の
は
私
も
少
し
は
考
え
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
団
体
の
方
も
、
多
分
そ
う

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ま
ま
事
が
順
調
に
進
む
と
七
月
二
三
日
午
後
二
時
に
参
加

承
認
と
い
う
事
ら
し
く
、
お
そ
ら
く
九
月
の
ア
メ
リ
カ
だ
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
交
渉
会
合
の
前
に
オ
フ
ァ
ー
を
出
す
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い

う
形
で
オ
フ
ァ
ー
を
出
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
日
経
な
ど
が
ち

ら
っ
と
観
測
記
事
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
生
も
今
日

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
八
三
四
品
目
は
カ
ナ
ダ
も
ア
メ
リ
カ
も
未
定
と
い
う
出

し
方
が
あ
る
よ
う
で
し
て
、
や
は
り
八
三
四
品
目
未
定
と
い
う
ふ
う
に
出

し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
少
な
く
と
も
約
束
違
反
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
辺
に
つ
い
て
お
考
え
や
ご
存
じ
の
事
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴

木

ネ
ッ
ト
で
の
研
究
者
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
東
山
先
生
は
大

変
お
詳
し
く
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
情
報
も
い
つ
も
た
く
さ
ん
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
て
、
そ
れ
で
勉
強
し
て
い
る
私
の
立
場
で
す
の
で
、
今
の
お
話
を

超
え
て
私
の
ほ
う
か
ら
こ
う
で
は
な
い
か
と
言
え
る
よ
う
な
内
容
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
先
生
か
ら
の
情
報
に
感
謝
し
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
も
連
携
し
な
が
ら
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
変
な
方
向
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
一

緒
に
お
願
い
し
た
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
に
対
す
る
お
礼
も
込
め
ま

し
て
ご
指
摘
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入

江

先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
先

生
の
お
話
を
聞
き
た
い
感
じ
で
す
が
、
こ
れ
で
研
修
会
の
ほ
う
を
閉
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
鈴
木
先
生
、
今
日
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
も
う
一
度
拍
手
を
お
願
い
し
ま
す
。（
拍

手
）以

上
を
持
ち
ま
し
て
、
特
別
講
演
会
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
農
研
で
は
こ
う
い
っ
た
研
修
会
を
は
じ
め
と
し
ま
し
て
、
今
後
も

様
々
な
調
査
研
究
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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初夏の
「ユニバーサルガーデン」にて

コピーライター 森 由 香
もり ゆか さん

札幌市の広告制作会社勤務を経て、現在は「企画制作室ｍｃｍ」で広報・

広告に関する企画＆原稿制作に従事。「北海道」と「農業」の情報発信にか

かわるべく、道内各地の取材に走り回っている。季刊誌「カイ」編集・ライ

ター、月刊誌「農家の友」編集委員。北海道フードマイスター、農都共生研

究会メンバー。

◆
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
参
り
ま
し
た
！

２
０
１
３
上
半
期
ベ
ス
ト
３

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
の
一
つ
に
「
ネ
ー
ミ

ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
い
い
商
品
で
も
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
い
ま
い
ち
で
売
れ
行
き
が
伸
び
な

い
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。「
あ
そ
こ
、
な
ん
て

い
う
名
前
だ
っ
け
？
」
な
ぜ
か
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
覚
え
て
も
ら
え
な
い
お
店
も
あ
り
ま
す
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
依
頼
が
あ
る
と
、
け
っ
こ
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
す
。
名
前
は
ず
っ
と
残
る
も
の
な
の
で
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
教
科
書
的
な
本
も
出
て
い
て
、

そ
こ
に
は
、「
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
分
析
し
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
極
め
、
市
場
状
況
を
把
握
し

…
」
な
ど
難
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
大
切
な
行
程
な
の
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
実
際
の
名
前
を
考
え
て
い
く
の
も

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
、
外
国

語
、
さ
ら
に
は
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
、
擬

音
や
擬
態
語
、
理
に
か
な
っ
て
い
れ
ば
ダ
ジ
ャ
レ

だ
っ
て
あ
り
で
す
。
語
感
は
い
い
か
、
覚
え
や
す

い
か
、
さ
ら
っ
と
流
さ
れ
な
い
か
な
ど
も
検
証
し

ま
す
。「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
て
も
、
同
じ
業
種

で
似
た
よ
う
な
名
前
が
あ
れ
ば
ボ
ツ
に
な
り
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
書
く
つ
も
り

が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
頃
の
う
っ
ぷ

ん
が
出
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
仕

事
と
し
て
は
な
か
な
か
悩
ま
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
な

の
で
す
が
、
実
際
に
商
品
を
作
っ
た
人
や
活
動
に

関
わ
る
人
た
ち
の
作
っ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
、「
参

り
ま
し
た
！
」
と
い
う
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
て
。

そ
こ
で
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
取
材
先
で
出

会
っ
た
秀
逸
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
二
〇
一
三
年
上
半
期
ベ
ス
ト
３
と
い
う
こ
と

で
。ま

ず
は
、
前
回
の
エ
ッ
セ
イ
で
も
紹
介
し
ま
し

た
、
女
性
農
業
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
『
コ
コ
・
カ
ラ
』。
地
元
食
材
の
魅
力
を
伝

え
る
活
動
か
ら
、「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」、「
こ
こ

か
ら
は
じ
ま
る
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
込
め
て

い
ま
す
。
ふ
つ
う
の
言
葉
を
上
手
に
生
か
し
た
す

て
き
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

次
は
『
む
す
び
ば
』。
こ
の
名
前
は
愛
称
で
、

正
式
名
称
は
「
東
日
本
大
震
災
市
民
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
札
幌
」
で
す
。
震
災
直
後
か
ら
家
具
や

家
電
を
集
め
る
な
ど
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
い

essay
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ち
早
く
取
り
組
ん
だ
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。
何
か
助
け
に
な
り
た
い
と
集

ま
っ
た
九
〇
人
近
く
の
話
し
合
い
の
中
で
、
自
然

発
生
的
に
決
ま
っ
た
名
前
だ
そ
う
で
す
。
ま
さ
に

人
と
人
を
つ
な
ぐ
�
場
�
を
今
も
提
供
し
続
け
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
三
つ
め
は
『
コ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
』。
千

歳
市
泉
郷
の
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
茶
」
で
、

昨
年
か
ら
開
園
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ガ
ー
デ
ン
の

名
前
で
す
。
木
の
実
の
落
ち
る
音
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
そ
う
で
、「
楽
し
く
て
明
る
い
気
分
に
な
れ
る

で
し
ょ
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
小
栗
美
恵
さ
ん
。
ア
イ

デ
ア
も
語
感
も
申
し
分
な
し
。
こ
れ
に
は
、
目
か

ら
う
ろ
こ
も
コ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
で
し
た
。

◆
庭
を
楽
し
み
、
庭
で
働
け
る

福
祉
の
庭
「
コ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
」

小
栗
美
恵
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、

「
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
美
利
香
（
ぴ
り
か
）」の
取
材
で

し
た
。
農
家
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、
地
元
の
農

産
物
を
生
か
し
た
料
理
を
作
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
料
理
を
提
供
す
る
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
も
ま
た
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
で
す
。

最
初
に
小
栗
さ
ん
と
話
を
し

た
時
は
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し

た
。
見
た
目
は
き
ゃ
し
ゃ
で
柔
ら
か
い
印
象
な
の

で
す
が
、
話
し
だ
す
と
切
れ
味
鋭
い
言
葉
が
や
や

ハ
ス
キ
ー
な
声
で
語
ら
れ
ま
す
。
サ
バ
サ
バ
と
し

て
決
断
が
早
く
、
男
ら
し
い
感
じ
と
い
い
ま
す
か

（
良
い
意
味
で
す
よ
）。
こ
う
し
て
ま
た
一
人
、

魅
力
的
な
女
性
農
業
者
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
小
栗
さ
ん
か
ら
、「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
始
め
た
」
と
聞
い
た
の
で
す
。

花
茶
に
は
本
当
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
社
会
的
弱
者
の
方
の
来
店
も
増

え
、
食
事
や
農
園
を
楽
し
む
様
子
を
見
て
い
て
、

ゆ
く
ゆ
く
は
何
か
福
祉

活
動
を
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
た
そ

う
で
す
。
き
っ
か
け
は
、

小
栗
さ
ん
自
身
の
お
母

さ
ん
が
事
故
に
合
い
、

車
椅
子
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
花
が
好

き
な
お
母
さ
ん
を
連
れ

て
出
か
け
た
く
て
も
、

車
椅
子
で
行
け
る
と
こ

ろ
は
限
ら
れ
ま
す
。
な

ら
ば
、
花
茶
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ガ
ー
デ
ン
」
を

作
ろ
う
と
思
い
立
ち
、
そ
し
て
、
そ
の
庭
を
社
会

的
弱
者
の
方
の
�
働
け
る
場
�
に
す
れ
ば
福
祉
活

動
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

何
か
を
思
い
つ
い
て
か
ら
の
小
栗
さ
ん
の
吸
引

力
が
ま
た
す
ご
い
。
ガ
ー
デ
ナ
ー
や
福
祉
関
係
者

な
ど
応
援
す
る
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
現
れ
て
、
そ
の

道
の
プ
ロ
た
ち
の
知
恵
が
集
ま
り
、
花
茶
の
農
園

の
一
角
に
『
コ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
』
が
出
来
上
が
っ
た

そ
う
で
す
。

そ
の
庭
を
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
い
、
六
月
五
日
の

ユニバーサルガーデン「コロンポロン」

を実現させた小栗美恵さん

ガーデン遠景

ガーデンを訪れた人は、育っている果実や野菜を摘むこと

ができる
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苗
植
え
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

天
候
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
日
々
を
追
い
払
う
よ

う
に
、
そ
の
日
は
気
持
ち
の
い
い
初
夏
の
陽
気
。

苗
植
え
に
参
加
し
た
の
は
、
千
歳
市
の
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
一
〇
名
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
四
名
で
す
。
花
や
野
菜
の
苗
を
植
え
、

草
を
取
り
、
水
を
ま
き
と
、
テ
キ
パ
キ
作
業
は
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
自
分
も
ち
ょ
っ
と
手
伝
わ
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
太
陽
の
下
で
土
に
ふ
れ

る
の
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
ね
。
ち
ゃ
ん
と
根
を

張
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
す
く
す
く
育
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
植
え
た
苗
は
そ
の
後
の

成
長
も
気
に
な
り
、
気
分
は
す
っ
か
り
わ
が
子
で

す
。作

業
が
終
わ
り
、
小
さ
な
花
や
緑
が
そ
よ
ぐ
き

れ
い
な
ガ
ー
デ
ン
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
参
加

者
も
み
ん
な
晴
れ
や
か
な
顔
で
満
足
気
で
す
。
こ

の
ガ
ー
デ
ン
は
楕
円
の
�
種
�
の
形
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
植
え
た
種
以
上
の
モ
ノ
や
コ
ト
が

次
々
と
育
っ
て
い
き
そ
う
…
そ
ん
な
楽
し
い
予
感

が
し
ま
し
た
。

◆
人
の
心
を
癒
や
す
農
業

そ
の
「
価
値
」
を
あ
ら
た
め
て

園
芸
療
法
や
園
芸
福
祉
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
病

院
や
福
祉
施
設
に
当
然
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
い
う
段
階
で
し
ょ
う
か
。
阪
神
淡
路
大

震
災
の
後
、
花
や
緑
に
ふ
れ
る
園
芸
作
業
が
被
災

者
の
心
を
支
え
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
で
は
「
園

芸
療
法
士
」
の
育
成
を
は
じ
め
た
と
い
う
動
き
も

あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
は
、
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
が

心
配
さ
れ
て
お
り
、
園
芸
療
法
は
ま
す
ま
す
注
目

さ
れ
る
分
野
に
な
る
は
ず
で
す
。

農
業
体
験
は
、
春
の
苗
植
え
や
秋
の
収
穫
時
期

に
よ
く
計
画
さ
れ
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
の
農
作
業
も

体
験
し
て
み
た
い
消
費
者
は
け
っ
こ
う
多
い
と
思

い
ま
す
。
ト
マ
ト
の
わ
き
芽
を
摘
ん
だ
り
、
え
ん

え
ん
と
草
取
り
を
し
た
り
、
畑
の
中
で
ぼ
ー
っ
と

す
る
だ
け
で
も
、
充
分
な
癒
し
体
験
と
な
る
か
ら

で
す
。
農
業
者
の
み
な
さ
ん
は
「
そ
ん
な
地
味
な

こ
と
で
い
い
の
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
土
と
水
と
太
陽
は
人
間
に
も
必
要
な
の
で

す
。ち

ま
た
で
は
、
攻
め
の
農
業
だ
、
集
約
だ
、
輸

出
だ
と
、
声
高
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
の

「
価
値
」
が
農
産
物
だ
け
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
ど
う
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
お
な
か
を
満
た
す

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
こ
こ
ろ
も
満
た
し
て
く
れ
る
、

計
り
知
れ
な
い
「
農
」
の
価
値
を
、
あ
ら
た
め
て

実
感
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
し
た
。

苗植え ひとつひとつ丁寧に苗を植えていく参加者。土い

じりにみんな夢中

苗植えアップ ４月の種まきから１０月の収穫まで、作業は

参加者の手で行われる
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会 
員 

紹 

介 

は
じ
め
に

創
業
の
契
機

今
回
は
、
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
三
浦
総
務
部
長
に
紹
介
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

北
海
三
共
株
式
会
社
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
、
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
に

商
号
変
更
）
は
、
三
共
株
式
会
社
（
現
、
第
一
三
共
�
）
と
北
購
連
（
現
、

ホ
ク
レ
ン
の
前
身
）
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和
二
六
年
札
幌
市
豊
平
区
で
創

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
札
幌
市
の
人
口
増
加
と
と
も
に
豊
平
も

市
街
化
が
進
ん
だ
た
め
、
平
成
五
年
北
広
島
市
北
の
里
に
社
屋
を
移
転

（
一
部
は
昭
和
五
六
年
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
二
年
一
〇

月
に
は
会
社
名
を
「
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
」
に
変
更
し
、
気
持
ち
も
新
た

に
従
業
員
全
員
一
致
団
結
し
北
海
道
農
業
に
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

し
た
。
弊
社
は
、
今
年
で
六
三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
も
偏
に
関
係

団
体
並
び
に
生
産
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

戦
後
、
国
内
で
は
食
糧
不
足
に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ
る
農
地
改
革
が
進
め
ら
れ
、
自
作
農
化
に
よ
っ
て
農

家
の
生
産
意
欲
は
高
揚
し
た
も
の
の
、
食
糧
増
産
に
不
可
欠
な
肥
料
や
農

薬
は
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
北
海
道
の
作
付
け
は
畑
作
中
心
で
、

「「
北北
海海
道道
農農
業業
のの
希希
望望
にに
満満
ちち
たた

新新
たた
なな
未未
来来
づづ
くく
りり
にに
、、

幅幅
広広
いい
貢貢
献献
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。」」

ホホ
クク
ササ
ンン
株株
式式
会会
社社
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主
な
事
業
内
容

農
薬
・
培
土
の
生
産
体
制
と
種
苗
の
品
種
育
成

府
県
の
も
の
と
か
な
り
異
な
っ
た
形
態
で
あ
り
、
農
薬
に
つ
い
て
も
北
海

道
に
適
合
し
た
も
の
を
開
発
す
る
こ
と
、
ま
た
、
当
時
の
北
海
道
農
薬
出

荷
額
の
約
九
〇
％
が
府
県
か
ら
の
移
入
品
で
あ
り
緊
急
時
の
供
給
対
応
な

ど
か
ら
、
農
業
関
係
者
か
ら
は
地
元
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
設
立
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
関
係
団
体
の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
賜
り
、
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
弊
社
創
業
の
契
機
と
な
り

ま
し
た
。

・
農
薬
の
製
造
販
売

農
業
用
の
殺
虫
剤
、
殺
菌
剤
、
殺
虫
殺
菌
剤
、
除
草
剤
、
家
庭
園
芸
用

薬
剤
を
製
造
し
、
ホ
ク
レ
ン
経
由
で
販
売
し
、
道
内
各
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

・
育
苗
用
培
土
の
製
造
販
売

水
稲
育
苗
用
培
土
を
製
造
し
、
ホ
ク
レ
ン
経
由
で
販
売
し
、
道
内
各
Ｊ

Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

・
種
苗
の
生
産
販
売

イ
チ
ゴ
苗
を
生
産
し
、
主
に
ホ
ク
レ
ン
経
由
及
び
府
県
全
農
経
由
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

農
薬
工
場
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ－

９
０
０
１
認
証
を
取
得
し
、
散
剤
工
場
（
製
剤

部
の
機
械
配
置
を
立
体
化
し
、
製
品
切
替
の
簡
素
化
に
加
え
コ
ン
タ
ミ
防

止
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ａ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
、
分
散
制
御

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
秤
量
工
程
の
自
動
化
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
機
械
監
視
等
、
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幅
広
い
研
究
の
推
進

徹
底
し
た
省
力
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
）、
粒
剤
工
場
（
集
中
制
御
の
一

貫
ラ
イ
ン
で
操
業
開
始
以
来
高
度
の
技
術
力
を
発
揮
し
、
各
製
品
の
特
性

に
応
じ
た
高
品
質
の
粒
剤
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
）、
液
剤
工
場
（
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
製
剤
・
小
分
け
が
行
え
る
よ
う
製
造
タ
ン
ク
、
濾
過
器
等
及

び
数
種
の
容
器
容
量
に
応
じ
た
小
分
ラ
イ
ン
が
揃
え
て
あ
り
ま
す
）、
液

剤
第
二
工
場
（
水
に
溶
け
に
く
い
有
効
成
分
を
超
微
細
に
し
て
水
に
分
散

さ
せ
た
の
が
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
で
、
微
粉
砕
機
を
中
心
と
し
た
製
剤
設
備
に
、

最
新
鋭
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
包
装
設
備
を
配
し
て
い
ま
す
）
の
四
棟

で
、
万
全
な
製
品
の
製
造
と
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

培
土
工
場
（
北
海
道
農
業
向
け
の
独
自
水
稲
用
育
苗
培
土
の
生
産
を
開

始
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
各
種
の
育
苗
培
土
を
送
り
出
し
て

い
ま
す
）
は
、
一
日
二
四
時
間
稼
働
の
工
場
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
管
理
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
苗
に
お
い
て
は
、
現
在
い
ち
ご
苗
の
品
種
育
成
開
発
と
生
産
販
売
に

注
力
し
、
各
種
品
種
の
苗
を
生
産
供
給
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
い

ち
ご
果
実
の
需
要
が
あ
る
菓
子
メ
ー
カ
ー
で
は
、
夏
場
に
な
る
と
輸
入
品

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
が
、
夏
場
に
高
品
質
の
国
産
い
ち
ご
の

供
給
を
可
能
と
す
る
「
四
季
成
り
性
品
種
」
を
弊
社
で
開
発
し
、
従
来
の

一
季
成
り
い
ち
ご
と
共
に
普
及
拡
大
し
て
い
ま
す
。

研
究
部
門
で
は
、
大
き
く
生
物
グ
ル
ー
プ
、
製
剤
グ
ル
ー
プ
、
農
材
グ

ル
ー
プ
、
活
性
物
質
探
索
グ
ル
ー
プ
、
圃
場
管
理
グ
ル
ー
プ
、
新
分
野
探

索
グ
ル
ー
プ
の
六
グ
ル
ー
プ
制
を
敷
き
、
国
内
外
の
新
農
薬
の
効
力
評
価
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
農
材
（
培
土
）
の
研
究
、
新
品
種
育
成
、
微
生
物
・

植
物
成
分
の
利
用
な
ど
、
北
海
道
農
業
の
よ
り
力
強
い
発
展
を
夢
見
て
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
や
生
産
者
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
薬
は
、
効
果
や
人
畜
に
対
す
る
安
全
性
だ
け
で
は

な
く
環
境
へ
の
安
全
性
を
備
え
な
が
ら
、
高
い
効
果
を
発
揮
し
、
加
え
て

農
作
業
の
省
力
化
や
農
業
経
営
の
効
率
化
に
貢
献
で
き
る
製
品
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
道
内
唯
一
の
研
究
機
関
を
持
つ
総
合
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
北
海
道
農
業
に
精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
北
海
道
特
有
の
地

域
性
を
踏
ま
え
た
農
薬
、
ま
た
、
使
用
者
、
農
産
物
及
び
環
境
へ
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
た
農
薬
を
開
発
・
導
入
し
、
北
海
道
農
業
に
貢
献
で
き
る

農
薬
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

研
究
体
制
の
充
実
は
経
営
課
題
の
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
研
究
棟
に
接

し
て
最
新
設
備
を
導
入
し
た
各
種
温
室
群
が
並
び
、
輪
厚
農
場
・
北
の
里

農
場
と
共
に
着
実
な
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
世
界
標
準
に
準
拠
し
た
Ｇ
Ｌ
Ｐ（G

ood
Laboratory

Practice：

優
良
試
験
所
基
準
）
適
合
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
民
間
企
業
も
農

薬
の
作
物
残
留
試
験
を
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
弊
社
は
平
成
二
〇
年

七
月
農
薬
Ｇ
Ｌ
Ｐ
適
合
試
験
施
設
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
北
海
道
で
の
民
間
試
験
実
施
機
関
と
し
て
、
農
薬
登
録
ひ
い
て
は
農
家

の
た
め
に
新
た
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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取 扱 主 要 品 目

特 長

てんさい、ばれいしょ、たまねぎの害虫に対して、優れた速効性、残効性を有し、高い防
除効果を示します。WDG（顆粒水和剤）なので、粉立ちが少なく、溶けやすいため使い
易い薬剤です。容器にも付着しにくいので残らず使えます。

適用範囲が広い有機リン系殺虫剤で、残効性にも優れます。鱗翅目害虫、アザミウウマ類、
コナカイガラムシ類等に優れた効果があります。

既存剤と異なる作用性を持つ新規系統の殺虫剤です。アブラムシ類やコナジラミ類などの
半翅目害虫に高い効果を示します。高い吸汁阻害効果を示したのち衰弱・死亡させるユ
ニークな作用を示します。浸透移行性が高く、茎葉内で適度な安定性を保つため長期残効
性、耐雨性に優れています。天敵昆虫や有用生物に対する影響はほとんどないので IPM
防除にも適しています。

各戦中に優れた効果を示します。ガス抜き作業が不要で、処理後すぐに播種、植付けがで
きます。制（静）センチュウ作用、侵入阻止作用により作物を保護しま優れた浸透移行性
により、アブラムシ類やアザミウマにも効果を発揮します。

べと・疫病などの藻菌類病害に卓越した高い防除効果を示します。優れた残効性と耐雨性
により、安定して効果が期待できます。果面の汚れが少なく、作物や天敵、有用昆虫にも
安全性の高い薬剤です。ばれいしょでは、茎葉部での優れた疫病防除効果に加え、塊茎腐
敗防止効果もあります。

顆粒水和剤なので、粉立ちが少なく使い易い薬剤です。尿素系接触型殺菌剤で、リゾクト
ニア菌の菌糸生育阻止作用が強い薬剤です。優れた予防効果を発揮し、耐雨性が強く、長
い残効性を示します。

抗菌スペクトラムの極めて広い殺菌剤です。残効性、耐雨性に優れ、低濃度で強力な防除
効果を発揮します。

４種成分の配合によりヒエ、ホタルイからエゾノサヤヌカグサ、ミズアオイまで適用草種
幅が広く、長期間雑草を抑えます。エゾノサヤヌカグサの越冬株にも発生前から発生初期
の使用で高い効果が期待できます。SU剤抵抗性雑草（ホタルイ、ミズアオイなど）に対
して優れた除草効果を発揮します。フロアブルタイプの薬剤で、ラジコンボート散布専用
剤です。

ノビエを始め広葉及びカヤツリグサ科など幅広い雑草に効果を示す２成分の除草剤です。
SU抵抗性雑草に対しても効果を示します。高葉齢（３葉期）のノビエにも高い効果を示
します。ピラクロニルの作用で効果発現が早い除草剤です。

てんさいの生育期処理除草剤です。３種類の有効成分の相乗作用により、イネ科、広葉雑
草、ツユクサ等、幅広い雑草に効果を示します。低水量で使用できますので、作業効率が
高くなります。

一年生雑草（イネ科・広葉）に有効な薬剤です。土壌処理および茎葉処理（小麦３葉期ま
で）が可能で、雑草の発生状況、作業状況に合わせて、幅広い時期でご使用いただけます。
スズメノカタビラに対して、土壌処理だけでなく茎葉処理でも安定した効果を示します。
計量・調製のしやすい白色の液状製剤です。

軽良培土かけ土用は水稲育苗に適した pH４．５～５．０に調整してあります。粉粒状なので透
水性が良く、それぞれの育苗形式の播種プラントに使用できます。無肥料ですので床土に
は使用できません。

水稲育苗用の床土で、稚苗・中苗用箱マットでの、すじまき・ばらまき用に適した粉粒状
の培土です。pHは育苗に適した４．５～５．０に調整してあります。また、従来の製品より軽
く、持ち運びが大変楽になっています。

軽良培土成苗用は粉粒状で成苗ポット、ポットシート及び型枠に適した培土です。pHは
育苗に適した４．５～５．０に調整してあり、播種プラントの適応性に優れています。

製品名（農薬・培土）

ゲットアウトWDG

トクチオン乳剤

ウララDF

バイデート L粒剤

ランマンフロアブル

モンセレン顆粒水和剤

フロンサイド水和剤

ウリホスフロアブル

メガゼータフロアブル

ベタダイヤA乳剤

ガルシアフロアブル

軽良培土かけ土用

軽良培土マット用

軽良培土成苗用

用 途

殺虫剤

殺菌剤

除草剤

培土

い ち ご 取 扱 品 種

特 長

育種：ホクサン�、「エッチエス－１３８（夏実）」×同選抜系統「HKW－０２］
やや丸みを帯びた果形で光沢があり、果皮、果肉がやや硬い。業務用適正に優れ食味も良
好。道内及び府県の端境期に出荷が可能。「エッチエス－１３８」より１果重が大きい。

育種：ホクサン�、選抜系統「HS４２」×「盛岡１６号］
果形光沢に優れ、果皮、果肉がやや硬い。洋菓子、ケーキ用、その他業務用として最適。
道内及び府県の端境期に出荷が可能。花房数がやや多く果数型の品種。

育種：道立道南農業試験場、「きたえくぼ」×「とよのか」
果形光沢に優れ外観品質が良い。「きたえくぼ」と同等の日持ち性があり、上物率は「宝
交早生」［来たえくぼ］より高く、平均１果重も重いが［きたえくぼ」に比べ果数が少な
いためやや収量は劣る。うどんこ病、萎凋病、萎黄病に強い。

製品名（イチゴ）

すずあかね

エッチエス－１３８

（夏実）

けんたろう

作型・用途

夏秋どり

業務用

夏秋どり

業務用

全作型

生食用、業務用
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北
海
道
農
業
に
貢
献
す
る
営
業
普
及
体
制

弊
社
の
目
標

営
業
活
動
で
は
、
長
年
築
き
上
げ
た
営
業
基
盤
を
背
景
に
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
最
新
の
農
業
情
報
を
提
供
し
、
農
業
生
産
者
の
視
点

に
立
っ
た
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
弊
社
普
及
ス
タ
ッ
フ

は
、
適
切
な
農
薬
の
選
択
並
び
に
使
用
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
安
全
な

農
産
物
の
生
産
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
農
家
と
の
よ
り
密
接
な
情

報
交
換
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
べ
く
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
ユ
ー
ザ
ー

の
意
見
を
製
品
開
発
及
び
普
及
に
反
映
さ
せ
、
各
地
域
の
人
が
意
見
交
換

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
北
海
道
農
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

弊
社
は
次
の
三
つ
を
経
営
方
針
と
し
て
掲
げ
て
社
員
一
丸
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

・
北
海
道
の
農
家
と
農
業
に
貢
献
す
る
会
社
で
あ
り
た
い
。

・
再
投
資
の
た
め
の
適
正
な
利
益
を
計
上
す
る
会
社
で
あ
り
た
い
。

・
社
員
に
と
っ
て
働
き
甲
斐
の
あ
る
会
社
で
あ
り
た
い
。

創
業
時
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
継
ぎ
、
北
海
道
の
農
業
と
農
家
に
貢
献
す
る
会

社
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
自
己
研
磨
を
重
ね
、「『
北
海
道
農
家
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
』
�

１
」
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
「
ホ
ク
サ

ン
」
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
五
年
五
月
十
五
日
、
新
北
海
道
農
業

発
達
史
の
主
な
執
筆
者
の
先
生
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
発
刊
後
間
も
な
い
現
在
の
心
境
な

ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出

席

者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

太
田
原

高

昭

稲
作
、
園
芸
作
担
当

黒

河

功

（
司
会
）
畑
作
担
当

長

尾

正

克

畑
作
担
当

飯

澤

理
一
郎

園
芸
作
担
当

土

井

時

久

酪
農
担
当

黒

澤

不
二
男

肉
用
牛
、
肉
豚
担
当

岩

崎

徹

馬
産
担
当

「
新
発
達
史
」
刊
行
の
き
っ
か
け

黒

河

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
本
題
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一

点
目
は
執
筆
作
業
を
終
え
て
の
現
在
の
感
想
、
手

応
え
・
反
響
、
苦
労
話
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
二
点
目
と
し
て
担
当
部
門
の
ベ
ク
ト
ル

と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
三
点
目
と
し
て
、
制
約
条

件
・
問
題
点
・
懸
念
材
料
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
北
海
道
農
業
の
可
能
性
や
期
待
す
る
こ
と
を
お

話
し
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
太
田
原
先
生
に
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
一

回
の
寄
稿
の
中
で
も
触
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
「
新
北
海
道
農
業
発
達
史
」
を
書
こ

う
と
し
た
動
機
も
含
め
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

太
田
原

私
は
か
な
り
以
前
か
ら
我
々
の
世
代

で
「
北
海
道
農
業
発
達
史
」
第
�
部
を
書
き
た
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
自
分
も
暇
に
な
っ
た

し
、
仲
間
も
大
体
取
り
組
め
る
体
制
に
な
っ
た
し
、

な
る
べ
く
現
役
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
同
志
の
皆
さ
ん
が
快
く
引
き
受
け
て

く
れ
て
、
し
か
も
全
力
投
球
し
て
い
た
だ
い
て
、

自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
い
い
も
の
が
で
き
た

な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

反
響
で
す
が
、
発
刊
し
て
ま
だ
間
が
無
い
ん
で
、

読
ん
で
ど
う
だ
っ
た
と
い
う
の
は
一
〇
月
過
ぎ
以

降
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
大
概
は
一
〇
ペ
ー

ジ
読
ん
だ
よ
と
い
う
段
階
で
礼
状
が
来
る
の
で
す

が
、
中
に
は
大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
読
め
た
よ
と

言
わ
れ
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
北
海
道
農
業
は

新
北
海
道
農
業
発
達
史
の
発
刊
を
終
え
て

第

二

回

シシリリーーズズ
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い
ろ
い
ろ
辛
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に

は
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
こ
う
と
何
度
も
申

し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
頑
張
っ
て
き

た
人
た
ち
の
努
力
に
報
い
る
方
法
だ
ろ
う
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
い
う

と
、
米
は
ど
ん
底
か
ら
頂
点
ま
で
這
い
上
が
っ
た

と
い
う
非
常
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
い
ま
す
。
優
れ
た
米
の
産
地
と
い
う
の
は
特
Ａ

ク
ラ
ス
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
品
揃
え
で
す
ね
。
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
う
ま
い

米
を
つ
く
る
と
同
時
に
業
務
米
か
ら
加
工
米
、
も

ち
米
、
酒
米
ま
で
セ
ッ
ト
で
揃
え
る
、
卸
が
大
型

化
す
る
に
つ
れ
て
そ
う
い
う
注
文
が
増
え
て
お
り
、

そ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
の
が
優
れ
た
産
地
で
あ
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
北
海
道
は
そ
う
い
う
産
地
に
な
っ

て
い
て
そ
の
意
味
で
�
１
で
す
ね
。
新
潟
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
偏
重
し
す
ぎ
て
お
り
、
高
級
米
が
余
っ

て
き
て
、
一
方
で
業
務
米
と
か
に
応
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
偏
頗
な
産
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
反
省
が
あ
る
ら
し
い
。

畑
輪
作
確
立
の
軌
跡

長

尾

畑
作
の
執
筆
担
当
者
は
、
小
麦
、
て

ん
菜
、
豆
類
、
馬
鈴
薯
ご
と
に
担
当
者
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
私
の
コ
メ
ン
ト
は
黒
河
所
長
と
一
緒

に
と
り
ま
と
め
た
総
論
に
該
当
す
る
「
畑
作
の
政

策
と
構
造
」
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
の
感
想
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
が

学
校
を
卒
業
し
、
北
海
道
立
農
業
試
験
場
の
経
営

部
に
就
職
し
た
の
が
一
九
六
四
年
で
す
か
ら
、
今

回
の
対
象
期
間
で
あ
る
一
九
六
〇
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
の
五
〇
年
間
の
う
ち
、
ほ
ぼ
四
六
年
間
は
私

が
北
海
道
畑
作
と
関
わ
っ
て
い
た
期
間
と
い
う
こ

と
で
、
当
時
私
達
が
体
験
し
た
畑
作
農
業
の
実
態

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
楽
し
く
筆
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
反
響
と
し
ま
し
て
は
、
か
な
り

不
安
で
し
た
が
大
先
輩
や
若
手
の
一
部
研
究
者
か

ら
は
、
身
に
余
る
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
や
や
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
点
の
畑
作
部
門
の
ベ
ク
ト
ル
問
題
で
す
。

現
在
北
海
道
畑
作
の
主
要
品
目
は
小
麦
・
て
ん
菜

・
豆
類
・
馬
鈴
薯
の
畑
作
四
品
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
畑
作
農
家
の
作
付
体
系
は
、
歴
史
的
に

は
機
械
化
の
進
展
に
伴
い
、
経
営
の
単
純
化
に

よ
っ
て
、
こ
の
四
品
の
輪
作
に
よ
る
作
付
体
系
が

形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
畑
作
四
品
と
一
部

緑
肥
休
閑
作
に
よ
る
地
力
維
持
の
た
め
の
輪
作
を

考
慮
す
る
と
、
今
後
の
畑
作
に
お
け
る
家
族
経
営

の
適
正
規
模
は
、
三
〇
ha
〜
五
〇
ha
規
模
で
、
こ

れ
が
北
海
道
畑
作
の
ベ
ク
ト
ル
で
す
。

第
三
点
は
、
北
海
道
畑
作
の
懸
念
材
料
に
つ
い

て
で
す
。
こ
れ
は
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
交
渉
決
着
に
よ
る
、
ガ
ッ
ト
農
業
協
定
の
履
行

問
題
で
す
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
政
府
は
こ
れ

ま
で
輸
入
障
壁
や
高
関
税
で
北
海
道
産
農
産
物
を

長尾 正克
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保
護
し
て
き
ま
し
た
が
、
ガ
ッ
ト
農
業
協
定
に
よ

り
保
護
水
準
を
低
下
さ
せ
た
結
果
、
畑
作
農
家
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
加

え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
伴
う
農
産
物
の
さ
ら
な
る

輸
入
自
由
化
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
畑
作
四
品
に
よ

る
輪
作
体
系
が
乱
れ
、
畑
作
農
業
が
崩
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

黒

河

畑
作
編
の
み
総
論
を
設
け
た
の
は
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
と
機
械
の
大
型
化
を
意
識

し
な
け
れ
ば
畑
作
全
般
を
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
い
れ
た
の
で
し
た
。

太
田
原

今
後
、
書
評
な
ど
で
注
目
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
は
適
正
規
模
論

で
す
。

耕
作
規
模
が
一
〇
〇
ha
と
か
一
五
〇
ha
と
か
ま

で
き
て
い
ま
す
が
、
輪
作
が
崩
れ
て
き
て
お
り
、

せ
っ
か
く
確
立
し
た
四
年
輪
作
が
う
ま
く
回
転
す

る
の
は
今
の
機
械
化
段
階
で
は
五
〇
ha
ま
で
で

あ
っ
て
、
一
〇
〇
ha
く
ら
い
に
な
る
と
麦
過
作
と

な
り
、
輪
作
が
崩
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
は
重

要
な
指
摘
で
す
。

園
芸
作
興
隆
の
背
景

飯

澤

園
芸
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
急

速
に
発
展
し
て
き
た
軟
弱
野
菜
と
花
卉
が
あ
り
、

今
や
野
菜
は
米
を
抜
い
て
生
産
額
で
は
ト
ッ
プ
に

な
っ
た
。
北
海
道
に
お
い
て
、
大
規
模
化
の
流
れ

の
中
で
、
超
集
約
的
な
野
菜
生
産
が
似
つ
か
わ
し

い
か
否
か
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
っ
た
。
他
方
、

果
樹
は
七
〇
年
代
ま
で
を
ピ
ー
ク
に
労
働
力
不
足
、

農
薬
散
布
の
ス
プ
レ
ー
ヤ
以
外
ほ
と
ん
ど
機
械
化

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
後
退
し
て
お
り
、

対
極
に
あ
る
こ
の
二
つ
の
分
野
を
園
芸
と
言
う
こ

と
で
一
括
り
に
す
る
の
は
大
変
な
作
業
で
あ
り
ま

し
た
。
花
と
か
野
菜
と
か
に
つ
い
て
は
、
と
に
か

く
デ
ー
タ
が
な
く
、
過
去
に
つ
い
て
は
類
推
的
な

考
察
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
苦
労
し
ま
し
た
。
調
査

の
過
程
で
、
園
芸
作
に
つ
い
て
の
研
究
者
が
少
な

い
こ
と
も
感
じ
、
研
究
者
を
養
成
し
、
研
究
体
制

を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

太
田
原

米
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
野
菜
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
の
発

達
と
し
て
押
さ
え
な
い
と
発
展
が
見
え
て
こ
な
い

で
す
よ
ね
。
畑
作
酪
農
地
帯
に
お
い
て
は
、
四
年

輪
作
か
ら
野
菜
を
取
り
入
れ
た
五
年
輪
作
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
の
か
ど
う
か
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
。大

躍
進
酪
農
の
こ
れ
か
ら
の
姿

土

井

我
々
は
農
基
法
以
降
か
ら
入
っ
て

い
っ
た
の
で
、
昭
和
二
〇
年
か
ら
三
五
年
ま
で
の

土
地
制
度
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
と
り
わ
け
、
北
海
道
の
特
殊

飯澤理一郎
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事
情
と
し
て
の
農
地
改
革
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

整
理
さ
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が

し
て
、
今
後
、
改
め
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
村
社
会
学
の
某
研
究
者
か
ら
は
、
目
次
を
見

て
、
農
村
社
会
の
仕
組
み
の
変
化
に
つ
い
て
は
ど

う
さ
れ
た
の
か
と
い
う
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、

課
題
設
定
か
ら
外
れ
て
い
る
と
し
か
答
え
ら
れ
な

い
。私

自
身
の
感
慨
と
し
て
は
、
北
海
道
酪
農
は
よ

く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
、
反
面
、
撤
退
し
て
い
っ
た

酪
農
家
の
皆
さ
ん
の
無
念
を
感
じ
ま
す
。

第
二
次
構
造
改
善
事
業
で
清
水
の
舞
台
か
ら
飛

び
降
り
る
気
持
ち
で
大
投
資
を
し
た
農
家
の
明
暗

が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
前
後
で
別
れ
、
負
債
の

負
担
が
倍
ほ
ど
も
違
い
、
そ
の
あ
た
り
を
も
っ
と

書
き
た
か
っ
た
な
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
酪
農
は
国
内
で
は
南
北
問
題
、
国
際
的

に
は
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
板
挟
み

で
足
踏
み
を
強
い
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
き
た
と
改
め

て
思
い
ま
す
。

適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
二
一
世
紀

酪
農
を
明
示
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
搾
乳
牛
一
〇

〇
頭
以
上
で
家
族
労
働
で
の
経
営
可
能
な
機
械
化

と
い
う
の
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
は
部
分
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
資
本

装
備
を
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
い
い
の
か
。
現
在
の
百

数
十
頭
規
模
を
大
き
く
超
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ

は
か
な
り
難
し
い
問
題
で
企
業
的
な
酪
農
に
と
っ

て
替
わ
り
、
二
四
時
間
搾
乳
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
み
ら
れ
る
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
・

フ
ァ
ー
マ
ー
が
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
好
ま
し
い
姿
で
は
な
い
が
、
そ
ん

な
も
の
が
浮
か
ん
で
く
る
の
が
今
の
心
境
で
す
。

系
統
事
業
展
開
と
共
に
歩
ん
だ養

豚
・
肉
牛

黒

澤

太
田
原
さ
ん
の
話
で
、
や
ら
ん
か
と

言
わ
れ
た
時
に
私
は
積
極
的
な
賛
意
を
表
し
た
と

「
地
域
と
農
業
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

は
消
極
的
な
賛
同
の
意
を
表
し
た
の
で
す
。
と
い

う
の
は
、
当
時
、
い
ろ
い
ろ
事
業
を
抱
え
て
お
り
、

後
で
や
れ
ば
い
い
や
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

肉
牛
と
養
豚
二
つ
担
当
し
た
の
は
か
な
り
重
く
、

肉
牛
だ
け
見
て
も
乳
雄
と
専
用
種
で
は
か
な
り
性

格
が
違
い
、
作
目
と
し
て
は
二
つ
に
相
当
し
、
後

で
後
悔
し
ま
し
た
。

太
田
原
さ
ん
が
言
っ
た
、
歴
史
を
書
く
と
い
う

こ
と
自
体
の
難
し
さ
を
後
に
な
っ
て
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
全
国
と
北
海
道
の
関

係
を
ど
う
す
る
か
、
北
海
道
は
単
独
に
あ
る
わ
け

で
は
な
く
全
国
の
中
の
構
成
要
素
で
も
あ
る
し
異

質
な
も
の
も
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
れ
く
ら
い

に
割
り
振
る
か
悩
ん
だ
し
、
振
り
返
る
と
未
消
化

の
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

土井 時久
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ま
た
、
到
達
点
を
ど
こ
に
置
く
か
相
当
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
農
基
法
か
ら
と
決
ま
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
書
き
上
げ
ら
れ
な

い
も
の
だ
か
ら
期
限
が
ず
ん
ず
ん
ず
れ
て
い
き
、

そ
の
間
、
見
逃
せ
な
い
エ
ポ
ッ
ク
が
次
々
出
て
き

て
、
ど
こ
ま
で
書
い
た
ら
い
い
ん
だ
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
に
陥
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
デ
ー
タ
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
産
地
移

動
を
表
そ
う
と
し
た
ら
、
市
町
村
統
計
を
平
成
一

八
年
に
国
が
止
め
た
た
め
、
統
計
値
の
欠
測
に
出

く
わ
し
、
苦
慮
し
ま
し
た
。

豚
も
肉
牛
も
個
別
農
家
の
動
き
だ
け
で
は
な
く
、

北
海
道
で
は
特
に
農
協
系
統
の
事
業
展
開
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
発
達
史
は
系
統
団
体

の
業
務
展
開
史
に
か
な
り
近
い
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
と
着
目
し
、
そ
れ
な
ら
ホ
ク
レ
ン
の
六
〇
年
史
、

七
〇
年
史
、
八
〇
年
史
、
九
〇
年
史
を
ず
ー
っ
と

ト
レ
ー
ス
し
た
ら
非
常
に
通
り
の
い
い
も
の
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
克
明
に
読
ん
だ
の
で
す
が
、

実
は
ホ
ク
レ
ン
の
年
史
も
書
く
時
期
で
書
く
人
が

違
う
の
で
、
ず
う
っ
と
一
本
の
線
で
繋
が
ら
な
い

ん
で
す
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
次
元
が
違
い
、
こ
の
辺
も

苦
労
し
た
点
で
す
。

最
後
に
、
な
か
な
か
原
稿
書
き
に
着
手
で
き
ず
、

だ
ん
だ
ん
追
い
つ
め
ら
れ
て
き
て
、
六
ヵ
月
位
前

に
な
っ
て
、
真
剣
に
な
っ
て
書
き
ま
し
た
が
、
焦

り
が
出
て
、
帯
状
疱
疹
が
出
る
な
ど
辛
か
っ
た
で

す
ね
。
見
直
し
を
人
に
頼
も
う
と
思
い
ま
し
た
が

養
豚
の
分
野
は
あ
ま
り
研
究
者
が
い
な
く
て
、
肉

牛
は
後
に
な
り
わ
か
っ
た
の
で
す
が
東
京
農
大
の

長
澤
さ
ん
な
ど
が
肉
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
研
究
を
や
っ

て
お
り
、
相
談
し
た
り
入
っ
て
貰
え
ば
よ
か
っ
た

と
後
悔
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
基
地
建
築
事

業
の
失
敗
事
例
を
七
戸
さ
ん
と
共
同
で
調
査
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

土

井

酪
農
を
担
当
し
て
い
た
が
、
個
体
販

売
、
乳
雄
肥
育
、
乳
肉
複
合
経
営
を
ど
う
し
た
ら

い
い
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

黒

澤

そ
の
点
で
悔
い
は
い
ろ
い
ろ
残
っ
て

い
ま
す
。

土

井

根
釧
に
乳
雄
仔
牛
の
市
場
が
あ
っ
て
、

価
格
が
暴
落
す
る
と
酪
農
家
が
腹
を
立
て
て
川
に

仔
牛
を
投
げ
て
帰
っ
て
き
た
、
と
い
う
描
写
も
欲

し
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね

地
域
文
化
、
他
産
業
と
の
マ
ッ
チ
が

馬
産
の
課
題

岩

崎

正
直
、
執
筆
を
終
え
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
書
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
今
ま
で
、
軽
種
馬
や
馬
産
地
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
書
い
て
き
ま
し
た
が
歴
史
的
に
振
り

黒澤不二男
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返
っ
て
み
る
と
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

馬
産
を
書
け
と
言
わ
れ
た
時
は
、
軽
種
馬
だ
け

や
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
農
用
馬

を
除
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
気
づ
き
、
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
戦
後
、
馬
産
は
農
政
の
対
象
か
ら
外
れ
ま

し
た
の
で
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
と
、
農

水
省
や
道
庁
に
も
農
用
馬
の
担
当
者
は
一
人
し
か

い
な
い
。
統
計
上
、
農
用
馬
の
定
義
は
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
り
、
一
貫
性
が
な
い
の
で
す
。
戦
前

に
は
約
一
五
〇
万
頭
の
馬
が
い
た
の
で
す
が
、
現

在
は
約
九
万
頭
し
か
い
な
い
。
戦
前
の
農
耕
馬
は

家
族
も
同
然
、
軍
馬
は
あ
る
意
味
人
間
よ
り
大
事
、

そ
う
い
う
感
じ
で
し
た
が
戦
後
は
衰
退
の
一
途
を

辿
り
ま
し
た
。
し
か
し
全
国
的
に
は
、
馬
は
急
減

し
た
の
で
す
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
十
勝
ペ

ル
に
よ
っ
て
新
し
い
畑
作
作
業
体
系
を
作
り
、
農

用
馬
産
は
盛
り
返
し
た
の
で
す
よ
ね
。
こ
の
辺
は

調
べ
て
み
て
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
点
で
す
。

次
に
出
版
し
て
か
ら
の
反
響
で
す
。
馬
の
関
連

団
体
や
生
産
者
へ
の
取
材
の
過
程
で
、『
発
達

史
』
が
で
き
た
ら
抜
き
刷
り
が
欲
し
い
と
い
う
要

請
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
私
は
抜
き
刷
り
を
一

五
〇
部
作
り
送
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
約
三
〇

人
か
ら
手
紙
・
葉
書
、
メ
―
ル
で
礼
状
を
頂
き
ま

し
た
。
農
水
省
と
道
庁
、
特
に
日
高
な
ど
の
振
興

局
か
ら
は
馬
産
地
の
将
来
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
関
す
る
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
馬
産
を
地

域
文
化
・
地
域
産
業
と
し
て
、
他
の
産
業
と
ど
う

マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。
ま
た
、
研

究
者
や
競
馬
ラ
イ
タ
―
か
ら
の
反
響
は
、
競
馬
と

馬
産
地
の
関
係
を
歴
史
的
に
よ
く
ま
と
め
て
く
れ

た
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
馬
産
地
が

こ
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
軽
種
馬
生
産
の
特
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
ま
と
め
る
と
、
日
高
、
家
族
、
専
業
経
営
な
の

で
す
よ
。
世
界
に
軽
種
馬
専
門
農
協
が
あ
る
の
は

日
本
だ
け
で
す
。
外
国
に
は
農
民
経
営
、
家
族
経

営
は
少
な
い
し
、
ま
し
て
専
業
的
に
し
か
も
自
己

馬
中
心
に
飼
養
し
て
い
る
経
営
は
な
い
。
外
国
の

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
生
産
は
基
本
的
に
道
楽
や
趣
味
で
、

競
馬
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
貴
族
の
、
ア
メ
リ
カ
は
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
の
遊
び
で
あ
り
、
日
本
は
大
衆
競
馬
で

す
。
東
京
な
ど
の
全
国
の
競
馬
フ
ァ
ン
が
馬
産
地

を
訪
ね
て
く
る
と
い
う
文
化
は
日
本
に
し
か
な
い
。

そ
の
日
高
が
馬
産
地
と
し
て
特
化
し
、
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
経
済
に
な
っ
た
た
め
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
経
済

の
弱
さ
が
二
一
世
紀
に
な
っ
て
も
ろ
に
出
て
く
る

訳
で
す
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
書
き
終
え
て
感
じ

た
こ
と
は
、
馬
産
は
農
業
経
営
な
の
か
、
企
業
経

営
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
族
経
営
中
心
に

広
が
っ
た
軽
種
馬
生
産
が
、
今
や
社
台
グ
ル
ー
プ

と
い
う
マ
ン
モ
ス
企
業
を
出
現
さ
せ
、
対
照
的
に

日
高
家
族
経
営
が
衰
退
し
た
。
し
か
し
、
日
本
競

馬
の
発
展
に
日
高
・
家
族
経
営
の
果
た
し
た
役
割

は
大
き
い
。
減
反
を
機
に
日
高
地
方
に
馬
産
地
、

馬
産
経
営
が
で
き
て
、
日
本
の
馬
産
が
質
・
量
と

岩崎 徹
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も
発
展
し
、
世
界
に
冠
た
る
日
本
競
馬
を
作
っ
て

き
た
、
そ
の
礎
を
作
っ
た
の
が
日
高
家
族
経
営

だ
っ
た
。
僕
が
軽
種
馬
研
究
を
始
め
た
三
〇
年
前

の
日
本
は
競
馬
二
・
三
流
国
だ
っ
た
。
今
は
間
違

い
な
く
一
流
国
で
す
。
内
部
に
格
差
を
抱
え
な
が

ら
一
流
国
で
す
。

先
程
来
の
適
正
規
模
と
い
う
観
点
か
ら
、
軽
種

馬
経
営
も
家
族
経
営
の
良
さ
が
ど
う
生
か
せ
る
の

か
が
課
題
で
す
。
企
業
経
営
と
比
べ
た
ら
、
資
金

力
、
情
報
力
で
劣
る
の
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、

家
族
経
営
が
地
域
的
に
協
同
・
協
調
し
て
新
し
い

産
地
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
高
の

人
た
ち
は
身
の
丈
を
超
え
た
企
業
経
営
を
追
い
か

け
て
い
る
の
で
す
よ
。
今
後
の
日
高
は
、
モ
ノ
カ

ル
チ
ャ
経
済
を
打
破
し
て
、
如
何
に
地
域
の
産
業

・
文
化
と
結
び
つ
け
て
地
域
的
に
多
角
・
複
合
経

営
と
し
て
組
織
化
、
六
次
産
業
化
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

規
模
拡
大
と今

後
の
土
地
利
用
の
あ
り
方

黒

河

岩
崎
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
馬
産
に

つ
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
家
族
経
営
で
あ
っ
た

と
し
て
も
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
で
は
な
く
複
合
経
営
だ

と
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
の
分
野
の

方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
太
田
原
先
生

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
原

畜
産
の
お
三
方
に
共
通
し
て
い
た
の

は
、「
家
族
経
営
と
企
業
経
営
の
間
」
と
い
う
問

題
で
す
よ
ね
、
今
専
門
家
た
ち
の
農
業
の
中
心
課

題
も
家
族
経
営
、
戦
後
自
作
農
は
も
う
駄
目
で
、

こ
れ
か
ら
は
も
う
企
業
だ
、
そ
こ
に
絞
っ
て
支
援

を
し
て
い
く
と
い
う
話
に
な
っ
て
お
り
、
一
番
規

模
を
拡
大
し
て
き
た
北
海
道
農
業
を
ま
と
め
た
わ

れ
わ
れ
が
そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
問
題
を
提
起
す
る

か
で
し
ょ
う
ね
。

黒

河

畑
作
で
は
四
作
で
輪
作
が
確
立
さ
れ

た
と
い
う
話
で
し
た
が
、
こ
れ
で
固
定
化
さ
れ
た

と
い
う
意
味
合
い
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

方
向
と
し
て
先
ほ
ど
野
菜
を
絡
め
た
五
作
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
む
か
し
の
野
菜
作
の
よ
う

な
い
わ
ゆ
る
小
規
模
に
囲
い
込
ん
だ
園
地
を
、
土

地
利
用
展
開
に
お
け
る
本
流
で
あ
る
一
般
畑
作
に

よ
る
耕
地
利
用
に
ミ
ッ
ク
ス
す
る
に
は
工
夫
が
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
は
今
、
家
族
経
営
と

企
業
経
営
の
間
に
い
る
と
い
う
ん
で
す
け
ど
、
さ

ら
に
規
模
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
土
地
利
用
か
ら
言

え
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
複
合
化
・
組
織
化
と
い

う
の
を
い
か
に
具
現
化
・
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と

が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

黒河 功
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太
田
原

家
族
経
営
云
々
と
い
う

の
は
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
ん
で
、
そ

の
前
に
、
輪
作
の
問
題
で
す
が
、
こ

の
前
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
、
ド
イ
ツ
の

輪
作
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
聞
い

た
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し

た
ん
で
す
け
ど
、
小
麦
、
大
麦
、
と

う
も
ろ
こ
し
な
ん
で
す
。
全
部
穀
物

で
問
題
が
出
な
い
の
と
聞
い
た
ら
、

問
題
が
出
た
ら
休
閑
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
普
通
は
三
作
で
回
し
て
い
る
。

改
め
て
北
海
道
は
す
ご
い
な
と
、
全

部
役
割
が
あ
る
訳
で
し
ょ
。
イ
モ
と

ビ
ー
ト
は
寒
冷
地
作
物
で
冷
害
に
強

い
、
麦
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ

で
雑
草
を
除
き
、
豆
は
窒
素
肥
料
を

提
供
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
一

巡
す
る
た
び
に
地
力
が
増
す
。
世
界

的
に
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
十
勝
型
の
輪
作
が
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
評
価
さ
れ
て
い

る
の
か
。
昔
は
農
法
論
が
盛
ん
だ
っ

た
け
ど
、
今
は
な
い
で
す
ね
。

黒

河

イ
ギ
リ
ス
の
輪
作
の
原
型
は
小
麦
、

大
麦
、
赤
ク
ロ
ー
バ
ー
、
カ
ブ
さ
ら
に
そ
の
上
に

酪
農
畜
産
が
の
っ
か
っ
て
い
ま
す
。
耕
種
と
畜
種

が
合
わ
さ
っ
た
形
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
で
は
そ
の
ち
ょ
っ
と
手
前
で
、
畜
産
と
い
う
作

目
が
残
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
一
〇
〇
ha
規
模
の
畑

作
は
長
尾
理
論
で
は
そ
れ
は
無
理
だ
と
い
う
話
で

あ
れ
ば
、
五
〇
ha
は
三
作
あ
る
い
は
四
作
の
畑
作

物
と
し
て
、
残
り
の
五
〇
ha
は
休
閑
で
い
く
し
か

な
い
。
休
閑
だ
っ
た
ら
勿
体
な
い
か
ら
畜
産
が

く
っ
つ
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
一
戸
の
農
家
で

完
結
で
き
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
地
域
的

複
合
・
組
織
型
農
業
に
な
る
の
か
、
長
い
目
で
い

ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

太
田
原

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
テ
レ
ビ
の
解
説
で
も

輪
作
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
農
業
の
内
部
結
合

と
い
う
か
合
理
性
の
追
求
が
あ
っ
て
、
市
場
条
件

だ
け
で
判
断
さ
れ
る
の
は
困
る
と
い
う
の
を
、
国

－ 61 －



民
的
常
識
と
し
て
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
非
常

に
大
き
な
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長

尾

ビ
ー
ト
は
収
益
性
が
落
ち
て
き
て
い

て
、
生
産
性
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
長
芋
を
取
り

入
れ
る
と
な
る
と
作
業
時
期
が
重
な
り
、
重
労
働

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
作
付
け
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
輪
作
の
危
機
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
野
菜
作
の
展
開
に
つ
い
て

黒

河

畑
作
は
苦
労
し
な
が
ら
機
械
化
に
乗

る
形
で
や
っ
て
き
た
が
、
一
方
で
野
菜
は
北
海
道

で
は
ど
う
な
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
や
売
り

上
げ
で
は
で
か
い
柱
に
な
っ
た
。
野
菜
に
も
い
ろ

い
ろ
種
類
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
北
海
道
で
の
野
菜

作
の
可
能
性
、
限
界
と
い
う
点
で
は
ど
う
で
す

か
？

飯

澤

経
済
的
に
非
常
に
大
き
な
作
物
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
農
家
経
営
が
全
体
的
に
規

模
拡
大
に
進
ん
で
い
る
の
で
他
の
作
業
と
兼
ね
合

い
を
持
ち
な
が
ら
野
菜
作
作
業
を
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
か
な
り
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
一
方
で
は

企
業
型
で
野
菜
専
作
経
営
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
他
方
で
は
、
出
面
が
枯
渇
す
る
中
で
、
労

働
力
が
不
足
し
て
き
て
い
ま
す
。
仕
方
な
く
、
派

遣
に
頼
り
ま
す
が
、
派
遣
は
一
定
し
な
い
。
作
業

工
程
を
す
ご
く
細
か
く
分
割
し
て
、
例
え
ば
除
草

す
る
グ
ル
ー
プ
、
外
の
作
業
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
と

分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
経
験
者
を
つ

け
て
や
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
と
言
う
。
大
規
模
経
営
は
労
働
力
的
な
面

か
ら
懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

長

尾

畑
作
の
経
営
に
野
菜
を
入
れ
る
と
い

う
の
は
、
作
物
の
組
み
作
業
に
人
数
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
し
か
も
か
な
り
手
練
れ
の
人

夫
さ
ん
を
集
め
よ
う
と
す
る
と
常
雇
に
近
い
待
遇

を
し
な
い
と
確
保
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
人
た
ち

の
た
め
に
仕
事
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
今
ま
で
家
族
の
労
働
力
で
足
り
て
い
た
も

の
が
、
婆
ち
ゃ
ん
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
か
で
労

働
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
労
働
を
固
定
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
野
菜
が
入
っ
て
く

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

黒

澤

畑
作
経
営
が
野
菜
を
導
入
す
る
の
と

野
菜
作
経
営
が
一
般
畑
作
を
つ
く
る
の
と
境
目
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
選
択
す
べ
き
作
目
と

し
て
割
り
切
っ
て
考
え
て
い
る
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。
野
菜
の
場
合
は
、
露
地
野
菜
を
人
参
な
ど
の

よ
う
に
大
規
模
に
や
る
か
、
よ
り
集
約
的
な
ハ
ウ

ス
の
作
型
を
細
か
く
区
切
っ
た
形
で
手
間
は
も
の

す
ご
く
か
か
る
が
、
単
位
当
り
の
収
益
を
上
げ
る

も
の
に
特
化
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

飯

澤

請
け
負
っ
て
い
る
の
は
建
設
会
社
で
、

冬
場
の
除
雪
が
主
な
仕
事
な
ん
で
す
が
、
除
雪
っ

て
も
の
す
ご
い
熟
練
労
働
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
オ

ペ
レ
タ
ー
を
確
保
し
て
お
か
な
か
っ
た
ら
困
る
の
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で
農
作
業
の
請
負
が
夏
場
の
就
業
の
場
と
な
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

展
開
の
鍵
と
な
る
労
働
力
調
達

太
田
原

そ
う
い
う
形
で
、
地
域
経
済
の
中
で

労
働
力
問
題
が
解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
展

望
と
し
て
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

黒

澤

葉
物
と
か
軟
弱
野
菜
な
ど
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
を
シ
ス
テ
ム
的
に
メ
ン
バ
ー
登
録
を

し
て
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制
で
上
手
く
回
転
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

太
田
原

酪
農
の
場
合
は
中
国
の
研
修
生
を
何

人
確
保
す
る
か
で
規
模
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
ね
。

土

井

家
族
労
働
力
プ
ラ
ス
不
足
分
を
ど
う

確
保
す
る
か
調
べ
た
か
っ
た
ん
で
す
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

一
五
〇
頭
以
上
の
搾
乳
牛
と
な
っ
て
く
る
と
農

業
実
習
生
二
人
か
ら
三
人
を
実
質
的
低
賃
金
、
常

雇
労
働
力
と
し
て
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
つ

ま
で
続
く
か
は
見
当
が
つ
か
な
い
で
す
。

太
田
原

そ
う
い
う
労
働
力
の
供
給
が
切
れ
て
、

野
菜
み
た
い
に
地
域
循
環
の
中
で
や
っ
て
い
く
と

し
て
も
賃
金
水
準
は
全
然
合
わ
な
い
で
す
よ
ね
。

長

尾

地
域
循
環
型
が
断
た
れ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
を
も
う
一
回
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
？

黒

澤

賃
金
水
準
の
話
だ
け
ど
、
一
般
企
業

の
農
業
参
入
の
話
が
あ
っ
て
地
域
農
研
で
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
労
働
力
派
遣
の
調
査
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
ど
う
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
の
は
土
建
業
と
賃
金
水
準
が
合
わ
な
い
。

土
建
業
が
こ
れ
だ
け
不
況
業
種
に
な
っ
て
も
ま
だ

農
業
よ
り
高
い
。
こ
の
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
以

上
、
絵
に
か
い
た
よ
う
な
農
業
と
他
産
業
が
連
携

し
て
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。

太
田
原

こ
れ
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
結
論
は
出
さ
な
い
ま
で
も
、
こ
ん
な
大
き

な
問
題
が
出
て
き
て
い
る
よ
と
き
ち
ん
と
記
録
に

留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
研
究
者
を
も
っ
と
増
や

す
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

北
海
道
の
担
い
手
の
存
在
状
態
に
つ
い
て

太
田
原

担
い
手
の
面
で
い
う
と
、
今
回
自
分

で
一
つ
の
発
見
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
農
業
労
働

構
成
で
い
う
と
、
全
国
的
に
は
明
ら
か
に
昭
和
一

桁
を
頂
点
に
す
る
き
の
こ
型
な
ん
で
す
が
、
北
海

道
は
き
れ
い
な
壺
型
で
、
団
塊
の
世
代
と
そ
の
次

の
世
代
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
団
塊
の
世
代

太田原高昭
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は
ま
だ
六
〇
代
だ
し
、
そ
の
次
の
世
代
は
ま
だ
五

〇
代
だ
し
、
た
ぶ
ん
ま
だ
二
〇
年
は
大
丈
夫
な
ん

で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
全
国
的
に
は
昭
和
一
桁
が
も

う
働
け
な
い
も
ん
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
担
い
手
が

い
な
く
な
っ
て
く
る
、
離
農
を
引
き
受
け
る
営
農

集
団
化
だ
、
企
業
型
だ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
き

て
、
農
業
理
論
も
そ
う
な
っ
て
き
て
い
る
訳
で
す

よ
。
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
本
来

の
農
業
は
こ
う
だ
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
の
で
す

が
い
か
が
で
す
か
？

黒

澤

農
業
者
年
金
で
い
う
と
六
五
歳
定
年

と
い
う
考
え
が
定
着
し
て
い
る
が
、
個
人
レ
ベ
ル

で
は
ま
だ
ま
だ
い
け
る
と
い
う
人
も
中
に
は
い
ま

す
が
…
。

太
田
原

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
含
め
て
全
国
的

に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
も
う
担
い
手
が
い
な
い
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
あ
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
日
本
の
農
業
は

先
細
り
だ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
っ
か
り
言
わ
れ

る
訳
で
す
よ
。

皆
で
そ
の
気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
困
る
、
少
な

く
と
も
北
海
道
は
違
う
と
言
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
業
の
戦
略

土

井

全
体
を
通
し
て
読
ん
で
感
じ
た
の
は
、

二
一
世
紀
に
な
る
と
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
は
ブ

ラ
ン
ド
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
今
ま
で
の
農
業

は
作
り
さ
え
す
れ
ば
、
後
は
農
協
が
売
っ
て
く
れ

る
と
い
う
気
軽
な
農
業
経
営
だ
っ
た
も
の
が
、
米

は
米
で
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
に
の
っ
て
作
ら
な
け

れ
ば
駄
目
だ
し
、
十
勝
黒
豚
だ
と
か
豚
肉
も
そ
う

だ
し
、
酪
農
の
場
合
で
は
も
う
少
し
工
夫
の
し
よ

う
が
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

黒

河

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
言
う
と
、
北
海
道
農
業
は

専
業
農
家
で
す
か
ら
一
番
厳
し
い
と
い
う
話
に
な

る
、
一
方
で
政
府
は
そ
れ
で
は
援
助
す
る
と
い
う

話
を
言
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
け
ど
、
い
ず
れ
に

し
て
も
北
海
道
の
農
業
と
い
う
の
は
直
接
的
に
世

界
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
今
度
は
内

需
の
話
に
な
る
と
南
北
戦
争
の
再
来
で
す
よ
ね
。

牛
乳
な
ん
か
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

土

井

遂
に
都
府
県
は
三
〇
五
万
ｔ
、
北
海

道
は
こ
れ
を
上
回
る
三
二
七
万
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
は
曲
が
り
な
り
に
も
生
産
調
整
を
や
り
な

が
ら
、
ま
だ
伸
び
て
い
ま
す
。
都
府
県
は
明
ら
か

に
一
九
九
〇
年
以
後
は
下
り
坂
と
い
う
状
況
で
、

輸
送
と
か
流
通
を
北
海
道
農
業
は
き
ち
ん
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
家
の
手
に
あ
ま
る
問
題

で
、
農
家
の
組
織
と
し
て
の
ホ
ク
レ
ン
の
課
題
で

す
。
例
え
ば
、
前
に
飯
澤
先
生
と
調
べ
た
ん
で
す

け
ど
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
よ
う
な
安
い
か
さ
ば
る
も

の
を
東
京
市
場
に
持
っ
て
い
く
と
な
る
と
、
輸
送

の
工
夫
が
重
要
で
す
。
そ
う
い
う
工
夫
は
消
費
地

に
遠
い
北
海
道
が
国
内
市
場
を
ど
れ
だ
け
確
保
す

る
か
の
問
題
で
す
。
よ
く
ホ
ク
レ
ン
丸
を
第
二
ま

で
作
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

太
田
原

飲
用
乳
の
内
地
送
り
は
紳
士
協
定
な

ん
で
す
よ
ね
。
内
地
の
酪
農
家
を
護
る
た
め
に
不

足
分
だ
け
を
送
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
乳
製
品

が
完
全
自
由
化
と
な
っ
た
ら
紳
士
協
定
も
何
も
な
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く
、
ホ
ク
レ
ン
丸
を
一
〇
隻
く
ら
い
作
っ
て
、
ど

ん
と
持
っ
て
い
く
以
外
に
生
き
る
道
が
な
く
な
る

わ
け
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
内
地
の
酪
農
家
は
完
全

に
潰
れ
る
で
し
ょ
う
。
多
分
ね
、
我
々
が
止
め
ろ

と
言
っ
て
も
や
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

長

尾

た
だ
ね
、
向
こ
う
の
酪
農
家
は
北
海

道
か
ら
ず
い
ぶ
ん
牛
を
買
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
あ
る
ん
で
す
。

黒

澤

遺
伝
資
源
の
国
際
化
の
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
も
大
き
い
で
す
よ
ね
。
日
本
が
最
高
の
も
の
を

作
っ
た
っ
て
、
向
こ
う
が
安
い
労
働
力
で
作
っ
て

こ
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。

北
海
道
農
業
の
潜
在
能
力
に
つ
い
て

黒

河

時
間
も
き
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

北
海
道
農
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
岩
崎
先
生

い
か
が
で
す
か
。

岩

崎

農
業
は
農
業
で
あ
る
、
農
業
生
産
の

シ
ス
テ
ム
は
工
業
と
は
本
質
的
に
異
な
る
と
い
う

こ
と
、
農
業
は
地
域
産
業
で
あ
る
と
い
う
二
つ
の

こ
と
を
大
事
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
帰
結
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

黒

河

私
達
今
回
の
仕
事
で
そ
れ
ぞ
れ
担
当

者
は
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
く
つ
も
り
で
い

た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
通
り
に
な
ら
な
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
直
面
し
て
い
る
の
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

ど
こ
ろ
か
急
転
直
下
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
て
、
そ
れ
で
も
北
海
道
農
業
の
可
能
性
に
言
及

す
る
と
な
れ
ば
、
ベ
ク
ト
ル
は
過
去
に
お
い
て
ど

う
だ
っ
た
か
、
今
後
ど
う
な
の
か
示
し
て
お
き
た

い
と
思
う
の
で
す
。
太
田
原
先
生
、
お
願
い
し
ま

す
。

太
田
原

い
ろ
い
ろ
な
夢
を
語
っ
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
来
た
ら
全
部
潰
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
無
責
任
な

こ
と
を
言
う
人
が
世
の
中
に
一
杯
い
て
、
内
地
は

米
さ
え
守
れ
ば
米
と
野
菜
で
食
っ
て
い
け
る
。
北

海
道
は
飲
用
乳
に
切
り
替
え
て
、
十
勝
は
野
菜
を

作
れ
ば
何
と
か
な
る
で
し
ょ
う
み
た
い
な
こ
と
を

言
う
ん
で
す
よ
。
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
人

に
は
北
海
道
を
甘
く
見
る
な
と
、
内
地
は
野
菜
で

食
っ
て
い
け
る
と
言
っ
た
っ
て
、
十
勝
が
野
菜
を

作
っ
た
ら
野
菜
価
格
は
暴
落
し
ま
す
よ
と
、
飲
用

乳
に
切
り
替
え
て
、
ホ
ク
レ
ン
丸
を
一
〇
隻
く
ら

い
作
っ
て
本
格
的
に
送
っ
た
ら
内
地
の
酪
農
は
壊

滅
し
ま
す
よ
。
北
海
道
は
そ
の
く
ら
い
の
力
を

持
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
ん
で
す
よ
。
ア
メ

リ
カ
が
攻
め
て
く
る
前
に
北
海
道
が
攻
め
て
い
く

よ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
北
海
道
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
絡

み
で
生
き
る
た
め
に
紳
士
協
定
も
何
も
か
な
ぐ
り

捨
て
て
や
っ
た
ら
、
被
害
は
全
国
に
及
ぶ
よ
、
そ

れ
だ
け
の
生
産
力
を
我
々
は
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
海
道
農
業

を
今
の
適
正
規
模
に
縛
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
必
要
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

逆
説
的
に
思
い
ま
す
。

黒

河

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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更
別
村 

１
�
「
国
際
ト
ラ
ク
タ
ー

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
の
開
催

更
別
村
は
、
雄
大
な
日
高
山
脈
を

一
望
し
、
広
大
な
十
勝
平
野
の
真
ん

中
に
位
置
す
る
。
農
家
一
戸
当
た
り

東
京
ド
ー
ム
九
個
分
（
約
四
三
・
六

ha
）
の
農
地
を
有
し
、
畑
作
四
品
を

中
心
と
し
た
大
型
農
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。

近
隣
町
村
と
同
様
に
農
業
が
主
な

産
業
で
あ
り
、
こ
の
広
大
な
十
勝
平

野
の
中
で
ど
う
か
す
る
と
埋
も
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
わ
が
村
の
特
色
は
何

か
、
そ
ん
な
問
い
か
け
を
常
に
発
信

し
て
い
る
村
の
地
域
お
こ
し
を
探
る
。

地
域
資
源
調
査
事
業

更
別
村
商
工
会
が
「
む
ら
お
こ
し

事
業
の
先
進
事
例
を
視
察
し
、
地
域

活
性
化
の
手
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
地

域
内
の
未
利
用
資
源
、
観
光
資
源
等

を
綿
密
に
調
査
し
、
地
域
内
資
源
を

活
用
し
た
振
興
計
画
を
策
定
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
区
内
の
小
規

模
事
業
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
一
四
年
度

に
道
の
補
助
を
受
け
事
業
実
施

し
た
。

更
別
村
商
工
会
地
域
資
源
調

査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
消
費

の
冷
え
込
み
や
デ
フ
レ
傾
向
と

厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
「
村

に
元
気
を
！
活
気
を
生
み
出
そ

う
…
」
と
の
考
え
に
よ
り
、

�
日
本
列
島
・
十
勝
平
野
・
更

別
村
�
の
流
れ
か
ら
、
更
別
村

の
農
観
社
会
を
注
視
す
る
作
業

か
ら
入
っ
た
。

――連 載――

あ
の
マ
チ

こ
の
ム
ラ
・・
地地
域域
おお
ここ
しし
活活
躍躍
中中

更
別
村
の
事
例

―
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち

更
別
村
―

NNoo..７７００
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更
別
村
の
特
徴
を
活
か
す

あ
る
地
域
活
性
化
の
会
合
の
席
上
、

農
家
の
青
年
か
ら
「
馬
で
バ
ン
バ

や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ト
ラ
ク
タ
ー

で
レ
ー
ス
や
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い

べ
！
」「
お
〜

や
る
べ
…
」
の
掛

け
合
い
か
ら
想
起
さ
れ
た
の
が
真
相

の
よ
う
で
あ
る
。

成
程
、
一
戸
当
た
り
平
均
耕
地
面

積
が
日
本
一
の
農
業
を
誇
る
更
別
村

に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
活
用
と
し

て
、
農
家
一
戸
当
た
り
平
均
約
四
台

の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有
し
て
い
る
現

状
を
鑑
み
る
と
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
地
平
線
を
バ
ッ
ク
に
爆
走
す
る
姿

は
、
更
別
村
で
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
ろ
う
。

日
本
初
の
ト
ラ
ク
タ
ー
レ
ー
ス

「
国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」

は
こ
う
し
て
平
成
一
五
年
か
ら
始

ま
っ
た
。

国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
農
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
を
馬
（
メ
カ
馬
）
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
を
御
者
に
見
立
て
た
バ�

ン�

バ�

レ�

ー�

ス�

（
輓
曳
競
馬
レ
ー
ス
）。
内

容
は
更
別
村
商
店
街
を
出
場
ト
ラ
ク

タ
ー
が
隊
列
を
組
ん
で
の
ロ
ー
ド
パ

レ
ー
ド
と
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
競
技
が
メ
ー

ン
。
商
店
街
で
の
公
道
パ
レ
ー
ド
は
、

日
本
全
国
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
、

威
風
堂
々
、
胸
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
、

圧
巻
そ
の
も
の
で
あ
る
。
メ
カ
馬
は

ワ
ッ
ク
ス
で
磨
き
上
げ
ら
れ
ピ
ッ
カ

ピ
カ
！
余
談
だ
が
、
各
馬
の
価
額
を

合
計
す
る
と
四
億
円
を
超
え
、
そ
れ

ら
が
連
な
っ
て
轟
音
を
立
て
、
行
進

し
て
い
く
雄
姿
を
見
る
と
�
鳥
肌
�

が
立
つ
ほ
ど
だ
そ
う
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
（
更
別
村
ふ
る
さ

と
館
周
辺
）
に
は
北
海
道
で
唯
一
帯

広
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ば
ん
え
い

馬
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
メ
カ

馬
（
ト
ラ
ク
タ
ー
）
試
乗
会
、
ミ
ニ

メ
カ
馬
遊
具
コ
ー
ナ
ー
、
農
業
農
村

整
備
事
業
の
パ
ネ
ル
展
な
ど
を
設
置

し
て
幅
広
い
催
し
を
行
い
、
地
域
の

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
農
業
の
魅

力
を
伝
え
、
農
業
後
継
者
育
成
へ
つ

な
げ
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
ど
ん
ぐ
り
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

村
の
木
「
柏
」
を
利
用
し
、
後
世
に

残
る
郷
土
芸
能
を
と
、
平
成
三
年
に

発
足
し
た
「
か
し
わ
太
鼓
保
存
会
」

が
道
内
屈
指
と
評
価
が
高
い
勇
壮
な

さ
ら
べ
つ
か
し
わ
太
鼓
を
披
露
し
て

い
る
。

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
競
技
は
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
�
（
一
二
五
馬
力
以
下
）、
カ

テ
ゴ
リ
ー
�
（
一
二
六
〜
一
四
〇
馬

力
以
下
）、
カ
テ
ゴ
リ
ー
�
（
一
四

一
〜
一
六
五
馬
力
以
下
）、
カ
テ
ゴ

リ
ー
�
（
一
六
六
馬
力
以
上
）
に
分

か
れ
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
九
頭�

が
出
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２
�
す
も
も
を
村
の
特
産

品
に

（
更
別
農
業
高
校
の
活
動
）

走
す
る
。

メ
カ
馬
投
票

会
場
の
交
流
出
店
で
買
い
物
を
す

る
と
五
〇
〇
円
毎
に
サ
ー
ビ
ス
券
が

発
行
さ
れ
、
こ
れ
を
メ
カ
馬
券
に
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
優
勝
メ
カ
馬
を
す
べ
て
予
想

す
る
。
賞
品
は
、
更
別
村
交
流
都
市

で
あ
る
東
松
島
市
の
特
産
品
な
ど
の

賞
が
贈
呈
さ
れ
る
。

大
会
の
歴
史
・
規
模
な
ど

平
成
二
二
年
の
第
八
回
に
は
宮
崎

県
内
で
発
生
し
た
家
畜
伝
染
病
「
口

蹄
疫
」
の
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
開
催
の
自
粛
が
決
断
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
当
た
り
、
関

係
指
導
機
関
か
ら
情
報
収
集
し
、
防

疫
対
策
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、

病
害
虫
の
圃
場
侵
入
防
止
対
策
や
家

畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
に
も
万
全
を

期
し
て
い
る
。
一
度
、
侵
入
を
許
せ

ば
、
農
業
経
営
に
大
き
な
打
撃
と
な

る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
を
自
ら
の

手
で
守
る
と
い
う
意
識
改
革
を
徹
底

し
て
い
る
。

平
成
二
四
年
第
一
〇
回
記
念
大
会

に
は
、
村
の
人
口
三
、
四
〇
〇
名
弱

に
対
し
、
過
去
最
大
の
一
七
、
三
〇

〇
名
が
村
に
訪
れ
、
道
内
の
う
ち
十

勝
管
外
か
ら
約
五
、
〇
〇
〇
名
、
道

外
か
ら
約
六
〇
〇
名
の
来
場
者
が

あ
っ
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

主
催
は
国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ

Ｍ
Ｂ
Ａ
実
行
委
員
会

実
行
委
員
会
に
は
、「
人
と
人
と

の
架
け
橋
」
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
村
外

の
方
が
参
加
し
て
お
り
、
一
八
六
名

が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
構

成
も
一
〇
代
か
ら
七
〇
代
ま
で
と
幅

広
く
、
広
範
囲
な
人
々
の
繋
が
り
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
二
四
年
十
一
月
、
農
林
水
産

業
者
の
技
術
改
善
、
経
営
発
展
の
意

欲
の
高
揚
を
図
る
国
民
的
祭
典
「
農

林
水
産
祭
」（
農
林
水
産
省
・
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
共
催
）
の
表
彰
事

業
に
お
い
て
、
更
別
村
「
国
際
ト
ラ

ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
実
行
委
員
会
」

は
、
農
山
漁
村
で
の
む
ら
づ
く
り
の

優
良
事
例
を
た
た
え
る
「
む
ら
づ
く

り
部
門
」
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
。
同
部
門
の
受
賞
は
十
勝
管

内
で
は
初
め
て
で
あ
る
。

本
年
も
、
七
月
一
四
日
に
第
十
一

回
大
会
が
開
か
れ
る
。

更
別
村
で
は
、
か
つ
て
「
す
も
も
」

の
木
が
農
家
の
庭
先
な
ど
身
近
に
あ

り
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
い
た
。

そ
ん
な
す
も
も
を
村
に
蘇
ら
せ
よ
う

と
昭
和
五
八
年
に
す
も
も
の
里
づ
く

り
が
始
ま
り
、「
さ
ら
べ
つ
す
も
も

の
里
」
設
立
準
備
委
員
会
が
苦
心
の

末
、
二
・
五
ha
の
す
も
も
の
果
樹
園

を
ど
ん
ぐ
り
公
園
の
隣
に
作
り
上
げ
、

当
初
は
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
り
運
営
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し
て
い
た
。
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
終
了

し
、
更
別
村
で
は
新
た
な
展
開
と
し

て
、
す
も
も
を
使
っ
た
加
工
品
の
開

発
と
特
産
品
化
に
目
を
向
け
、
北
海

道
更
別
農
業
高
等
学
校
（
以
下
、
更

別
農
業
高
校
と
い
う
）
に
協
力
を
要

請
し
、
更
別
農
業
高
校
で
は
平
成
二

〇
年
度
か
ら
す
も
も
の
加
工

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

役
場
も
す
も
も
の
収
穫
協
力
、

役
場
内
に
す
も
も
加
工
品

（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）臨
時
販
売
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
販
売
に

協
力
し
た
り
、
学
校
給
食
へ

の
す
も
も
パ
ン
提
供
に
か
か

る
調
整
、
村
内
で
の
発
表
会

の
開
催
に
労
を
惜
し
ま
ず
協

力
す
る
一
方
、
本
年
か
ら
定

期
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
す
も

も
の
里
ま
つ
り
」
を
開
催
す

る
に
及
び
、
村
民
上
げ
て
す

も
も
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

「
専
門
高
校
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｕ
ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
事
業

更
別
農
業
高
校
で
は
平
成
二
一
年

か
ら
北
海
道
教
育
委
員
会
の
「
専
門

高
校
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

ｕ
ｐ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
推
進
事
業
（
平
成
二
一
年
度

か
ら
平
成
二
三
年
度
）
の
指
定
を
受

け
、
更
別

村
特
産
の

す
も
も
を

食
材
と
し

た
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
二
年
三
月
に
帯
広
畜
産
大

学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
地
元

の
小
麦
や
乳
製
品
な
ど
の
農
畜
産
物

も
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
す

も
も
を
利
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン

の
開
発
を
始
め
、
商
品
化
・
事
業
化

に
向
け
て
、
役
場
、
帯
広
信
金
（
地

元
高
校
生
に
よ
る
十
勝
の
未
来
づ
く

り
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
地
元
パ

ン
工
房
（
有
限
会
社
エ
ヌ
ア
イ
エ
ル

パ
ン
舎
）
と
も
連
携
し
共
同
研
究
を

行
っ
て
き
た
。

す
も
も
の
収
穫
や
加
工
も
自
分
た

ち
で
行
い
、
大
学
の
指
導
の
も
と

「
す
も
も
」
の
栄
養
成
分
と
食
品
機

能
性
の
分
析
も
行
っ
た
。

開
発
し
た
す
も
も
パ
ン
の
試
食
会
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は
五
回
に
わ
た
り
実
施
（
平
成
二
二

年
十
一
月
〜
平
成
二
三
年
二
月
）
し
、

そ
の
間
、
更
別
村
の
パ
ン
舎
の
代
表

取
締
役
吉
田
美
佐
子
氏
の
指
導
を
仰

ぎ
、
第
五
回
の
試
食
会
で
は
北
海
道

物
産
展
の
カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
、
帯
広
信
用
金
庫

が
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
を
結
ぶ
株

式
会
社
オ
フ
ィ
ス
内
田
の
内
田
勝
規

氏
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

五
回
の
試
食
会
の
実
施
を
通
し
て
、

す
も
も
パ
ン
の
改
善
及
び
販
売
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
平

成
二
三
年
三
月
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
た
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

二
〇
一
一
に
お
い
て
実
際
に

す
も
も
パ
ン
二
種
の
試
食
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
す
も
も
パ
ン
の

改
善
を
さ
ら
に
図
っ
た
。

こ
の
結
果
、
最
終
の
成
果
品
と
し

て
、「
ス
モ
モ
・
デ
・
パ
テ
ィ
シ

エ
ー
ル
」
と
い
う
す
も
も
の
酸
味
を

い
か
し
た
甘
酸
っ
ぱ
い
菓
子
パ
ン
を

商
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
小

学
校
の
給
食
と
し
て
提
供
し
た
り
、

更
別
村
の
パ
ン
舎
に
て
日
曜
日
限
定

で
販
売
す
る
な
ど
定
番
商
品
化
に
向

け
活
動
中
で
あ
る
。

「
専
門
高
校

Ｓ
ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
事
業

平
成
二
四
年
か
ら
北
海
道
教
育
委

員
会
の
「
専
門
高
校
Ｓ
ｋ
ｉ
ｌ
ｌ

ｕ
ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
事
業

（
平
成
二
四
年
度
新
規
事
業
）の
指
定

を
受
け
、
更
別
農
業
高
校
で
は
、
新

た
に
更
別
村
産
の
小
麦
「
き
た
ほ
な

み
」
と

す
も
も

の
砂
糖

煮
や
地

元
の
枝

豆
、
人

参
、
カ

ボ
チ
ャ

の
規
格

外
野
菜
を
使
っ
た
焼
ド
ー
ナ
ツ
に
挑

戦
。
帯
広
信
金
の
紹
介
で
帯
広
市
の

洋
菓
子
店
「
あ
さ
ひ
や
」
の
指
導
を

受
け
、
レ
シ
ピ
の
改
善
を
図
っ
て
き

た
。
ド
ー
ナ
ツ
は
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ

（
サ
ラ
ド
）」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
開

発
し
た
の
は
す
も
も
味
と
野
菜
三
種

の
二
種
類
で
、
は
ち
み
つ
や
水
あ
め

な
ど
を
使
い
、
し
っ
と
り
し
た
食
感

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
平
成
二
五
年

一
月
に
同
校
を
訪
れ
た
帯
広
信
金
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
内
田
勝
規
氏
か
ら
「
素

材
の
風
味
が
残
っ
て
い
て
お
世
辞
抜

き
で
お
い
し
い
。
工
夫
次
第
で
、
東

京
の
物
産
展
で
も
売
れ
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
の
評
価
を
受
け
た
と
の
こ

と
。
開
発
を
行
っ
た
同
校
加
工
分
会

Ａ
班
の
三
年
生
は
「
油
で
揚
げ
て
い

な
い
の
で
ヘ
ル
シ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
商

品
化
を
実
現
し
、
多
く
の
人
に
食
べ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。」
と
話
し
て

い
る
（
以
上
、
二
〇
一
三
年
二
月
二

日
付
け
北
海
道
新
聞
の
記
事
よ
り
）。

帯
広
信
金
と
の
「
地
元
高
校
生
に

よ
る
十
勝
の
未
来
づ
く
り
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
�
定
期
販
売
の
実

施
、
地
元
企
業
へ
の
提
供
な
ど
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
事
業
化
と
	
新
た
な
連

携
先
の
開
拓
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
調

査
な
ど
を
行
い
、
更
な
る
新
商
品
の

開
発
と
事
業
化
を
本
年
度
の
課
題
と

し
て
上
げ
て
い
る
。

〈
取
材
後
記
〉

更
別
村
に
総
務
省
支
援
制
度
に
基

づ
く
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
二
名
が

採
用
さ
れ
、
本
年
三
月
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
観
光
支
援
、
特

産
品
開
発
支
援
の
任
に
当
た
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
、
勿
論
、
志
は
高
い
の

で
し
ょ
う
が
、
見
知
ら
ぬ
土
地
に
飛

び
込
み
、
こ
れ
か
ら
幾
多
の
障
害
に

ぶ
つ
か
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
連

載
と
同
じ
名
を
名
乗
ら
れ
る
縁
か
ら

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

特
別
研
究
員

西
野

義
隆
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○
「
平
成
２５
年
度
農
業
委
員
研
修
会
」

主

催

羊
蹄
山
麓
地
区
農
業
委
員

協
議
会

と

き

平
成
２５
年
４
月
４
日

テ
ー
マ

参
加
表
明
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
黒
松
内
町
町
民
研
修
会
」

主

催

黒
松
内
町

と

き

平
成
２５
年
４
月
５
日

テ
ー
マ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
町
民
の
生
活

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
北
宗
谷
総
決
起

大
会
」

主

催

北
宗
谷
農
業
協
同
組
合

と

き

平
成
２５
年
４
月
２０
日

テ
ー
マ

参
加
表
明
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
と
反
対
運
動

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
別
研
修

中
央
ア

ジ
ア
地
域
農
民
組
織
強
化
�
コ
ー

ス
」

主

催

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と

き

平
成
２５
年
５
月
１０
日

テ
ー
マ

国
別
討
論
・
中
間
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

講

演

中
村

正
士

（
当
研
究
所
・
特
別
研
究
員
）

○
「
札
幌
市
高
齢
者
文
化
教
室
（
東

区
）」

主

催

札
幌
市
教
育
委
員
会

と

き

平
成
２５
年
５
月
１６
日

テ
ー
マ

北
海
道
米
が
歩
い
た
道

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
北
大
農
学
部
移
行
学
生
に
対
す
る

講
義
」

主

催

北
大
農
学
部

と

き

平
成
２５
年
５
月
１６
日

テ
ー
マ

北
大
農
学
部
移
行
生
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
こ
と
、
北
海
道
農
業
の

こ
と

講

義

入
江

千
晴

（
当
研
究
所
・
常
務
）

○
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
別
研
修

中
央
ア

ジ
ア
地
域
農
民
組
織
強
化
�
コ
ー

ス
」

主

催

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と

き

平
成
２５
年
５
月
２７
日

テ
ー
マ

国
別
討
論
・
中
間
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

講

演

中
村

正
士

（
当
研
究
所
・
特
別
研
究
員
）

○
「
第
２
回
農
業
問
題
研
究
集
会
」

主

催

大
日
本
農
会
秋
田
支
会
・

秋
田
県
立
大
学

と

き

平
成
２５
年
６
月
７
日

テ
ー
マ

ど
た
ん
場
か
ら
は
い
上
っ

た
北
海
道
米
の
話

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
本
科
生
に
対
す
る

特
別
講
義
」

主

催

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

と

き

平
成
２５
年
６
月
２６
日

テ
ー
マ

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
本
科
生
の

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
こ
と
、
北
海
道
農
業

の
こ
と

講

義

入
江

千
晴

（
当
研
究
所
・
常
務
）

○
「
中
泊
町
町
民
研
修
会
」

主

催

青
森
県
中
泊
町

と

き

平
成
２５
年
６
月
２８
日

テ
ー
マ

農
業
の
六
次
産
業
化
に
つ

い
て

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
２５
年
４
月
〜
６
月
）
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◆

編

集

後

記

◆

�
通
常
総
会
後
の
特
別
講
演
会
で
鈴

木
宣
弘
東
大
教
授
に
よ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
表
明
と
今
後
の
展
開
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
歯
に

衣
着
せ
ぬ
核
心
を
突
い
た
内
容
、
日

本
の
国
益
を
損
な
う
協
定
の
本
質
、

交
渉
の
舞
台
裏
ま
で
も
話
さ
れ
、
国

民
生
活
を
守
る
制
度
・
仕
組
み
が
全

部
ガ
タ
ガ
タ
に
な
る
こ
と
を
多
く
の

聴
衆
が
感
じ
た
は
ず
。
時
間
を
超
過

し
て
大
盛
況
に
終
了
し
た
。

�
春
耕
期
の
低
温
と
長
雨
で
各
作
物

の
植
え
付
け
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
特

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
遅
れ
は
心
配

だ
。
今
後
の
好
天
に
期
待
す
る
。

�
当
研
究
所
役
員
が
改
選
さ
れ
、
理

事
長
に
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央

会

副
会
長

長
谷
川
幸
男
氏
と
副

理
事
長
に
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会

代
表
理
事
副
会
長
の
小
野

寺

仁
氏
が
就
任
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
農
業
を
多
方
面
か
ら
見
つ
め
る
研

究
協
力
体
制
を
取
り
な
が
ら
北
海
道

農
業
発
展
の
た
め
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
。

�
「
新
北
海
道
農
業
発
達
史
」
を
執

筆
さ
れ
た
方
々
で
座
談
会
を
お
こ

な
っ
た
。

五
〇
年
前
に
発
刊
さ
れ
た
「
北
海

道
農
業
発
達
史
」
を
バ
イ
ブ
ル
と
し

て
育
っ
た
皆
さ
ん
が
、
北
海
道
農
業

の
将
来
に
夢
が
持
て
る
新
し
い
バ
イ

ブ
ル
を
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

�
あ
の
マ
チ
こ
の
ム
ラ
地
域
お
こ
し

活
躍
中
で
は
更
別
村
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。
勇
壮
な
ト
ラ
ク
タ
ー
の

地
響
き
が
聞
こ
え
、
特
産
品
で
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
む
情
熱
が
伝
わ
る
。

（
小
林

久
人
）
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